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刊行のことば

　新聞がわれわれ4）社会生活に欠くヒとの出来ないものであることは雷うま

でもない。その新聞が、吉少年たちにはどのように利駕され、理解されてい

るか、宥少年たち1；｝1どのようにして新1辮を読むようになるか、そういうこと

の実状は十分明かとは雷えない。

　そこで猴本新聞協会と誉田して、昭和二：ン1心七年末からr．1十八年の初めにか

けて、主として小学生。申学生を夷1像として実状調査を試みた。都市の青少

年と、農村地帯の青少年との聞にはかなりの差のあることを予想し．て、調査

地点としては、東京都1メ癬のほかに、千葉田下の瓢地点を選んで調盗を実施し

た。

　本誹はその調査ダ）結果の一隅を整理1．ブ1二ものであるσ調査には、研究所か

らは輿水実、高橋一夫、森岡健J：’二、芦沢節が参加し、：新聞協会からは調査課

長：：：：．三宅束洲氏、亀井…綱氏その他の一か汝が参魏された。なお、この報告書の

作成に1酒．iとして亀井一綱氏と森岡健llの爾入が分掌執筆し、これを輿承実

がまとめた。そしてこの報告書は、臼本新聞協会の了解を得て、国立国譜研

究所の報告として刊行することとなった。

　調；杏地点の方々が寄せて下さった理解と厚情しに対しても、心から御礼申上

げる。

　　質1凝年2月望．7口

国立國語研究所長

　　　　西　　　尾 実
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コ

は じ め に

　国立拡幅研究所と日本1新聞協会とで共同して、昭憩二十七年十二月から二

十八年一・月にかけて、

　　（1｝小学校四年生から「：ll学校…三年生までの青少年は、どのような経過で、おとな

　　　の漸聞に近づくか

　　②河新聞のどこを多く読んでいるか

　　（3）どういう記事に興昧を持って1．・るか

　　（4）　どの程度に理解しているか

　　㈲　それによってどんな影響を受けているか

　　（6｝一一般にマス・コミ訊ニケーシljン（戸閉・ラジオ。映画・雑誌。書籍による）

　　　の効果をどのように受けとっているか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうざき　　　　　　　　　　やちまた
　等の聞題について、東京都と千葉醸香取郡神崎村。匠ll旛郡八街町とで調養

をした。

　この調査は、元来、新聞の効果に関するもっと大きな調査の一部分とし

て、準備調査として計酒され、実施されたものである。対象もはじめは小

学校・中学校の児童・生徒に限っていなかった。むしろ、義務教育を終了し

ただけで実務についている蟹民の大多数が、マス・コミュユケーシ碧ンの影

響をどれだけ受けているか、どのような新聞の読み方をしているか、現代の

新聞を正しく読んで領解して瞬ぐヒにどのような障書が横たわっているかに

ついて調査をするというのが、嶺初の臼標であった。しかし今園の調査では

小・中学生に主力を注いだ。

　調査地点を千葉繋と東京都に求めたのは、調；査貴の繊帳の都合上東京に近

いところで、まだ十分に文化化されていない、閉鎖的な環境にある青少年に

とって、マス・コミュニケーションにどんな役割りを果し、そこにどんな障

害があるかを究めたいと考えたからである。ところが、実施してみると、調

査地点として選ばれた神崎および八御町は、千葉眼を代表してはいるが、わ
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れわれのこの問題設定に対しては、やや丈化都市的であり、かなり開放され

た地域であるように感じられた。したがって、閉ざされた地域と閉放された

地域（東京都の中央）とを比較するといラ当初の志向について十分な資料が

得られたとはいえないがxそれでも、都市的と農村的という1一．：．つの傾向が認

められないわけでばない。

　調査の方法としては、次の五つを採用した。

　　（1）断聞への接近の上面や方法は、質問紙法および面接法によった。

　　（2〕新聞記事の理解につ㌔・てはペーパー・テストによった。

　　㈲　被調査者の国語能力を知るために、学校成績を参考にし、特に：、読学力・語

　　　い力・読書力についてペー・v・テストを行った。

　　㈲　被調査者の生活環境を知るため、面接調査、質悶紙による調査、教師に依頼

　　　しての調査などを行った。　　．　　“

　調査ダ）実施には、国立国語研究所員および目本新聞協会鵠係者があたっ五。

調査担当者、調奄の項目、問題、その他、実施の友，らましについては、本欝

の最後に掲げてある。

　この調査は、右に述べたように、はじめに準備の調査として企画したため

に、質聞やテストの事項を非常に多くふくんでおり、中には大した成果の得

られなかったものもある、そこで、その中からs霞標を、

　　ω　新聞への点しい接近に有利な条件をよ何か

　　（2｝不利な条件は何か

　　（3）どうずればその不利を除くことができるか

の解明ということにしぼって、まとまるだけまとめ、他は次の機会にゆずる

ことにした：。　　　　　　　　　　　　　　　（研究第二都長…　輿水　実）
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1　新聞への接近

　　　　　　　　　　A新聞にどう触れるか

　1いっから読み始めるか

　子供達はどんなふうに新聞に接近して行くだろうか。

　4・5才位になると、早口配達されてくる新聞の漫爾を家の入にせがんで

読んでもらうものである。しかし、ひらがながなんとか読めるようになると、

家の入の新聞をとり上げて声を立てて漫画を読み、新聞をまいにち心待ちに

するというふうに、初めは漫評を、口常的な身振的なものとして理解するこ

とから，1調語能力の増大によって主休々に漫緬をそれに附加された畑野と閉

講して入るという段階をたどるのである。

　新聞を「よむ」前に「みる」段！腎があるということは、漫1藪ばかりでなく

勾真からも言えることであるが、新聞に接近する手始めが漫画であるという

ことは多くの子僕について鷺えることであって、子供向きの漫画をのせてい

る新聞には子供がなんということなしに親しさを慈じ、ほかの記事も理解し

たく思うというふうな傾向がありはしまいか。

　新聞漫頭がどうあるべきであるかという二とは、今後の問題であるが、そ

れへの橋渡しは一般の絵本や漫画本であって、それがかなりの段階までに到

達していることは確かである。

　そこで、ともかく少しでも、新聞の紙面（漫画をふくむs）に触れ始めると

認められるのは、企休的に小学4年生からである。これは最：初に読み始めに．

学年の累積率をみると明らかに認められる。

　　　　　　小　　　　　　　　　　　　　　　　　　中

　　学歪ド123456　123　　募異矛霞率　 2．3　10．2　3i．7　55．4　75，　S　87．8　　94．3　93．6　95，8
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　ところが「新聞のどこが面白いカ・」という質問で・小学5年になると漫画

を面白いとする割合が、東京、神崎、八街各地域を通じ激減しているとい5

ことは注意しなければならない。

款聞のどこが面白いか（漫画に飢・て）　　なお、Cの騨膿近の累積率

　　「…臓…門亦・．’　”r5…｝　四域別にみると・小学岬で

　　　　麟　ll：l　l；：ll棘聯・辮鉱櫛鞭
　　1八街　・・…　e・・4；　あり、小学6・Fに脳疎京92

　　　　注甲額総姫・・。％・す・・　％、神，・，奇8・％、ノ噛・、・．％で婦。

　このように丈化的圧力の高い東京では子供達に新聞への接近をより早くも

たらすことが認められた（紳崎と八街ではその差はきわめて僅かであり、し

かも神崎0）かがむしろ接近の度合いが高い）。　（閣表参照）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浄

性別では・小学4年までこま概して女の方が早く新聞を言売み始める傾向がう

かがわれるが、男では6年までに90％が読みの署蟹：を，身につけるのに対して

女は83％で7％も低く、男より一一一i応：の完成が延びているように思われる。

また・親の職業か佛｛騎の小・中学撫こついて検討すると、より知能要）長

幽塙く社会的接触のll聖！い職業とみられるサラリ・一　Yンの家庭の子供の方が

親の職業一家庭の交化的状況からみた新欄接近度合

　　　　　　　　（読み始めた率）
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農家の子供よりも新聞

への接近が早く、小学

54Fが34％と最：もi蒲率

を占めている。これに

対して農嫁iでは小学6

年以．ヒが43％となって

最も高い。

　このように、少・年の

新聞への接近の要因と

しv（ζよ土鳩域a）丈イヒ自勺圧

力が第一・であり、その

次には蒙庭の丈化的状

況力ζ『角4ソコな要因となっ

ていることがうかがわ

れたQ

　子供達がどんなふうに新聞へ接近するか。その媒体として、灘画が家庭の

絵本から社会の新聞への橋渡しであることを述べたが、一体それからどんな

経路をとって新聞全休を読むようになるのだろう。

　新雪の記事で全く読まないものの状況をみると、次表のごとくである。
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　　　新閥旧事で全く読まないものρ率

　　　　　　　　　　（小学4年について）

　　地域別　東　旗　　神　崎　　　八街

　　　性別男女　男女　努女
記事別

辞　　　画　4．0　0　　0　　0　　0　　0
ラジオ番紐　29．2　36．0　28．2　3！．6　55．6　80．0

運　　　　　tr［fj　k6．7　　56．　G　　18。0　　35．3　　38．9　　88．5

μ；　　　　　・告・　30．0　　20．G　　35．0　　29，4　　50．0　　59．3

宅ヒ唐臼己尋峯　　27．3　　32．0　　55．6　　55．6　　50．0　　80．0

．外國言己串：　66．フ　　フ5．G　　88．9　　フ0．6　　91．3　100．0

子　　Ltk・　打酸」　28．6　　56．　G　　S5．6　　47，1　　68．8　　88．0

　これから逆に、地域の如何

を問おず、漫画から読み始め

ていることは明白で、運動が

これに次ぎ、広告、子供欄、

社会記事、ラジオ番組の1頃に

読まれていることが認められ

た。

　翼に「新聞を始めて見みたり読みだしたのはどこですか」についての答え

をみると、次表のごとくである。

　　　　　　　新聞を始めて見たり読みだしたのはどこですか

　　　　　　　　　　　　　（番項回答総数をそれぞれ100としてみた％）

＼　地域鴉i　東　京
　ベ　　　　　　　　ミ

項＼蟹．示学巾面懸
　目＼＼i．虜…女勢…f一…
　　　　き｝

漫卿28・528・822・928・8
　　　　　18，5　20．7　14．5　！5、2　　　莫1　写

　運　　　 重ij　；！4．0　　フ．7　ユ．2．3　　4．6

　広告「11．GIO．46．17，1
　三1二　／bH（．1｛罎　　l　lO．　O　l3．1　　4．5　　8．1

　；雛二会欝己事　．　2．G　2。フ　5，6　6．8

　外露｝言己導響　．　2．∈3　G，4　　2，2　　3．O

　tslt　　言党　：　0，6　1．4　0．6　0．6

神　　崎　　　　　　八　　街

学　中　学　　小　学　中　学

　　　　　　　　　　　　　’i男女男≠『1．男一奪．男女

　　　　　　　　　　　　　，　44．1　64．S　3！．6　33．81　69．3　62．8　42．0　42．2i

　　　　　　　　　　　　　　l4．7　17．3　！8．4　2tl．7　’1　8．0　17．0　li　6．0　12．9　1，

　　　　　　　　　　　　　　99・　nl’9？：’9一　n9’1　i’　9’Ml　：iZ’9　？・’f　i’

　　　　　　　　　　　　　　1：野口3鷺呈讐：1；：：1：ii

　　　　　　　　　　　　　　l．4　O．9　2．2　3．9」　3．4　！．10　6．21
i，　lil．II．，ge，一i”n’A”u”il－ll．111・iglg　21／L　Zlg　il：i　li12　，9，　一ib6　：・61　g－i　！．，　1・O　i，121－

　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　I

　これによっても圧倒的に漫画から新聞を見だすことが認められ、記事項1ヨ

にはあげられてはいないが、写真がこれに次ぎ、運動または広告、子供欄、

社会記事の願であることがみとめられた。

　」）／　．Eの事から、新躍を充分に内容的に理！辱する国語能ヵの素地がた＝い揚合
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は、新聞で、人麟を引く新聞紙面を地と一’1’“ると、その図柄になるもの即ち漫

画、写真、広告が子供の嗣にはっきりと捕促され、然る後子供の生活に慮接

的な関聯のある運動とか家の中または学校その他で話題になる祉会記事、子

供向けの子供欄が襯をつけられる対象になるようである。

　この傾向は性、地域の娼何を問わずみとめられるが、漫画からどの記事に

向って行くかは性、地域、家庭の状況により異るのであって、同じ4．年でも

文化的圧力の高い東京では二三の段階を脱しているのに、二化的五｝三三の低い

．八街などはまだその段階に！しっているということも、こ一kにみられるようで

ある。

　したがって性別でも、運動記事などは各地域を通じ男は女より盗接的なも

のとして読んではいるが、女はさほどでもないという著しい差を示している

し、同じ4年でも子供の行動は家に招来する（色汝¢）手伝をさせられる等）

状況め低度な地域程そのよみカが高度となつ，ていることが見受けられた。

　3新聞を読み始めたわけ

　では、どんなふうにして新闘を読みだしたかが問題となってくる。

　漫画を読みだす（見だSin）場合にしても、自分から進んで漫画本や絵本の

延長として新聞の漫藺を大人の見ている新聞に晃1士1す場合と、大人から漫西

を家庭教育の一・端として読んで闘かせて貰づことから新聞を読み出一戸揚合と

があるわけであり、更に学校で先生から新聞の社会的機能を説明されて訳も

わからず、ともかく読み始める場・合もある。

　どんな読み始めをしているかについてみると、次表のごとくである。

　これよりして、新轡1への接近はともかく毎縁自分の家に新1垂｝1が配達される

とか、1新淘が子供にとって容易に物理的に接近できる状態にある揚合はs大

した抵抗もなく子供に受け入れられる、即ち子供が自発的に：砦騨｝1を漫醐を通

じてよむようになることが、各地域を通じてF自分から進んで」が67％以

上になっていることからみとめられ、「旗人のすすめ」が次に大きな要因と
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ド　一t．　．　‘園．瑠域　「　口　凍　　　　京　　　　1　　　御　　　崎
1’／／i’ii／1‘／／’11i’e’．v，，’L’／／il’｝’””li”［ll：’　’，6，iS”s8，”　‘L［msr，’，iE　］1／　’st’，si’　，g17’　’　’s．［1’：　k6ii　gg：”i

il：慧懇引野∴：：1：：鵬繋留：：l
FI’1・Apmrm6’”／il－i．“’　．i，　5　ll，’　lll　，i｝　’lii　b”　ill　1．，　i’一　1．，　ile

L響答者数　擬5‘5151轡’4ア47454‘4∵

　　　　　　　繊i　八　街　　（略灘鞭そ
iよみだす　　　　　　　学年　i小4　5　6　中1　2　3　　　れそれ100％とす
…方向性

一分か腱んで．…66・7　54．0　g2．2　91．1　9・…go・・　る・晒入で諒

i；；讐鱗∵讐i贈1；｝li引1警懸

聡酷い55D　，・545’　・8・　ころ「’X　k）　70．）

なっていることが認められる。

　「学校の：先生」の揚合は先生個人の在り方で大分暴ってくるの循はっきり

したことは言えないようである。

　東京のような丈化的圧力の高い地域でに申学の高学年ほど仙の地域に於け

るより一屠その他の1方向から新嘗を読むようになることも注意してよいこと

である。

　そこで、ではどんな動機で読むようになるかが問題となる。自分から読み

始める揚合にも、いろいろの動機があるわけである。読みはじめた方向性と

その動機は次表のごとくである。

　大人の揚合なぜ新聞を読むかとき’かれると、大概の人は世の中の新来事を

知るためという一般的社会関心が高率を示すものである。
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鳳

新聞を読み始めたわけ
　　　　（　）内は同容者総数：を100としてみたた％

　　学　　年　　鋼　　　4年

　　　　　　総　　数　150　入　　数　　　　　　匡正玉答者数　　　韮28

1聡から語群轍念（ll，）

　　　　　　　　　　　5r）　　　　　B一・般的証昧　　　　　　　　　　（一’3．S＞

　　　　　　　　　　　14　　　　　C特殊的関心　　　　　　　　　　GS．9｝

　　　　　　　　　　　20
　　　　　Drc　の他　　　　　　　　　　（lrD．6）

2父、母、家のA一期騰ひ　4
　　　　　　　　　　　（3．1）　人に進めら
　れて　　　　　　　　5
　　　　　B響殊的開心　（3．9）

　　　　　　　　　　　17
　　　　　Cその他（13，3）

3嶺能進めA一・的・・（018｝

　　　　　　　　　　　i
　　　　　B特殊酌関心　　（e，8）

　　　　　　　　　　　2
　　　　　cそのイ也IL6）

4そのほか　A一般的関心　O

記入なし

B特殊脚韻9・

Ce　の他
G
G2め
∠

5年　6年
15D　148
145　146

　8　34
〈5．5）　C23．e）

？5　69
（5｝．ア〉　　　（47◆3｝

i5　］3
（le．3＞　｛8．9）

17　］e
（H．7）　C6．8）

　4　　4
｛2．8）　（2．7｝

　6　　4
（1．1）　’　（2．7＞

IS　ID
（le，3）　CG．8｝

　3　　1
C2．1）　CO．7）

　o　　臼

　6　・1
〈4．1｝　〈g．7｝
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2
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　　　　　141
　　　　　137

　　　　　34
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　　　　　r．1
　　　　　（麟．5｝

　　　　　ll
　　　　　｛g．e）

　　　　　rzO
　　　　　（ll．6）

　　　　　　1
　　　　　（O．7）

　　　　　　3
　　　　　｛1．5）

　　　　　　s
　　　　　（2．2｝

　　　　　　0
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．
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レ（LO｝（1．2）i
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ド（a・7｝（9・2）i

■・｝
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L20　rz”」i
　、　．一　『　罰　刷　…　．　．　一　7　T　　、　、　、　、　　　　ヒ　．　．

　　　　　　「

　子供の揚含では、画白い漫画（鼠常性をもつ）とか、1：H来事の写真とか広

告とか一般に興味をひくからというのがなんといっても一番で、特殊的関心

がこれに次いでいる。

　これは各地域を通じ船タ6以．ヒと極めて高くな：っている。しがし学年別に

みると、特殊的関心もさりながら、一・般的；紐会関’血・からの穣1・合が高学年1こな

るにつれて上昇していることは、・子供から大人への橋渡しといういみで、興

味深い。
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　4　新聞を毎日読むか、ときどき読むか．

　これまでxどんな経路で新聞が子供に接近するかをみたが、それではどん

なふうに受取っているか受け取り方を見てみよう。

　こ．kでは新聞を全休的に毎LFi読んでいるか、とき：どぎ読んでいるか、読まな

いかについて検討してみた。

　金休的には高学年のものほど闘読署慣が高くなってきている。小学4年でぱ

毎回読むものは26％だが、同6年では36％、摘6年では48％、中学年で

は55％、嗣2年では72％と…応中学2年になれぼもう：新聞を読む受け入れ

の態i勢が成熟したと考え，られる（次表i参照）。

新　聞　閲　読　率

　　　　　（無記入は除く）

　　小学4年
挙　　　5，，

　　　　6　，t年
　　　　　　｛　　申学1年
別　　　2”

，　3，i
地東京，寂：

域紳崎綜i
澗八四弩1

性　男　i
瑚　　女

毎・円よむ

・嘱65．9’　1

　　　　

iill圏
72．326．・1

7・。3128．31
　　　　　　　　　　　ミ

32．O’ Psao”
　　　ル　　　　　　　　　ミ

…i66・・i
エ8・O 奄V2・01

’55．114ユ．4；

…柳．1

同誌｝よまな・
、レよノく

3
3
　
　
3
7
G
O
O
2
6

5
。
3
0
0
L
O
。
a
Z
a
2
1

浅　各項総人数それぞれを100としてみた％

　地域別に小学4年でいつも読む

ものについてみると、東京32％、

神崎；28％、八街コ．9％となって、

読み姶める学年と同様に地域の文

化的圧力に．よる著しい相異を示し

ているが、中学：1年になると東京

55％、季串i埼5蔓％、　八ぞ封49％と一

応読みの内容はともかく、新聞閲

読習慣性は殆んど変らなくなって

くる。

　性別では、全体的にみるといつ

も読むもの男55％、：女47％とか

なりな藁がみられるが、なお東京では、小学4・年で女より，菖が！2％読む率が

高く、神崎では11）．6％、八街では21．3％男が女より商くなっており、文化

的圧力の高い地域ほど男女の差は減少している。

　なおH本新聞協会で昭和28年4月東京都第一区で実施の調査結果の新聞

閥読習慣をみると、全体的にいつも読むものの率が小学卒47．8％、高小卒



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll．1

（新申卒）76。3％、中学卒（新高卒）83．5％、高専卒以上97％となってい

るが、本調査結果の小6年47．6％、中3年70．3％と比絞すると、小学卒だ

けのものは桂会経験がその後附加されても新聞の受けとり方に全く影響を与

えないよう．であるが・申学（旧高・」・）卒となれば殆んど七会的に一度・）読み

方をしている上に社会経験の附加により読み方が上昇する余裕をもっている

ことがみとめられたことは颪白いことである。

　5一qに何分読むか（読みの速さも含む）

　新聞を子供達は山回から始まり身近な二会の出来事を自分から気楽に読ん

でゆくようであるが、全休的な新聞の受取り方の内容を深めて行くのには新

聞を読む蒔田がある程度長くなることが必要となってくる。

　だから、もし漫画だけしか見ないとしたらほんの2、3分だけで充分こと

足りるが、新聞を始めから終りまで、とばさないで理解しようとしたら大入．

だって何時間かかるかわからない。しかし大人にしても、新聞をそんなにま

でして読む六二が第1．ないのだから、上聞的余裕によって、自分の乱心記事

と、ともかく社会的接触に恥をかかない程度には政経記事などを無理しても

読んでおくということになっているようである。

　そんなわけで、社会的に広く色々の事を知らなければ困る職業の人は色々

の新聞を読んで、必要な記事を切り抜いてスクラップにしたりするわけで、

そうなると新聞を読むことが「暇つぶし」どころか大事な仕事の一部分とな

ってきているわけで、1Hの中で2時闇以上も新聞を読むことに使っている

人もある。しかし普通の人はラジオで聞いたり、人からの話だけでは忘れて

しまったり、祉会の繊来事を満遍なく知ることができないので、新聞によっ

て主に一回目知識を得て、それに自分の趣味だとかちょっと覚えておかなく

てはという特殊的なものを補う意味から、30～6〔1分位新聞を読むことで一

応；すましているわけである。

　では、子供達は一一．　Eの中で一一体何分ぐらい新聞を読む時間に使っているだ
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ろう。

　まず、学年別にみると、次表のごとく、高学年ほど新聞をよむ時間は増大

している。

　すなわち、累積率で1e分未満をみると、小学4年55％、岡6年53％、晦

6年24タ6、中学ユ年28％、同2年20タ6、匿i3年19タ6となっている。

潭誓∴1玉入∴㌧奪葦1瀦轡塑黛
疇齢）・！i一　；．・±・二塑顕3照・391τ1弾畔で．．応咽定を示し、中

新＿聞を読む時間（累積曲線）

　％
100

　90

　8’0
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　60

　soe・
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学3年で大体大人の読み方に近くなっていることが窺われる。

　地域別では、次表のごとくである。二三を読む時閥5分未満をみると、東

新聞を読む時間 （地域瑚）

　　　　東京　神崎　入街　全体
～5分’ll．4％ユ22％19．2％14．1％

1・一一！0　］．9．6　13．9　22．8　18．7
i　．v2e　　　　2k．9　　　28．8　　　ユ9。4　　　23．4
1i　Nb’6

　　　　　　　　　　　2S．　1　　　　31．　6　　　　　　　　29．　9　　　　　　　　　　　　　　　29．　O
I’．vg6・　，，［2　ikl，　E，1，　1515

、60」1品目｝上　　三L3　　　1．8　　　ユ．l　　　l。5

｝計（xoe％）　aoo％2≦）1名　　　274名）（轟）832名

i平均時間24．2分21．5分24．　0分

：京11％、神崎12％、八街19％と

なっており、また30分以上をみ

ると東京！6タ6、神崎1tt）％、八街

ユ3％と、地域の丈化的圧力の高い

ほどよまれ方も概して長くな：って

いることが見受けられる。

　性別では下表のごとくで、全体

露勺にはやはり男の方が＝女よりもや

や旧くなっていることは平均時間でも、30分以上読むものの率でもみとめ

られよう。

　　　平均時聞（分）　，　　　　　　　読　　む　　時　　聞
　　　　　　　　5分乗泌　　　憩分殊溝　　20分未携　　30分衆満　　60分兼満　　60分以上
　　男　　　23．4分　　　　14．9　　　　20，6　　　　20．4　　　　27．7　　’　　14．3　　　　　2．i

　　女　　　23．0分　　　　13．3　　　　16．9　　　　26．6　　　　30．2　　　　12．3　　　　　0。7

　　　　　　　　　（男女総州をre　ivぞ札100としてみfe％）

　そこで次に新聞を読む蒔閥と新聞を読む深さとの関聯を八街を例にとって

群細に検討してみよう。

　まず、読む時闇が長ければそれに比例して一応あれこれと新聞の記事を多

く読むようになるわけで、新聞距離点数（1王A「親隻錘への接近の測定」で詳灘

述）によって表わされる新聞の読み方や読みの深さの度合が高度となつでくtt

るわけである。

　その結果をみると次表のごとくで、各学年について以上の在り方が明らか

に認められ、全体的に6分未満では新聞距離3．3、10分未満4ユ、20分未満

4．6、30分未満6．0、60分未満7．3、60分以上エ2．0となっていることから、

少くとも小学4年から申学3年までの社会酌適応の準備段階の時期では読む

時闇の長いほど新聞を深く読んでいることがみとめられる。　　’
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款聞を読む時閣と読み方（八街）

　　　　　　　　（養殖距離点数）

　学年　小学4　5
時聞
　～5分　1．61，8
　．vlO，，　2．1　3．　l

　N20　n　2．3　3．7
　．一v30　n　3．　i　5．0

　．w60　n　s．　o　6．　s

i・・分以上一一

　　　　　　　　　　く
6申学12　3軍剃

　　　　　　　　　慮
2．5　4．3　4．8　5．2　3．3

3．7　塵．6　5．0　6．0　4．1

3．8　5．2　S．8　7．4　4．6

5．3　7．1　フ．3　8，2　6．0

7．2　フ．4　7。5　9．7　7．3

一　　　一　　9、OI5．0　12．0

ていることである。

　次にみとめられることは、

この表にみられるように、

閲読習慣：がっくに従って読

みのスピ酬ド（読書速度）

が速くなることである。岡

じ門門でも高学年になれば

なるほど読み方が深くなつ

　すなわち、5分未満についてみても、小学4年で新聞距離1．6、同6年1．8、

同6年2．5、中学ユ年生3、周2年4．8、局3年5．2となっており、この傾向

は．その他の時間についても同様にみとめられる。

　6　新聞を読む場所

　新聞は新しいニュースを載せて各家庭に毎日配布されるものだが、駅街頭

での立売も全休の三割近くはある5それで、夕方の電車を見渡すと、大半の

入・をがタ刊を手にしているのが見受けられる。

　新聞はどこで読まれるかというと、大人には主に家庭で読まれるわけだがs

職業によっては勤務：先で読んだり、通勤途次で読んだりすることが主になる

ということもある。

　では、子供達ではどうだろう。

　次表のごとく、大入と違って生活環境がまだ家庭に局限されているためか、

圧倒的に（地域の如何を問わず96％の者が）家庭で新聞を読んでいる。

　この傾向は学年別にみても、性別にみても同様であるが、たss東京のよう

に文化的圧力の高い所では蒙庭の丈化度が高いためもあって、その他の揚所

で新聞を読む必要が割に少いのに、神癒、八街などの二化的圧力の比較的低

い所では学校が家庭での丈化慶を補う意味もあってか、学校で新聞を読む割

合が高くなっている。すなわち全体的に学校で新聞を読む割合が東京1．3％、



き

地　域　YJ　lj

’1’fk　　別

轍平綴
珪i分の蜜
2電　　　車

2挙　　　按

4駅
5そ　の　他

　記入なし

」．47（S8．7）　152（100．0｝　i2’7（96．2）　．lxlO（98．6）　i32（95．7）　129（98．5）

新聞を読む場所

　東　　　京

　男　　　　：女

ユ51　　　　156

　149　152

0　（O）　1　（O．　7）

3　（2．　0）　1　（O．　7）

！　（O．　6）　1　（O．　7）

2（L5）　2（1．3）

2　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　　エtt

（　）内は回答者数を100としてみた％

　神　　　崎　　　　　八　　　衙

　男　　　：女　　　男　　　：女

　M4　14P．　1．48　143
　132　142　138　131

0　（O）　i　（O．　7）　1　（O．　7）　Z　（O．　8）

U　（8．　5）　！4　（9．　0）　1．6（ll．　6）　9　（6．　9＞

o（o）　e（o）　o（e）　o（o）
2　（1．　3）　2　（1．　4）　5　（5．　6）　1　（O．　8＞

12　6　8　i2
神崎9．1％、八街9．3％となっていることは控目してよいことである。

　7　どんな新聞を読んでいるか

　まず全休として、地域別にどんな新聞を家でとっているかをみると、再次表

のごとくでx三全国紙（朝購。毎日・詫一二）が各地域を通じ5三余を占めて

いる。

　東京では夕刊としての東京新山、経済紙をはじめとし各種類の新聞ヵ‘広く

家庭でとられているのに対し、千粟では東京新聞の代りに地元紙（千葉新聞

小地方紙）が大休岡じ割合（1ρ％）でとられ、農業紙がこれに次ぎ、経済紙

その他となっている。

　これを一・弓庭当り新聞回数でみると、東京一1、．　P6》神崎1．61、八籍1，72と

なっている。

　さて、子供達はどんな新聞を読んでいるかをみると、次表のごとくである。

まず、第一番爾に籔でとっている新聞に撲するが、これへの接近が容易でな

い揚会ぱ猿でとる新聞の謝合と子供が読む新聞の割合とが裾異してくるわけ

である。

　そこで子供の読む新聞の比率を暴準として、蒙でとる新聞との比較を十ま

たは一で表わせば、十は子供にとってより接近しやすい事を、一はその逆を

意味すると一一一一一応巨視的に考えられよう。この差を便嘗的に接近差率と呼ぶ。

を



蔭

ま6

新、．聞　名

1朝　　　H
2毎　　　Y．1

3読　　　売

4産業経済
5El本経済
6報　　　知

7時事新報
8　日：本タイムス

9新　夕　刊
ユ0サy写真
ユ1東京βH
12東京タイムス

13英文一毎日
エ4　臼刊スポーツ

ユ5東　　　京
ユ6千　　　漿

17農　　　村
ユ8農　　　業

19そ　の　他
．20無　贈　入
：21　取っていない

　合　　　計
　一家庭当部数

どんな聴聞・を読んでいるか
　　　　　　（　）内は各地域総員を100としてみた％

：東）｝（

98　（15．6｝　］12　〈23．1）

］g3（］6．5＞　86（IZ6）

］29　（20．5）　］02　〈21．1）

S4　｛g．5）　12　（2．4）

26　｛4．］｝　SO　〈6．1）

3　（D．5）　］　｛02＞

21　ag＞・　r．　｛e．6｝

2　〈O．3）　4・　｛e．8｝

S　CL］〉　O　｛O）

1？　〈L8）　3　〈e．5）

13　〈2’A｝　4／　｛O．8｝

2・］　（3．4）　3　CO．6＞

3　〈O．5＞　］　〈O．2｝

3s　（rx　3｝　qo．g）

．27　〈13．8＞　6　（1．2｝

o　（e）　ls　｛s．6）

e　〈D）　rt2　｛4．4）

S　｛O）　H　｛23）

13　（2．］〉　62　〈IPz．6）

4　｛g．6＞　rJ　〈］．o）

2　i，C．3）　g　（L6）

631〈lso．o）　4％veo．e＞

1．96　1．6i

家でとる新聞
神崎　八街

2・5　｛4．7｝

］67　（3Z　4）

84　C16．3｝

Si　C6．0｝

FzO　C3．8｝

2　（S．4｝

；，　（e，6）

1　｛o．］）

4　｛O．8＞

ア（！3｝

奴D．8）

1　〈B．D

：｛　〈e．6）

6　〈1．2）

3　｛G．6）

48　｛g．ri）

o　ce）

9　C］．7｝

95（16．哩）

8　CI．5｝

g　cLs｝

529｛10e．e）

1．72

子供が読む新聞

：東京　神崎
89（16．6＞　118（27．6）

93　（IZ　4）　g9　｛“2D．　8）

］27　（t3．6）　107　〈24P）

42　｛7．e）　7　　〈L6）

IO　〈1．9）　16　（3．7）

5　（O．9）　’　）　｛O．2）

］］　c2．1＞　1　cg．2）

2　（o．e　o　ce）

2　co．lj｝　s　｛e）

ll　（2．1）　3　｛e．7）

6　｛m）　o　〈e）

24　｛，L　5）　2　〈0　5）

3　（O．6｝　O　（D）

S2　〈6．0）　7　Cl．6）

54C］O．1）　5　〈1．2＞

O　｛C）　2・D　C4．，6）

O　Ce）　14　｛3．2）

g　〈o）　s　｛i．2）

IO　（1．9）　2・3　〈5．4）

14　C7．6）　O　（O）

a　cs）　］1　es｝

s3scloe．s）　，t2gc］oo．e）
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5

　金体的に読売、毎臥朝日の三全国紙、東京タイムス、サン写真、N刊ス

ポーツ等は各地域を通じ接近差率が十となっている。

　これはなんといっても子供の関心をより生起しやすい詑事：が多いとか、又

は理解しやすい記事があるとか何かしら子供に接近しやすい要物を持ってい

ると老えられよう。

　なお、これを東京について学年別に各：新闘を検討すると、全体的と全く同

様な傾向が次表のごとく明らかにみられ、小学4年の接近差率ぱ読売が最も



1絹

2毎

3i蟻1

4鷹：業耀演

5齋　瓦経濟

6報　　　　知

7H醗事射報

8日本タイムス

9漸　　イダ　　刊

三〇サン写錐

11東京　臼　目

12単二タイムス

王3英女：・掘　1：i

14賦刊ス’きミーツ

玉5東　　　　〉試

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

　　　　　　どんな新閣を読んでいるか
学（東㌔、）別　｛羅轡型響聞轡。膿雌率

　　／1・　学　　　　　　　　　　．　　　　　　　　中　学

　　　45612．3総合鐸’｛…壼罐N　：gigr．一zi）　1；’lg（＋2．4）　le：6S（“．g）　，8［g（一！－o．6）　lt’IS’（ro．s）　：glg（一z2）　（一〇．2）

iii　lgl　2c＋i．　2）　i？：　g（　一f一　4．　s）　1：1　g（＋　i．　2）　igl　g（　一4，　g）　lgl　tl（＋o，　3）　；：1　g（＋z　2＞　（一i－4．　3）

@t－i　236J　g（＋6．　3）　；ZJ　，9（g一　3J　g）　3；：　i（　一i一　2．　g）　1，3S（÷4．　6）　II：　．9（一s．　o）　，22，1　，2（÷e．　2）　（fpt　4．　g＞

　　　1：9（＋4・・）1：1（一3・8）1：§（＋f，・）’夢：1（一・・5｝1：§（一t．り1：1（＋1・5）（一7．6）

　　　1：1（一2・8）1：1（一・・8）ζ：1（一・，5）1：1（一・・了）1：1（一・・6）1：1（一…）←1・．8＞

　　　g　（o）　2．，（一t2）　；Jg（一i－o，i）　’，O　〈e）　：　（o）　1：g（一｝一e．s）　（一〇，2）

　　　g　（O）　’　g　（e）　i［　S（一〇．　4）　gl　，6（一2，　2）　，gl　g（一3．　8）　？1　g（　一・一i．　5X－7．　7＞

　　　fj　（o）　lil　（o＞　li；　（o）　g　（o）　［i　（o＞　g　（o）　（e）

　　　8　（o）　6L9（vtg）　＆，O（一L3）　g・9（一e．g）　g15’（一〇．6）　g　（o）　（一4．b

　　　ll　g（一i－g．2）　gl　fi（一i－o，6）　gS（一Fe，　s）　g’9（一〇．　g）　g’S（一a，s）　1，1　i，e－o．　g）　＋o．　s＞

　　　g・　i（一t　1）　11　3i〈　．F　1，　2）　33　・．　g（一e．　2）　e・　8（．1．　s）　6・　9（一1．　g）　Z・　6｛一2．　ff）　（一　6．　4）

　　　iz］，（一yi．s）　‘d．g〈一t－2，s）　21i，（一t－o．G）　E16，（＋i，i）　i：？1（一g，s）　3，lg（一｝一2．4）　（一＋一7，4＞

　　　g・　i（一t．　1）　？．　i，（一｝．　1．　1）　bl　g（　一D．　7）　O，　（e＞　g，　，（＋O．　9）　g　（O）　（“　9，　2）

　　　一““，IZ（一〇．g）　Elg（一｝一i．g）　glg（一〇，6）　，215，（＋7．3）　210，〈一i．2）　kl｝（一i－2．s　（一lug．o）

　　　K．（　de　i，　g）　2，9，1　6，F”．　s）　lll　？（ho．　s）　lgl　v（　一1一　i，　4）　igl　？（一s．　6）　lel　S（　一一．　i，　4）　（一z　s）

高く十（1・3、産経一掃．3、東京タイムス十1・5、毎曝十コ・・曾・の順であるが、6、年

になると読売＋2、9、朝口＋1．9、一口＋コ．．2、産経÷1．（k東京タdムス

＋0．6と変化しているのは要するに身心の発達に伴い新聞を読む態度が変化

するた：めと考えられる。

　同様グ）ことが日刊スポーツなど特殊的なのにもみられ、小学4年一〇．9、

同55年，Lg、同6年一〇．6s中了年十7．3となっている。

　なお、性別に接近叢率をみると、男はスポーツ紙に十2．3であるのに、女は

一〇．｛1と可成りの叢を示しているが、読売に対しては男一ト3．4、女十4．0と

大休岡じ度舎を示し、この傾向はその他の全圏紙、東タイ等にみられ、一の

揚合も縁本経済には男一2．5、女一1．9之なって時事新報、東京日田、東京



IS

新聞でも己様な一の傾向を示しているe

　また面白いことは、東京と神崎どについて三全国紙についての小学4、年か

ら中学3年までの接近差率合計をみると次表のごとくで、地域の文化的圧力

　　地域東京　神崎：’の高い東京ではいずれの新聞についてみても、文
新聞　　　　　　　　　：
朝H－Y4・6＋40・0．伽臓ブ」の低い腰瓦より接近差率合計が低くな。

　毎　 属　　十9．9　十20．8’．

　読売十19．3十3e．0　ていることは文化的圧力の高い地域では新聞以外

のマス。コミュニケーションの媒体がそうでない地城より一・層高度に利用で

きるのに、丈化的圧力の低い地域でぱ印刷材として新聞以外に容易に利用で

きるものがあまりなく、せいぜい学校のものを利用するぐらいという実状に

よるのではないだろうか。また東京、神崎を通じて、読売が極めて高いこと

は新聞購入決定者である家の入と子供とが読売に対しての接近が逆の関係に

ある、即ち大人はや瓦一の方向に、子供は十の方向にある一という事実によ．

るものではないかと考えられる。

　　　　　　　　　　　B　記事をどう読むか、

　屡写　　　稟　　　　　　　　　’

　漫画についで写真が子供を新聞へ接近させる大きな要因であることは、す

でに新聞をみたりよみ出したりする動機の調査に於て、漫1颪に次いで写糞が

高率を示していることから明らかである。大人が疲労しているとき字の…ぱ

い羅列してある三道の；新聞よりも写真の一・ばいのっかっている新聞をとりあ

《ずたくなることからもこのことのは窺われる。

　a．新聞の写真を全都みるか

　新聞には政治嬢の写真を始め、事件の写真、風景の写輿等が色7〈とのせら

れているが、子供達はどの程慶みるだろうか。

　その結果は次表の如くでNともかく7調のものがのせてある写真の半分以

上をみており、学年別には高学年1まど写真を記事なの関速においてみてい



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

る。各学年の回答者を］．00％とした場合、東京では小学4年48％、圃5年

．61．％、同64F84％のものが全部写∫箋を一一進度みると答え，ていることがこれ

を裏づけている。

　　新聞の写麗を全部読みますか　（　）内は回答総数を100としてみた％

　　　　　　　東京小東最中　神崎小神［崎巾　八衝小　八街巾

　性　瑚男女二女、男女男女男女男女　ノ＼　　　　　　　数　　　　　S12　　　　8韮　　　　77　　　　75　　　　　77　　　　6S　　　　　63　　　　？§　　　　71　　　　？2　　　　71　　　　信8

　　　　　　　37　39　47　43　24　］6　29　55　22　ll　33　391全　　　部　　　　　　　（51．4）　（d8．P　〈61．g＞　｛57．3｝　C31，2）　（23．5）　｛16，e）　G4．3）　（29．7｝　（15．3＞　（45．5）　｛55．9｝

2・・SI：分位幽1翫、轟）曲1幽、撫言lll＞｛、1亀）幽（3薇，£1）繭

　　　　　　　　4　5　6　g　16　21　9　14　2・6　28・　ll　83少　　　し　　　　　　　｛5，6｝　｛S．2｝　〈7．8］　〈10．7｝　（2e．8｝　（3e．9）　（Id．3）　（17．7）　（n．1）　｛38．9）　｛i5．5｝　｛Il．8＞

4少しもみな　　e　】　1　0　0　0　0　0　2　4　0　G
　b　（1．2｝　（1．3）　｛2．7）　（5．6＞
5詑入なし　　］9　％　η　｝2　6　1　5　4　6　2　11　8

　推別には、東京、神崎を通じ男グ）方が写燕を全部みる度合が次表のごとく

高くなっている◎

　　　東、（神崎…噺陶写期どん撚じ酋えたか

，自画灘鷺幽（1）騨つ纈はどん騰論
、女68．368．・624，346．　・　11（2）つまらな”願はどんなものですか・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（でしたか。）

　注　（無記人を除く、園賢者総　　（3）いやな感じの写其はどんなものですか。
　　．数を夫kiOO％とする）　　　　　　　　　　　　　　　　について　　　　　　　（でしたか。）　．

　；新聞の写真が記纂についてと同様倫理化が云・々されている現況よりして、

心あたたまる感じを与えるものと新聞本来の報道的なものとがどの程度にの

せられるべきかは新聞紙爾作成ラ麹ことっても、また読者にとっても大きな問

題である。

　新聞の写真をまず人物、風物、IW，来事、運動、その他に：汽大別して比較検

討してみる（21～2ff”／tEσ）表参照）。

　また写真をみる受取り手にとって、簡凹い（よい）もの（以下A）は積極

的な愉快感（十）を与えるものであり、つまらないもの（以下B）は申性感
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（の感を与えるものであり、いやなもの（以下C）は積極的な不愉快感

（L）感を与えるものと考えられよう。

　全体的には、なんといっても子供達には出来事が協％の十感をその櫨のも

のより高度に与えてはいるが、同時に一感84％を与えている。これは更にC

2表でみると、きらわれた最大の原因が殺人現揚などの入工的事件にあるこ

とが明らかとなってくる。

　次に＋感の高いのは1表のごとく運動で43％を占め、一感は1．4％にすぎ

ない。これはA2表に見るごとく男には十62％だが、女には十23％と性

別に著しい差を示してはいるものの、ともかくだれにも受け入れられる写真

の一一一・一つであろう。

　十感第三番目は風物で十23％を示し、一感は蔓％にすぎない。地域別で

もコ表の如くで東京の十四は少しくその他の地域より低く、性別では女帯

33％に対し男十13％と著しい叢を示し、学年別でも2表の如く小学4年十

15％、同5年十23％、同6年十24％、申i学2年十31％と高学年ほど1郵1高

の傾向を示している点から、新聞以外に風物の写真をみる余裕のある人達は

概して少い以上、新聞の風物写真は心あたたまる感じを子供にもう与えてい

るものと考えらナしる。

　最後は入物で全体的に十10％を示してはいるが、（1感49％、一20％を示

しでいるのはどうしたことだろう。

　この傾向はC2表でわかるように、エ．ロ的なものに対する嫌悪感と同時に

入物に対する中等感から生附するようである。

　しかしB2表にみられる如く、高学年ほど0感が減少するようで、0感は

小学4年54．　％、中学ゴ年49％、同2年33％、同3年瓢％となっているの

は、人物を新聞の記纂との関連においてみるようになるからではないかと考

えられる。

　なお出来薯の中の社会的威光とぱ社会的戯来事が自分に何等がの権威嫉を
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感ぜしめる一廓彰式とか権威ある会奔とかのようなものを一意味する。

2社会記事
　漫画から始まって、小学4年でも社会記事を5禦はともかくよんでいる

が、てはその中でどんなものが面白く、どんなものがよんでいやな感じを受：

け、どんなものがよんでためになったと子供達は思うのだろうか。

　（1）面白いと思うのはやはり興味的なものであり、（2）ためになったと思

うのは学習的なものであり、（3）いやな気持（感じ）というのは嫌悪貸倒的

なものであるとすれば、次表のごとき全休的状態がみられる。

　　　　　　（1）興味的　1（2）面的　｛（3壌讐糟

　　　　　輩灘講驚罪婁麟舗鷺醗語部認識

　　　　　　1234痘123人i123。
牟一一一能．醗讐3胆騨聖：1騨2・2飛37陣蝉干71815r
牲別男60・93・828・527・8　2631　46・5　17・k　50・3ユ8フフ7・O　38・2　！7・S3e9

　　　：女38・83・447・831・3268i57・2　12・4　45・225073・2　50・1　！7・6　349

嚇∫氣廊葺翫滋遅脈天芝薦疎謡・1a8237
　　　宇寧出奇＝4ユ．5　4．942．733．5164i53．7］．6．328．5132｝73．553．316，7227

　　　醜墨黒望細塵：覧±・・興些・・・…52・・五聖
拳霜小4　・8・69．3・2S・9・…854　1　S5・・2・・55・・49　i　76・・29，・・フ・・…

　　　　s　49．3　4．0　36．e　22．7　7S　1，　40．0　一IL　7　58，3　60178．4　44．3　18．2　88

　　　　6　78．9　3．S　26．1　16．7　U4　i　G8．6　8．6　3B．2　1051　77．4　Sl．8　19．7　！37

　　　1　［．；　・39。804フ．032．698｛47．9・き1347．97・i75．245．0・3．7・・09

　　　　2an　S3．0　6．0　32．0　42．0　IOO　ii　63．4　16．4　42．5　73170．9　52．1　22．2　iW

　　　　3　38．9’　2．1　67．8　21．1　90143．0　26．6　54．4　79　ii　73．3　46．0　IS．2　105

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昏項四手総数を100としてみた％）・

　この調査では、面白いと思うものはどんなものですかの問に対して、こん

な事というふうに嘲答：させたのを整理したので、本来は具体的な色・々の種類

の記事について同一条件にして実験しなければほんとうの実態は把握できな

いわけで、それは今後の閥題として残されている。

　さて（1）興味的なもの（面白いもの）、では、全体的にみると、なんといっ
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ても犯罪関係が第1で50％、次に社会事件の報道38％となっており、事故：

の報道は4％にすぎない。これは子供が野戦的だというわけでもないのに戦

争ごっこが好きだということと同様である。もちろん男では犯罪等に興味を

持つもの61％だが、女では39％と著しく異って、女はその代りに社会的事

件の報道を48％（男29％）とより好んでいる。地域的には犯罪を颪白いと

する割合は東京の方が62％と、その他の地域（神崎42％、八街51％）より、

かなり高いのは都会の入が何かしら刺戟を求めているということの・一一・・つの現

われとも思わ噛しる。

　た冠注霞すべきことは、学年別にみて、社会的纂件の四這を面白いとする

率が小学4年26％、中学1年47％、陶3年68％と高学年ほどま二昇を示して

いることである。

　第二に学習的なもの（ためになる）では、全体的に美談的なもの53％が、最：

も高く、第黒は学習その懲こ孝受に立つ教育的なものM，　％とな。てい6。

　性別にみて、美談的なものをためになるとする割合は男が47％で女（57

％）より低いが、教育的なものでは男の方が17％で女（12％）より、高く

なっている。

　地域別では東京の子供が教育的なものを学習的なものとする割合は19％

とその他の地域（神崎16％、八御18％）よりやX高く、美談的なものは48

％と全体∫洋均（52％）　より｛氏度となっている。

　学年別では、美談的なものをためになるとする割合ほ殆んど変化をみな

いが、教育的なものをためになるとする割合は高学年ほど上昇し、小学4年

2％、1司6年9％、中学ユ年18％、陶3イF27％となっている。

　第三に嫌悪麟霧的なものでは、ざんこくなもの、恐ろしいものをいや£とす

る割合が75％で最：も高く、次が不群群なもの45％の順となっている。

この傾向は性別、地方別、学年別にも同様に見受るナられ、不遊徳なものをい

やだとする割合は女は5〔｝％と男（38％）より高く、地域別では東京（39％）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．7

より神崎（r），D．，％）、八街（41％）の方の割合が商くなっている。

学年別では概して高学年ほど高く、小学4年29％、同5年鍛％、中学1年

45％、同2年52％となっている。

　3　広　　　　告

　子供運には、広告が新聞の：文字の中に浮き下している図柄であるので、漫

爾、写真についで子供の嗣をひいていることが、どこから新聞をよみ始める

かでみとめられたが、更にそれが注意してよまれのはいつからであろうか。

　東京の男についてみると、広告をいつもきをつけてみている割合は小学4

年12．4％、陶5年28％、岡6年鉱9％、中学望傘44．4％、同2年46．4％、

樋3年47．8％と高学年ほど高くなっていて、たまにみるのも入れると小学6

年で9割がともかくもみていることになっている。

　では、どんな広告をみるかというと、次牽のごとくで、第1に映醐が注閤

され次に書籍、菓子の順となっているが、デパー1・の広告もこれについでみ

られている。

　この傾向は一応性別、地方別にも1司様に見受けられるがs東京でぱ他地域

よりも全般的に広く広告がみられるその中で、デパー1・の広告が特に率が高

く、それも小学より中学、男より女とその割合が高くなっているのは直接デ

パートを利用する率をそのまX風映するものとして纐白い。更に書籍の揚合

はその逆で、神崎、八街の方が小学校では東京よりも高くなっている。ここら

に都会と田々との生活のちがい、関心の対象のちがいが禺ているようである。

庫た女の方が地域、学年の三審何を問わず努よりかなり化粧轟広告をみる度

合が高くなっていることはまさに著しい現象である。

　4運動記事
　どの新聞でも必ずといってよいほど運動記事がかなりのスペースをとって

いる。運動の写真は子供にも大入にも親しみ深いこどは前述した通りである

が、それならどんなふうに運動記事を読むだろう。
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　全体でぱ、気をつけてよく読むもの20％、ちょっとみるもの53．5％、あ

まりみないもの25．4％となっており、男ぱ34。6％が、気をつけてよむのに、

女は6．5％にすぎないのは何といっても運動に対する接近度の違いによるも

のナ三と言えよう。

　では、学年別ではどうかを東京についてみると、寸衷のごとくで、運動能

力の学年的発達につれ上昇の四点向を示しており、これは神崎、八街でも岡様

であるが、たど面白いことは東京より気をつけて読む度合がどの学年でも高

度なことで、小学4年についてみると東京12，5％s神崎28．9％、八街15．4

％となっている。これは運動（たとえば野球）を実際見る機会に比較的恵ま

れていないための代償とも：考えられよう。

　　　　　　新聞にぱ運動配纂がありますが注意して読みますか

　　　　　　　　　　　　　（　）内は歯答者数をそれぞれ100としてみた％

　地　　域　　甥　　　　　　　　　　　：東　　　　　　　　　東

　学　　　　年　　4　年　　5　年　　6　年　　1　年　　2　年　　3　年
　　　総ノく　数　　　　50　　　　　　50　　　　　　64　　　　　　S2　　　　　　52　　　　　　48

　入数
　　　嗣答者数　　　　 32　　　　　　　48・　　　’　　54　　　　　　　50　　　　　　　51　　　　　　　47

1．気をつけてよむ4（IZ　5）　7（14．　6）鎗（18．　5）i4（28．0）14（27．5）　8（17．1）

2．志、　　　っ　　　　5　23（71，9）　　30（62．5）　　33（61．1）　　i8（36．0）　　28（54．9）　　27（i57．4）

3．あまりょまないS（15．　6）且（22．9）旦（20．4）18（36．0）　9（17．6）12（25．　5）

　記入なし18　　2　　0　　2　’ユ　　1
　そこで、どんな運動記事を読むかについてみると、次表のごとくで、全休

的には野球が最も高く58．6％1、根撲64・．3％：、水泳2！．4％、スキー、スヶ一

1・　」．6．5％、バレpaボreル1〔｝。4％、陸上競技1【｝。0％の順となっている。

　ともかく野球は傭単にどこでもやれるし、外国のチームも来訪するし、園

内リーグも盛んだしというわけで全く圧倒的である。これに次ぐものは瞬技

といわゆる細思でs次がオリンピヅクで闘民の廠をわかす水泳となっている

のは当然とはいえ興味深い。

　しかし、性別にみると次表のごとく、野球をリ378。7％が読むのに女ぱ45，8

％と著しい擢異があるが、絹撲でも男68％女48％と、結局自分がその運動
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をやるかやらないかによってちがってくるようで、水泳では男23％、女24

％と同じになっている。しかしバレ・一一ボ・一しとなると、女21％で男は4％

にすぎないことからも前のことがうなずかれる。

　地域別では、全体と同じ傾向がみられるが、東京の方が運動関心が塔くな

っている。これはやはりそれをやったり、みたりする機会が多いからであろ

う。しかし根撲となると、神鱒、八街の方がそれぞれ女でも67％、52％と

東京の女の27％より多くなっている。

　学年別には、次表のごとく、野球を例にとってみると一番よく分るが、小

　　　　どんな運動記纂を読みますか　　（学年別）
　　　　　　　　　　（　）内は阿答総：数をそれぞれ100としてみた％

　総　人　数

　回二者数
1野

2陸上競妓
3／1レーガミーノL・

・歪陀ツル

5水　　　泳
6登　　　撫

7灸∴F
8馬　　　術
9ラ　グビー

10ス　　モ　　ウ

11ピソ　ポソ
12テ　　ニ　　ス

13体　　　操
工4ボクシング

15そ　の　他

li（　22（56．4）　40（54．1）

4　年

　ISO

　59

2　（5．　1）

］．　（2．6）

3　（7．　7）

o

o

ll（28．　2）

o

l　（2．　6）

o

o

o

3（了．了）

5　年

　ISO

　74

4　（5．　4）・

0

1　（1．　4）

！9（25．　7）

o

o

6　（8．　D

o

o

s

9（12．2）　14（16．5）　15（19．2）　i8（18．4）　14（18．4）

27（69．2）　48（64．9）　54（65．5）　Sl（65．4）

6　年

　148

　85
57（67．　1）

8　（9．　4）

9（10．　6）

4　（4．　7）

2ユ（24．7）

2　（2．　4）

2　（2．　4）

8　（9．　4）

3　（5．　5）

1　（L　2）

2　（2．　4）

6（15．4）　18（24．5）　12（14．1）　IO（｛2．8）　13（15．5）　IS（19．7）

認入なし且1

6　（6．8）　ll（12．9）

76　63

1　年　　2　年　　3　年

　！49　！48　141

　78　98　76
54（69．2）　6！（62．2）　64（71．1）

9（IL5）　　11（11．2）　　15（董9．7）
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学4年δ¢％・問6年67％・中脳コ年69％・同3年71％とやはり上昇の傾向

を示している。しかし4れをもっと確めるためには運動関心棚に事例研究を
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するのでなければ本当の事がわからないわけで、こXでは最も愛好され、挙

節的な相異の少い野球を全体に考察したにすぎないのである。

　最後に新聞で読む運動を自分でやるかどうかを検討してみよう。

　還動の記事を読むものと実際にその運動をやった経験との関連をいま東京

神崎の男女について比較すると、次表のごとくなって、一応これら国民にボ

＼　　地域
　＼＼

　　ぺ種別　＼

東京i神崎
男國男｛女’

騰輸／l憾l

l難｛斗｛i
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ピュラ・一・　fs運動記事を女の人はだとえ運動

経験をもたないでも家庭や学校での話題に

なるためか、かなりの入がその運動記事を

読んでおり、男では運動記事を読む人は必

ずといってよいくらいその運動の経験をも

っていることがみとめられよう。

　各運動別に経験の慶合を示したのが次表

で、たとえば、東京で野球温温を読むもの

84．8％のうち、選手としてする16％、たSl’

やる69．0％と、合計経験者84％が読んで

おり、経験のないものは0．8％しか読んで

新聞で読む運勤を自分でやljますか
　（　）内は園餐：総数を100としてみた％
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おらず、この傾向は累累その他でも岡三にみとめられる。

　これから見ても，何等かの経験を持つことなしには関連ある記事を読まな

いもので、それが社会的にある程度の権威性をもったときにおいてその記事

が少し読まれるようになることがみとめられる。

　5　思い出す記事

　新聞を読んでしまったあとで一体どんな事を慰い出すだろうか。記億ゐ問

題としてではなくて、新聞を通じての社会的印象としてどんなものが残され

ているだろう。

　その中には、どぎつい見嵐しの記事もあるだろうし、感銘を与える：交章も

あるだろうが、ここでは、いかなる問題がということを調べてみた。

　その結果は次表のごとくで、全体的に社会記喜のも。がやはり圧倒的であ
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り、その申でも犯罪閣係が多くなっている。

　適地事件、電産炭労スFが前の表のごとく東京で甚だしく多いのは、常識

テストとして前縫ぎいたためであって、これは神崎、八街ではきかなかった

ので同地の割合が2％以下あることがら明白である。神崎、八街で常識テス

トとして秩父宮死虫の事を前日きいたため、その割合が極めて高くなってい

る（東京ではきかないので0％だが）。

　こんなわけで、「最近の新聞から思いだすことは」ときいても、どこ糞で

が果して新聞の残存効果かを知ることはむずかしい。案外先生や家人が何か

のおりに話題とした事もあるかもしれないわけで、結局は七半的な裏件に対

する社会的態度の形成過程を個別的に検討しなければほんとうの事を知るこ

とはできないであろう。

　しかし傾向的にみるに、地域的には東：京の方が神崎、八街よりも社会記事

以上の社会関心である致治的なものが問題意識にされており。学年別にみて

もこれは中学1年から漸く擾頭し、同2年％％、同3年43％を（東京では）

示すにすぎない。

　そこで、その中でどんなものbl’　tcめになったかときくと、まさか社会記事

のバラバラ事件がなにか役に立ったというわけにもゆかないので、学習に役

立っもの、美談的ものが強く浮び出している。従ってどんな点がどんなふう

　　　患いだした畢の中でとてもためになったと思うことがあったらどんな

　　　ものか書いて下さい。　（　）内は翻答総数をそれぞれ100としてみた％

　地　　　域　　　別　　　東　　京　　　　　神　　崎　　　　　八　　街

　性　　　　　　　別　　　男　　　　女　　　　男　　　　女　　　　男　　　　：女

入礪轟議1器　’ll　ll各’ll’22’21
　ア大統領に関するも　　　　　　　　　　1　（2．　8）　O　1　（5．　4）　O　3　（6．　8）　！　（2．　4）
　の
　タト　 国　 象：　磐彗　］．（2．8）　1（202）　0　　　　3（6．0）　0　　　 0

　一般政治問題2（5．6）2（4．4）1（3．4）2（4．0）0　　0
　舞之ii完，参β完関係　2（5．6）　0　　　 5（17．2）　0　　　 2（4．5）　O’

　立太子に間するもの　5Gろ．9）8（｛7．　8）2（6，9）2（4．0）3（6．8）4（9．5）
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にという実態をこXでは掴み得られなかった。

　しかし、たゴ言えることは美談的なものが強く子供の印象に残されている

ということに、薮聞の子供達への効果を示しているとみられよう。（上表参

照）

　また逆に新聞を読んで思い比すことの中で、いやな感じのしたものについ

てみると、次表のごとくで、社会記事の所でみられたように嫌悪感情を生起

せしめるざんこくな恐ろしい殺人事件、バラバラ事件を合計して回答者の6

割が訴えていること（交通事故も1割近いが）に野心すべきである。

　　　その中でとてもいやな威じがしたものがあったらどんなものか書いて
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大入にとっては、またバラバラ事件か殺人事件かにすぎないことでも子供

には深刻に残っているということである。

その結果として、子供はどんな記纂を新聞に要望するかというと、次表の

ごとくで、子供向きの記事（たとえば子供欄の拡充はもとより、物語、マンガ

等）と同時に、男では運動記事、女では美談、男女共通には学習欄である。
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3（5．5）　e　O　O　1（／8）　i（1．5）
2　（2．　4）　4　（4．　9）　i　（2．　9）　IO（13．　2）　2　（5．　6）　Ll（16．　9）

0　　　 2（2．5） 0　　　 3（3．9）　ユ（L8）　2（3．1）

9（10．　6）　2　（2．　5）　13（57．　1）　2　（2．　6）　6（IO．　7）　2　（5．　1）

1（1．　2）　2（2．5）　O　O　e　0
　　　　　　　　1　（2．9）　　工　（蓄．5）　　0　　　　　　　　0　，

22（25，9）　工7（21。0）　ユ0（28．6）　3フ（47．4）　10（1了．9）　16（24．6）

66　　　　　75　　　　　109　　　　　フ2　　　　　90　　　　　　78　・

　6　　読む言己事、　読「まなし、記事

　社会記事、運動記裏山で子供達がどのようにそれらの記事を読むようにな

り、どう読んでいるかを述べた。そこで、こXでは全体的に読まれる記事は

なぜ読まれるか、またはなぜその記事がよまれないかを検討してみよう。

a、読む記事

　子供達がなぜその記事を読むのかについてみると、全体的には（回答者総

数をユ00％として）一般的興味によるが最も高く88．3％、特殊的関心による

9．9％、学習的親近感による9．6％、二会的関連による7．6％、地域的親近

感による3．　9％sその他2ユ％となっている。

この事は子供の広義の精神構造（準拠構造）に全く依存することを示すもの

で、無理でない身心的全体的発達による興味の分化が行われると新聞はよく

よまれるようになるわけであろう。この事は性別でも、次表のごとく全く同

じ傾向を示している。

　学年別でも、全体とやはり同様な傾向を示しているが、次表のごとく学習

的親近感による割合は小学4年0．9％、同5年3．0％、同6年8．3％、中学ユ

年U．6％、同2年13．0％、同3年21．0％と高学年ほど高度になっている。

　この嘉は同じ新聞でも高学年ほどよく自分の向上のために役立てているこ

とを物語っているといえよう。

　なお、地域別でも学習的親近感による割合は東京12。1％、神崎9．8％、八
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街6．7％と：交響的圧力の高い東京ほど高度になっており、こ」でも高学：年に

ついてと同様に新聞の活用度が高いことを示しているσ

　　　　　　　なぜ記華竈読むのか（読む記事について）

　　　　　　　　　　　（　）内は測啓総数をそれぞれ100としてみた％

　　　　　　　i驚㌦6年、年，年，詩癖別女

入山鰯lig　ll；lll　lii　lll　avl　gEg　lli

1影i近感　A垣i域白勺　　2（1．7）　　1（0．8）　　3（2．3）　　4（3．3）　i2（9．2）　　8（6．5）i　l4（3．8）　」6（4．1）

　　　　　　　　］　（O．9）　4　（3．0）　ll　（8．3）　14（ll．6）　17（13．0）　26（21．0）1　33　（9，e）　4e（lg．3）　　　　B学習的

欝細管鷹瑠繍繍叢論講翻
　　　　　　　b　（e．g）　　　　　　　　　　　　　　　　　7　（5．8）　ll　（8．4）　］S（12．1＞1　26　（7．b　3i　（7．9）　　　　　　　　　　　3（2．3）　20〈15．2）4祉会的関連g　tgl，’　’1，．6’一，IY　ili　1　，1　（o・41　s（2・3i　，2　’（9・b3　，：（4・6　，gasi　，；（o・s）i　，g　（e．s）　g；　（3．3＞

　b．読まない記事

　ではなぜ記事が読まれないのか、大人の揚合でも政経記事は学歴の低いほ

ど読まれる度合が低いことが今迄の調査結果にみられているが（28年4月実

施の東京都区の新聞調査でも次表のごとき結果を示している）、一般的興味

＼く二1．癬葡く膿漏「鉱煙がその記繋で蹴さ楓’
’4
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鋪
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18．　8

36．　3

80．　0

80

31．3　63．6

46．　1　81．　8

82．0　78．8

128　66
　　　　　注（各総数を10G％とする）

ている。これは新聞文章が子供の読む本の文章と甚だしく構造がちがうと共

　　　　　　　読まない翫票について（なぜ読まないのか）

　　　　　　　　　　　（　）内は圓箸総数をそれぞれ100としてみた％

　　　　　　　　　轍別　　　　学年罰

　　　　　　　　　男　　女　　4年　5年　6年　1年　2年　3年

人数欝答霧鰯縮lil　l｛i　lgs，　ISi　l15｛鴇
喀酬むずかし1・・（77・8）339（81・1）・・2・（89・1）・114（Zz2）・lo（80．3）・・3（89．0）10・（80．5）74（fi2．2）

ないためも勿論あるとしても

全体的には丈章がむずかしい

ため81．2％、無関心34．2％、

時間的余裕なし2．1％となつ
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153（39．4）　l17〈2g．O）　31（2S．8）　4？（”．3＞　65（4？．4＞　’2e〈i5．f）　43（32．3）　58〈48．f＞

14　（3．6）　13　（3．2）　4　（2．9）　3　（2．2）　7　（5．1）　3　（2．4）　3　（2．3）　7　（5．9）

46　　　　　　　塁G　　　　　　　I！　　　　　　　玉2　　　　　　　　9　　　　　　　　18　　　　　　　14　　　　　　　22

に難解な語藁が使われているためと考えられ、無関心は要するに受取り手の

精神構造の拡充により補われよう。

　これは性別、学年別でも次表のごとく全体と岡じ傾向が窺われ、筒学年ほ

ど：丈章がむずかしいためとする割合は漸減の傾向にあるとしても、現在の新

聞丈章が理解しがだいことはいなめない。
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旺新聞への接近と環境

　　　　　　　　　　A　新聞への接近の測定

　1新聞距離点数

新聞閲読調査は個人的に面接して、子供の主に読んでいる漸聞をきき、そ

の新聞を実際に子供の手に渡して、調査の当ロ又は前日どんな読み方をした

かをいつもの閲読習慣を参考としながら聞き取ってなされた。

記事項目は新聞面接調査表にみられるごとく社会記事、漫画、広告から外

国政治記事窪で21項目がある。そのうちいつも読んでいると答えた項目に

は1点を、ときどき読んでいると答えた項農には｛｝．6点を与え、それを合計

して新聞全体の読みのあり方を採点した。そこで新聞の全記事を一応いつも

読んでいれば2τ．点ζいうわけで、この総合計点を新聞距離総軍と呼ぶことに

する。これは思うまでもなく新聞への心麟接触度を意味する。

　この採点は平板で、岡じ器事についてもいつも見繊しだけでやめてしまう

ものと、見尽しと本文の間の説明丈（リ・・ド）までは読んでそれから離合に

よっては本：丈を読むものと、たいがい；本：交の終りまで読んでしまうものとの

　　款閣面嬢爾査表　　　｛調査u　昭和　年　　月　B

磐門門鳶薯三三回忌鰯1調査者名
みの状況を調べること @　廠蕨包論歓…一㎝一
躍嚢毫髄藪弁襲心惑：灘聞名（
いは・の下にレをつけること）　P・舗2・とぎどき3・あま朧まない

2，漸聞の記事の読み方について、晃田しと本交とその間の説明（リード）がある
が、あなたはどう読みますか。
（晃出しだけX、途中まで△、全部読む○の下にレをつけること
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読みの深さを十分に区別し得ない点：があるにしても、大人はともかくプリ・

テストでも子供については、これをまた確かめることが一種の暗示になって

しまうことがみられた。その上この距離総点が高いものは概して新聞の読み

も深いことが（1）東京都での婦人をはじめ有権者を対象として行った調査

（2）地方中小都市の代表として小田原で選挙の新聞記事についてのくわしい

調査で朋らかに認められたので、これを全体的な新聞の読み方を把握する尺

度として採，用したわけである。

　2各記窮への関’ウの度合い

　前章では全体的にどんなふ脅こ新聞をよんでいるかといういわば外面的、

量的観察であるのに対して、これはそれがどんな閣心方向を持つかという質

的な把握である。

　新聞という印棚材をどう読むかは、一にかかって読む人の要求に準拠する

のであり、それはその人の広義の精神購造一居住地域、家庭の丈化度、教

育膠、社会経験等の統合としての一一により異なるわけである。

　その聞において、人聞の興味関心の発達が無意志的な娯楽的なものから次

第に拡大され直接的な生活的なものに、さらに社会的なものに至り、最後に

間接的ではあるが、祉会の本質な政治経済的なものに到達することは今迄の

新聞協会で実施した調養結果での学歴別、職業別検討よりして確認されてい

る。

　すなわち28年4月実施の東京都一区の有権者についての調査結果を例に、

いつも読むものについての記事別閲読率をみると、漫画などは小卒でも57

％、高小卒59％、中学卒70タ6と学歴が高くなってもほとんどi変らないが、

直接生活に関係のある社会記事では小卒でも47％はいつもみており、中学

卒は79％似上となっている。しか1し更に政経記事のような生活の基底に本

質的な関連はあるが直接的には切実に感じられない間接的な鳴動となると、

小学卒22％、高小卒．36％ぐ中学卒46％、高専卒以上81％と著しい差を示し
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ている。

　勿論特殊的な関心記事としての婦人家庭欄などは男はいつも読むものは9

％にすぎないが、女は66％と著しい差を示し、運動記事などにも男女の差

が著しい。

　本調査で地域、学年、性別に各局事項9を分析はしたが、各記事別に検討

するよりもそれを更に巨視的に把握する意味を持って、今迄の諸種の調査結

果よりして、21の記專項目を次のように関心別に分類し、検討した。

　　　　　　　　新　聞　翫　霧　分　類　表

r．．’　　．L■、　丁巨壽期瀧壁麹
第一次的関心i嫌的

t－tttttt　ttttttt　nt　tttL一．．ttttttttt－tttt　．t．．．t．i／“．t．．　．．．t　tttttmm　tt

　第二次的闘心　直後的

．．．r．　m．mT．．rmnvndww　．一ua．．nv－Lww．mm”一一．

1
　笙三次的関心

iA鯖灘…まんがi
｝…瞠誉的⊥五豊．欄＿i一
と　　　　　　　　　　ミ

iA生活的　i広　　告
I　　　　iラジオ番組
…　　　隊庭婦人
i　　．i天気予報
il　B社会的磨己叢

｝　　i投　書

2．　e

7．　e

瞬殊白湖心．

閤接的

a

｛A騰il蹴1
　　　　　　　短．　　評
　　　　　　i経済一般　B経済的
　　　　　　1株　式
　　　　・一一．　一㌔一．一．一・一一．・一

　A：文化的　iノ」、　　説
　　　　　　i学　　芸

B趣味的1
　　　　　　　　イ精神的i映薗演劇
　　　　　　｛将棋碁
　　ロ身体納1スボージ
　　　　　　1

7．　0

s．’潤@1

海　外国政治は欧米，東亜に区分した9
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まず、新聞への接近の度合、すなわち新聞距離点魏

うカ、をみよう。
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　　　　　　148　ISO　IS6　147　i49　］．43
　　　　　　　　　　学割別新聞距離点数
　　　学　　年　　　　4’　tl三　　　5　　年　　　6　　年　　　7　　年　　　8　　年　　　9　　1拝

　　　人　　数　　　　148　　　・　　150　　　　　1S6　　　　　147　　　　　149　　　　　！43

　　　rp　　均　　　　　3。38　　　　3．88　　　　5．65　　　　6．31　　　　7，74　　　　9．02

　　　S．　D　2．　67　2．　67　2．　9S　3．　26　3．　26　3．　39

　まず、東京では学年が高まるにつれて、距離点数も高くなり、上級になるに

つれて新聞への接触の多いことが認められる。この中、小4，と小5との聞、

および、小6と中」との間には有意の差がないが、少5以下と少6以h，．中

」以下と中2以丘、および中2と申3との間には有意の差が認められる。

　次に神崎でも高学年ほど距離総点は、上昇する傾向をとっている。小4と

小5、小6と中コ、中2と中3との間にx有意の差は認められないが、小5

以下と小6以と、中ユ以下と中2以上の間には有意の差があって、上級にな

るにつれて、新聞への接触度の高くなることを示している。

　さらに八街でも、学年に応じて距離点数の上昇する傾向はすこぶる体系的

である。小6と中1、中1と申2との間には有意の差は認められないが、小’

4と小5以上、小5と小6以上、小6と中2以L、中2と中3との間には有

意の差が認められる。

　以上、東京、神崎、八街のどの地域においても新聞への接触度が、学年の

高まりに平行して、高くなっている。今三つの地域をまとめてみても、以上
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の傾向は明瞭である。なお、小6と小6の聞、中1と中2の間で急に上昇し

ていることは東京・神崎において特に著しく、児童の心身発達の問題として

注意すべきであるように思われる。

　2地　　　　域

　新聞距離点数と学年との桐関が高いという事実は、結局、新聞を読む習慣：

がでぎEるためにぱ、稽神的身体的癸達をまたなければならないといラこと
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を意味するであろう。しかし、一方、地域的に新聞距離点数を見る時、心身

の雛達だけが決定的な要因となっているのでなく、環境的因子もまた、新聞

への接触に大きな影響を与えていることを認めなければならない。

　新闘距離点数に関し地域差を比較すると次の通りである。

地域と学年
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　東京・神崎の中学2年を除きF、他はすべて各学年ごとに、東京と神崎・八

街間に有意の差が認められ、東京のような丈化的圧力の高い大都会セこおいて

は低学年から相轟に新聞に接近していることが知られる。とくに東京の4年

生が神崎・八街の6年生に、岡じく5年生が中学1年生に比敵するほど新聞

に接し、また東京の小学6年生が八街の中学2年生よりもっと新聞に近づい

ていることは注意されてよいであろう。

　したがって、心身の発達と同時に、社会の環境が新聞を読む習慣の形成に

いかに大きな影響を与えているかが了解される。東京のような大都会では、

少年といえども社会的要求として新聞を読む必要を感ずるのであろう。
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今、学年による発達と、地域による差を図表として示せば、次のようにな

る。
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3　関心記嘉と学年および地域

駅2においては、新聞への擾触の度合を、学年別および地域別に箪；的に
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観察したのであるが、ここでは、むしろ質的に接触のしかたを考究しよう。

すなわち、21種の記法項爵を質的に第一次的関心、第二次的関心、第三次的

関心、特殊的関心に分けて、それぞれの分野における距離点数を学年別、地

域別に比較し、これによって、少年の興味関心の発達が、どのような過程を

とって拡大されて行くかを見ようとするのである。

（1）第一次的関心

数
「
均
散
数
均
・
歯
数
均
散

人
平
分
入
平
分
人
平
分

く
く
　
く

東
京
神
崎
　
八
街

小4
50

1．　3！

O．　32

so

O．　90

0．　19

48

0．　74

0．　26

小5
48

1．2フ

0．　37

60

0．　90

0．　24

49

・i．　oo

O．　36

小6
59

i．　46

0．　34

49

0．　89

0．　32

48

1．　04

0．　20

中1
62

1．　36

0．　42

49

！．　12

0．　34

46

1．　07

0．　37

中2
S2

1．　39

0．　37

47

X．　24

0．　19

se

2．　08

0．　3i

中3
46

！：　39

0．　39

60

0．　94

0．　46

47

1．　03

0．　26

　第一次的関心記事というのは、「まんがjと「子供欄」であって、児童少

年の娯楽的興味に訴えるものである。したがって、距離点数の満点は2点で

あり、東京において平均点の一番低い5年生の1．27点でも、接触度100％と

して換算す’るとこの記事の63．3％が読まれていることになる。また、同じ

く神崎の最下位6年生でも44．5％、八街の最：下位4年生でも37％が読まれ

ていることになり、少年がこの種の認事に．非常に深い関心を示していること

が了解される。

　また、この記纂に関し、学年別の差を求めても、ほとんどその差の見られ

ないことは、最も特徴的である。とくに東京においては、6学年を通じ、ほ

とんど大差なく、小学4年生にして、すでに頂点に達しているといえよう。

神崎においては中学3年生がとくに高く、中学ユ年生がこれについで、その

他との間に顕著な差を示しているが、学年の上昇とともに、この記事への接

触が高まるという傾向を示すものではない。八衛においては小学6年生がと
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くに低く、小学6年生以上との間に有意の差を示しているが、その他はほと

んど差が認められない。

　要するに、第一一一一次的関心記事は学年に閣係なく児童の興味に訴え、新聞に

接近せしむる動機づけの役目を果していると考えられる。これを理解する背

景としての社会的経験もそれほど必要としないだけに、低学年から高い接触

率を示し、このため必ずしも学年の上昇にともなって発達する性質のもので

はないと思われる。

　しかし、地域的に見ると、第一次的関心記事にも丈化的圧力の影響は非常

に大きく作用していることが知られる。東京において最低の点数をとってい

る5年生でも、神崎・八街の最高のものより接触度が高いし、また神崎の中

学2年生を除き、他のすべての点数との聞に有意の差が認められる。このこ

とは、現在の新聞にのせている「まんが」や「子供欄Jがあまりにも都会的

であること、すなわち新聞が都会の子供に適するように編集されている嘉実

を示しているのかも知れないが、とにかく児童少年を新聞へ導入する過程に

おいて、社会の環境が重要な作用を及ぼしていることを切実に感じさせられ

る。

（2）第二次的関心
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　第こ二次的関心記事というのは、「広告」「ラジオ番組」「家庭婦入」「天気予

報」「祉会記事」r地方版Jr投書」の七つの記事のことで、これらほ縫常の
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生活を営む上に、塵接必要な情報を捷供するもみと考えられる。これへの接

近度を距離点数で示すと満点は7点である。

　この記事に関し、学年別の差を求めると、各地域ともに、低学年から高学

年へL回する傾向をとり、第一次的関心記事との性格五の違いを示してい

る。東京では小学6年と中学ユ年との平均が逆の傾向になっているが、差は

有意でなく、小学5年と6年、申学1年と2年、卑学2年と3年の間に有意

の差が認められる。神崎では、各学年の間に有意の差があり、この記事への

接触と学年との間に明瞭な栢関が認められる。八街では、小学校の各学年根

回、ならびに小学6年と中学2年、中学エ年と3年の問には有意差が認めら

れ、学年とともに新聞への接近度が高まることが明瞭に示されていみ。

　第二次的関心記事が、このように学年との高い絹関を示しているのは、こ

の種の記事に関心をもち、かつ理解するためには、おそらく社会的経験およ

び国語能力という背景が必要だからで、そのためには、心身の発達にまつ所

が大きいからであると思われる。

　それでは、これを地域的に見るとどうだろうか。小学校では、4年、5年

6年ともに東京と神矯・八街聞に有意の差が認められるが、中学校になると

各学年とも地域間に有意の差が認められない。とくに神綺の中学では各学年

とも距離点数が東京に非常に近接しているのである。要するに、この第二次

的関心記事は生活に直接関係をもっているだけに、成入の揚合でもごく普通

に読まれるのはこの記事であるし、ある程度の経験と国語能力とがそなわり

さえずれば、地域差にはそれほどの関係をもたないのであろうか。東京にお

いて小学校がとくに高いのは、都会的環境が低学年から新聞への接近を動機

づけるからで、心身が発達するにつれて、そρ差が次第にならされて来るの

であろう。

　．（3）　第三三次白勺関・［〉

　第三次的関ら記事というのは、「外国政治記墓」「国内政治記事」「社説」
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1顎短評」f経済一般」r株式」の一ヒっの記事のことである。個人の生活にとつ

数
均
散
数
均
階
数
均
散

人
平
分
人
平
分
入
平
分

く
　
ド
ヒ
く
ノ
　
し

棄
京
網
島
　
八
街

小4
so

O．　49

0．　S6

60

0．　i4

0．　09　’

48

G．工9

0．　52

小5
48

e．　68

0．　77

50

0．2工

O．　21

49

0．　42

0．　7！

小6
S9

1．　13

1．　21

49

0．　85

0．　94

48

0．　96

L　i3

中1
S2

1．　41

0．　81

49

0．　56

0．　90

46

0．フ8

0，　40

中2
62

1．　73

1．　79

47

L　4S

2．　19

50

2．　07

1．　91

申5
46

2．　40

1．　93

50

2．　07

2．　06

4フ

2．　00

i．　83

ては間接的な関係であるが、こられは社会の本饗£的な政治経済の動きを伝え

これに関心をもつには、祉会的な視聾が拡大されていなければならない。こ

れへの接近度を距離点数で示すと7点が満点になるが、小・中学生において

は、この種の記事への関心が極めて低いといえよう。今、距離点数を！0C｝％

として換算すると、小学校でもっとも高い東京の6年でも、この記事のコ．6％

しか読んでいないことになり、また中学でもっとも高い東京の3年でも、34

％しか読まれていない計算になる。

　この記事に関し、学年別の差を求めると、僅かの例外を除いて、各地域と

も学年に平行して上昇の傾向をとっている。東京では、小学5年以下と6年

以上、小学6年と中学2年以上、中学2年以下と3年との閥に脊意の差が認

められる。神崎・八街でも以上．のほか中学7年と2年の閥の差が有意で、こ

の記事への接触と学年との相関が明瞭に認められる。

　次に地域についてみると、東京と紳崎・八街間では、各学年ともそg）差は

有意で、第三次的関心のように祉会的意識の広がりを必要とする記纂に関し

ては、やばり社会約環境が重：要な因子として働いていると考えられる。第二

次的関心のような薩接的生活的なものは、ある程度の生活年齢に違すると地

域差が蹴薄になるのであるが、第…次的関心のような娯楽的なものや、第三

次的関心のような社会的間接的なものには、丈化的圧力が大きく作用してい
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るのである。

今、第一次的関心から第三次的関心に至る系列を、児童少年の社会的視野

の拡大されて行く過程的段階と老えることもできよう。学年別、地域別に、

それらがどのように舜達して行くかを図に示すと次のようになる。
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　特殊的関心記事というのは、「小説」「学芸」「腺画演劇」「将棋碁」「スポ

・一
c」の五つの記事のことで、とれらに関心をもつセこは、主として価人の丈

化的あるいは趣劇的背景を必要とするであろう。これへの接近度は、距離点

数6点を満点として箕禺した。

　この記事に開し、学年別の傾向を見ると、神1崎の小学4・6年を除けばど

の地域においても学年と平行して上昇する傾尚を示し、やはり心身の発達に
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ともなう関心の拡大がこの記事に接近する重要な要困になっていると考えら
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れる。したがって、全体としてこの記事への接触度は、いたって低く、小学

校においてこの記事はわずか20％以下しか読まれていないことになる。要

するに関心領域の狭い小学校においては、傾向としては上昇過程をたどると

いっても、学年栢五に脊意の差は認められない。中学において、ユ年生はど

ちらかといえば小学6年に近く、2年との聞に明瞭な差が見受けられる。文

化的三昧的関心は、三つの地域ともに中学2年になって急速に発達するとい

えるようである。

特殊的関心記事に関し、地域を比回すると、東京と神崎・八街間では、申言

1年を除き、他の学年にはすべて有意の差が認められ、これらの関心の発達

にも丈化的圧力の影響していることを見逃すことができない。しかし、一方

これは現在の新聞が都会的特殊関心記事を中心にのせているためだと考えら

れないこともない。

　4性　　　　別

　新聞への接触度、すなわち新聞距離点数が男女の別によって、どう違うか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　がを検討しよう。一般成人の揚合は、目本新聞協会の調査によっても明らかな

ように、男子がはるかに高い閲読率を示している（新聞研究28暑P6）。こ

れは男子と女子の生活構造に社会性の大ノ」・の違いがあって、そこから新聞を

読む要求の強弱が生ずるためと愚われるが、さらに多忙で読む時閥のないと

いうことも女予の閲読率を低くしている原因になっているようである。
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　小。中学校における男女児童生徒の揚合は、その生活購造が、成人の揚油

ほど違っているとは思われない。男子生徒といえども、庫入男子のような面

会生活を営んでいないことは女子生徒と同じであるし、また、多忙という点

からみても、成入男女の場合ほどの差があるとは考えられない。この薯情は

次のi新聞距離点数に明瞭にあらわれていると思：われる。

　　　　性
地　　　　項目

域学年

　　　　男　　　　　　　　　　　　女

人数平均分明人数平均分散

東
神
八
一
東
神
八
東
神
品

5
フ
3
…
1
4
4
7
9
6

　
　
　
　
　
　
　
2
2
2

2
2
2
一
2
2
2

　
　
・
｝

　
　
　
…

　
　
　
…

4
4
4
…
5
5
5
　
6
6
6

小
小
小
…
小
小
小
小
小
小

4．　98　6．　8S

2．　91　1．　8i

2．　52　4．　87

5．　74　7．　06

2．　91　2．　9S

4．ユニΣ　　　13。2ユ

フ．13　　　　k．33

492　8．　76
5．　！　li．　e8

25　6．　86　7．　81

23　2．　59　2．．32

25　i．　22　O．　88

’iブ　4．91　8．、07

26　3．　00　2．　35

25　2．　60　Z12

32　6．　88　iO，　17

2e　4．　22　5．　i1

22　4．　84　6．　62

－
噸
⊥
－

中
中
中

東
神
八

8
4
！

2
2
2

7．　63　3．　l1

5．　25　i2．　27

4．66　　　　フ．65

4
5
ρ
D

2
2
2

6．　e8　13．　A．3

S．　84　5．　78

6．　12　IL　OS

東　　申　2　　　2フ

神　　巾　2　　　18
　八　　中　2　　　　30

h藁…ヨ「一3…ヂー噛配

神　　中　3　｛　2！

　八　　中　3　　　　24

8．　8i　7．　54　1　25

7．　97　8．　30　1　29
5，ら4　　　　9．2フ　　　　　　　20

爺『…西ポ　 23

9．工2　　　ユ3．9フ　　　　　　　29

7．　93　16．　S6　’　23

8．　40

8．　07

s．　es

9．　74

8．　C．4

9．　06

ユ3．74

S．　32

11．　74

ユ6．　」6

3．　61

9．　33

　上の表に関する限り一般的傾向として、男子が常に女子より優位であると

はいえない。東京では中学：1年以外は男子の方が点が高いが、神ll寄の小学5

年、中学ユ年2年では、女子の方が高い。さらに八街になると、中単以上は

すべて女子の距離点数の方が高いのである。また、有意差を検定してみて’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δプ

東京。神崎では各学年とも有意の差は認められない。八街では、小学4年と

中学2年に認められるが、小学4年では男子が、申学2年では女子が高いの

であって、これは挫別以外の他の原因によると考えるべきであろう。

　要するに、小中学校における児童生徒の癒聞接触度は、男女に関し、差が

認められない。これは前に述べたごとく、成人の揚合ほど、その生活購造が

男女による分化を示していないからであろうと愚われる。そして、神崎。八

街の中学において女子の方がむしろ優位なのは入学試験などの負撫から解放

されているためとも老えられ、成人女子が男子に比して閉鎖的なのと対照し

て考えさせられる問題である。女子の社会的地位が確立し、男子と同じ社会

意識を持ちうる社会においてぱ、女子も男予と同じく新聞を読むであろうこ

とを、上の衷は暗矛：しているように思うのである。

　以上は、新聞への接触を量的に見たのであるが、しかし質的に検討すると

男女の差がないとはいえない。

　　　　　東京での新聞潔竈の読み方（いつも読むもの）
　　　　　　　（昏学年，男・女総数をそれぞれ100としてみた％）

　記reSEif

小4年男

　　女
　5年男

　　菱

　6年男

　　女
中1年男

　　女
　2年男

　　女
　3年男

　　　女

　　　男

　　　女

まんが

84．　0

72．　0

77．　1

74．　1

82．！

76．　M

85．　2

’76．　0

72．　±

83．　！

78．　3

95．　6’

フ9．8

79．　4

家庭婦入

　o．　0

　4．0

　4．8

　3．7

　3．　6

　」．6．　．1．

　e．　o

　l2．　O

　o．　o

　！6．　7

　8．　7

　17．　4

　2．8

　1i．　6

社会記事　国内政治

G
O
O
5
9
5
6
0
6
3
2
6

滋
a
亙
凪
肱
3
5
脆
2
8
5
3
田
6
5
6
9

2
3

つ
∪
ρ
04
3

0
0
8
G
工
9
2
0
三
7
1
4

α
α
4
α
Z
臓
訟
筑
訟
凪
箆
鉱
0
5
5
0
1
1

運　動

28．　0

　8．　0

38．　I

18．　S

42．　9

！2．　9

66．　O

　o．　e

57．　！

工6．：7

56．　5

30．　4

48．　1

±4．　4
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　東京だけの例であるが、「家庭婦人欄」「運動欄」に男女の差が著しくあら

われ、「社会記事」「政治記事」でも一定の傾向をとっている。したがって、

新聞を要求する量においては男女の区別がないにしても、要求している質に

おいては、男女の差が上記の記事に見受けられ、将来の分化した生活への準

備がすでに姶まっていることが観察される。

　5居　住　歴

　これまで、新聞への接触度を、学年別、地域別、性別に検討して来たが、

新聞への要求は、なんといっても、心身の発達をも含めて桂会的経験の増大

それに伴う赴会的意識の拡大に基づいているように思われる。つまり生活領

域が広がるにつれて、新聞への要求が増し、必然的に新聞への接触度が高ま

って行くと思われるのである。

　しだ：がって、意識を広げる因子として日月ヨしていると思われる条：件につい

て、新聞接触度との関係を検討してみる。これらの条件に罪しては、「生活

調査」（ID3調査項霞一参照）で行ったものを用いるが、「居住歴」はその

一つである。

　居住歴とは、他の土地に住んだことがあるかどうかを問うたもので、これ

は児童少年の意識に少なからず影響力をもっていると考えられる。とくに比

較的成長してから移動したものが直接他の社会の影響を受けるのはもちろん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
のことだが、たとい記憶以前の幼時期に移動したものといえども、家箆の談

話を通じて心埋的にはかつて住んだ土地に対する親近感を抱くであろうし、

また一方、居住地を移すような家庭環境に育ったという所に、生潜領域を広

げる要因がありそうに思える。

　今、三つの地域について、小学4年から中学3年まで、全学年を通して移

動の礁欄づると・右の勘で’　i『〒『…』…｝ 囗m1柱O煽バ爾
三つの繊・）社舗造L噂…明…癒たi242天…司・・

瞭にな・・　　　颪な▽こ「蕊一蕊旧…「万…1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r）g｝

　ところで、旧居を移動した三田と移動しない集駅との新聞踵離点数の平均

をとってみると、両者の聞に有意の差の認められるのは、東京の中学3年だ

けで他は各地域とも、どの学年にも有意の差が認められない。したがって、

児童少年の揚合、居住地を移したかどうかということは、新聞への接近に対

して大きな因子として働いているとはいえない。

いし
な

移
動

し
た

移
動

東
京

　　　入試
．／」、4年平均

　　　分散

　31　16
4．　96　5．　34

（6．58）　（1．17）

　　　人馴　・s　2

嬉糊、1：1矯）

　　　人数
・小6年平；均

　　　分散

　43　　　9
7．　29　5．　95

（6．86）　（5．30）

神　移し　移しい
崎動た　動な

　12　　　3フ

2．　73　2．　・27

（2．　23）　（2．　08）

八　移し　　移しいi

街動た　動な　i

　9　　　27
1．フ9　　　！．91

（2．　90）　（3．　36）　，

ilT，　T．s’撃奄香fT，’muT”rmig

3．S　2．7　1，　4．　44　2．　46　1
（2．5）　（2．62）1　（IS．31）　（4．　Ss）　1’i

　　　　　　L－rmrm－thwwpti　．

　　入数
中1年平均

　　分散

　15　32
4．　43　4．　69

（7．　50）　（7．　6S）

　33　11
　7。68　　　　フ．73

（±O．66）　（1．22）

　　　入毒
中2年平：均

　　　分散

tt……V饗l
　　　　　s巾3年平均
　　　分散
　　　　　1

　ll　33
6．　32　5．　S3

（9．OB）　（4．43）

　IO　37
8．　80　7．　82

（6．16）　　（フ，27）

　17　264．　78　6．　12　i

（4．　84）　（U．　16）　1

　44　s1
8．45　9．　50　1

clll．　28）　（B．　69）

　12　　　35
5．7S　5，25｝

　　　　　　　（8．65）（10。95）i

　l9　　　28　1
7．666．23｝

（10。24）（12．14）　i

　39　5　　｛　」．3　33　i’　24　20
・，23・・．・S3巨・…　6518．・・8．・・、

（ll．　4S）　（5．　e4）1　（8．　39）　（6．　45）1　（20．　48）　（11．　S5）　i

　ただ、注意したいことは、、この要因の働き方を傾向的にとらえてみると、

下表のごとく東京と神崎・八街とでほぼ逆の関係になっていることである。

　つまり、東京では大体において、移動しない集隙の点数の方が高く、神崎・

八街では移動した集団の点数の’方が高いのである。　　　　。

　もし、これを……定の傾向として認め得るとすれば、新聞への接触は単に移
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　　　　　挙　　　　　壬ド　　　／」ぐ4　　ij、5　　／jN　6　　中1　　P戸2　　中3

　　　東東灘k、。。○。ピ・⑤
　　　　　　移好した　　　　　　　　O　　　　　　C）　　〈’）　　ぐ）
　　　神蜷　　　　　　移動しない　　　　⑱　　　　　　　⑭

　　　　　　移動した　　　　　　　○　　　　　　○　　○　　○
　　　八街　　　　　　移動しない　　　㊥　　　　　　◎

　　　注移動したものが移動しないものよ聾準離点数の平均が高い時は○
　　　　　移動しないものが移動したものより距離点数の平均が高い時は㊥

上したかどうかによって左右されるものでないといえよう。

　つまり、東京における傾向性に認められるように、’非都会的環境から東京

に移動したものが、出生以来東京にいたものに比して、点数が低いというこ

とは、新聞への接触に対しては｛移動の脊無より、都会的環境の方により大

きな因子があるということを示していると思われる。

　6i誌　　　書

　読書量の多少もまた、新聞への接触に関係のある要因であると思われる。

　児童生徒の読書状況については、精しくは附表に概観するつもりであるが

生活調養の結果にあらわれた限りでは、読書の質は異るにしても、量におい

ては低学年から各地域とも相蟻に多く、4年生で鋤彫のごとくなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただ、3年生に
　　　　　　4年生の読盤愚（地域甥）

1．
篇「y「駆FぼT…警・嚢雛茎1ご

．．八副・⊥望．．i・L、・81。櫨調査、棚

の前後に行われ、入学試験を控

えていたためだと思われる。地

域別に小学5年から中学3年ま

でを合計すると、．次のようにな

、5年生の鏡盤籔（全地域合計）

い懲誕．
1冊以下i2偲以上

　　　　t
　　54人　　　　78人

r遡廓磯］
1冊以下i2冊以上

1一＝・
　　39人　　　　89人

り｝・やはり東車の読書量；がやや多いと思われるg



　　　　1か月に読む本
地四一・一・・…，一・．……一…

　　　1冊以下i2冊以上
：東京　　51入

神崎　　76
八街　　64

1か月に読む雑誌

1冊以下i2珊以上

251入　　　61入

202　1　60
・・6い3

248入
193
193

　　　　　　　　61

　さて、読書量と新聞距

離点数の；網関を見るため

1か月に本と雑誌をそれ

iそれ珊話し力謝な

いものおよび、それぞれ2冊以上読むものとの二つの集闘をつくって、両集

圃の距離点数の平均を算出すると次の通りになる。

域
圏
数
論
詰
数
回
散
数
紋
散
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分
人
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神
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以
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9
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4
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八
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o

o

4
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8．　69

4
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3．　06

ユ．0

8．｛5

8，　12

　
（
0
3
　
（
∪
2
　
9

　
9
4
　
2
6
　
0
9

4
4
8
2
5
8
4
7
6

3
　
　
　
4
＾
　
　
　
4

　
　
3
　

7
S
　【
b
門
b

　
　
4
　

6
6
　
2
4

7
8
0
8
8
1
1
0
4

2
　

1
3
　
1
2
1
1

　
1
9
　R
）
0
　

3
4

　
Q
）
3
　
∩
）
G
　

6
つ
臼

9
2
2
1
3
3
7
5
6

2
　
　
　
2
　
　
　
2

　
1
　
　
　
工
2
　

9
0

　
1
8
　
6
7
　2
7

　
．
2
　
　
p
　
’
　
　
．
　
◎

4
6
●
4
8
5
2
9
8

2
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．
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2

3

0．　6

0
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2．　4

工．19

0

2

2．　S

O．　25

s

5．　2

S．　S6

7

9．　07

14．三1

　
」
　
　
2
〔
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ゆ
　
β
3
　
β
3
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1
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　それぞれの入数が少なくなっているのは、「本1冊と雑誌2冊」「本2冊と

雑誌1冊」と回答したもの、および記入もれのものを雀略して、読書量の最低

と最高の集団を比較したからである。

　これによると、地域。学年を通じて、一一一一esして読書量の多い集田が、新聞

への接近率が高い。とくにこのうち、神崎の小学6年・6年、中学3年およ

び八街の小学5年、中学ユ年・露年における差は有意であワ、読書と新聞と
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の間には相関のあることが知られる。

　7．マス・メディアへの接触度

　新聞距離点数は、新聞への関心の広さを測定したものであるが、ここでは

新聞を含めたマス・メディアへの接触回数の多少が、この関心の広さにどう

影響しているかを検討する。すなわち、新聞。ラジオ。映画へ接触する回数

によって、次のグループをつくり、各グループにおける距離平均をとってみ

る。

aグループ

bグループ

Cグルv・プ

dグルe・プ

eグループ

fグループ

9グループ

新聞を毎貫読む

新聞を毎臼読む

あるいは

新聞を野々読む

薪聞を毎日読む

あるいは

側聞を毎日読む

あるいは

薪聞を読まない

あるいは

新聞を1侍々読む

新聞を毎H読む

あるいは

新聞を時々読む

彩〒聞を時々読む

半弓を読家ない

款聞を毎日読む

籍聞を読まない

新聞を時々読む

新聞を読まない

新聞を時々読む

新聞を読まない

新聞を読まない

ラジオを毎日聞く　映画を月2画以上見る

ラジオを時々聞く　映画を月2圓以上見る

ラジオを毎日聞く　映画を月2回以上見る

ラジオを毎日聞く　　映画を月1回以下しか晃ない

ラジオを開かない　　映：画を月2回以上見る

ラジオを毎日聞く　映画を月2團以上見る

ラジオを時々聞く　映1画を月2回以上見る

ラジオを麟…々聞く　　映爾を月1頃i以下しか見ない

ラジオを毎｝ヨ聞く

ラジオ・を聞かない

ラジオを時’々聞く

ラジオを聞かない

ラジオを毎日聞く

ラジオを時々聞く

ラジオを開かない

ラジオを聞かない

ラジオを時々聞く

ラジオを聞かない

各グループの距離平均は次の通りである、

映画を月1圓以下しか見ない

映藤を月2園以上兇る

映画を月2回以上見る

映画を月1鷹以下しか見ない

映画を月1園以下しか見ない

映画を月1圓以下しか見ない

映画を月2回以上見る

映画を月1國以下しか昆撫．・

映画を月1圓以下しか晃ない

映画を月1圓以下しか見な1、・



　　．グループ

学年・地域’＼

　　東京
小4　神　崎

　　　八高

　　頂京
小5　：紳　1矯

　　　八街

　　康來
小6　紳　崎

　　　八街
　　：東京
中1神　崎
　　　八街
　　：東京

中2神崎
　　　八街
　　・康京
中3　神　崎

　　　八街

a

rrJ．　42

3．　2，5

4，8乙

5．　3

4．0

（7．25）　（3．0）

フ．62

6．　！3

kO，　0

7．　67

8．2よ

5．　5

9．　SS

9．　S3

7p　i

10．　S9

9．　83

10．　9

　b　　　e　（1

4．0　．　6．　2S　ri．．　88．

3．　17　2．　6Q．　，　2．　4S

L57　2．　：．，9　1．　8A．

6．5　6．　19　4．　l1

3．　03　3．　7E　2．7

　　　3．　6］．　3．　28

6．5　7．　18　7．　！3

5．　87　4．　94　5．0

6．S　6．　07　3．　35

6．0　8．1　・S．93

S．O　6．　14　4．　44

（6．　0）　6．　6e7　S．　28

6．　68　9．　77　7．　56

7．　41　7．　73　8．　17

S．5　7．　34　3．8
6．フ5　　　10．56　　　10．2「■

8．　87　8．　89　6．　67

4．　83　9．3　8．　4A一

e　　　f

2．4

2．　42

0．　7S　（1．　E・）

3．フ5　　　．

2．　48

3．　2　（2．　0）

S．　62

3．　29

2．　62

s．　c

3．　07

5．　4・

4．　t！

7．　84

　g
a．　o）

6．A，

　このうち、東京の小学4年申学2年3年、八街の中8年におけるb・c爾

グル・・一プの欄に逆三関の関係が認められるが：、これは、おそらく、新藺・ラ

ジオに対する映画の比重のかけ方に閥題があって、グループの分け方が必し

も適切でないためであろう。L．かし、それに疑，かXわらず、杢体として見れ

ばマス・メデアへの接触回数の多いグループと少いグループとの閥には、JT一

常の相溺が多数認められるのであって、謡事への関心領域の拡大するために

は、やはりこの接触國数が重要な要因となっていると考えてよさそうであ

る。特に、c以上のグルr一プとd以下のグル’一・・．プとの間に有意差の認められ

る揚合が多く、東京では、小学4年・5年、申学ユ年に、神崎では、小学5

年・ll年、申学ユ年・2年。3年に．t八街では、小学4年。6年、中学コ年。

2年・3年に、その薯実が見撫される。したがって、新聞をたびたび読み、

ラジオをたびたび聞き、映画をたびたび見るものの方が、そうでないものよ

り記慕への関心が広がっているといってよいと思われる。
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　　　　　　　］il新聞への接近と国語能力

　　　　　　　　　　　A　学校の国語の成績

　これまでは。、新聞接近の要因として、被調査著の環境的背暴、とくにかれ

らの祉会的な意識を拡大する役目を果していると思われる諸条件について考

察して来た。しかし、新聞への接近は、単に社会的に強制せられた要求だけ

によって行われるのではない。いかに強制されても、もし、新聞を理解する

能力がなければ、要求は実現されないのであり、したがって新聞への接触も

嶺然少くなると懸われる。そこでここでは、理解する地盤としての團語能力

と新聞距離点数との関係を見ることにする。

　まず、学校における国語の成績を、6段階の採点法に従って、5つの集庸

にわけsそれぞれの距離点数の平均をみてみよう。

　　　　　　　国語成緩の段階と距雛点数平均〔小学校〕

　　　　　　　成績段階

地域学年．

　　　　小　4

東　京　小　5

　　　　小　6

　　　　小　4

神　崎　小　5

　　　　小　6

　　　　小　4

八　街　小　5

　　　　小　6

　　　　（

　1

3．　13

6

6．　21

（L　S）

（o．　s）

1．　6

0．フ5

1．　61

3．0

2

4．　97

4．　29

no．　78

1．68

2

4．　88

1．　26

2

4．　7S

5

4．　19

S．　74

7．　12

2．　98

3．　21

S．　er」

1．　03

3．　4B

5．　6S

）内は入数が3名以下の少数の揚重

4

4．　5S

4．8フ

6．8フ

2．　81

4．　17

6．　gs

2．　21

4．　5

4r　88

　b

（フ．5）

（6．　25）

（9．　5）

（4，5）

（2．　23）

6．7

（6．6フ）

　このうち、成績荏のグルe・プが成績3のグルr一プよりやや低い揚合も見受

けられるが、両者を同じ集聞と見なすとすれば、新闘への接触率は大体、瞬

語の成績と平行して低いものから高いものへの方向をとっていることにな

る。とくに、成績ユのグルNプぱ常に低く、成績5のグループは常に高く、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛’；’一’　”

また呼笛2と3。4のグルー・プも東京の4年生を除き、段階的になっている

のである。神崎濃年生の2と3・4の間浮年生の2と4の閥、6年生の1と

2、2と3・4の闇およ∂1八街5年生の2と3・4の聞には有意の差も認め

ジ）］，．し老て♪Q

　このように、新聞への接近に対して、圏語能力もまた大きな要照となって

いる。

B　漢；字および語彙の能力

　新聞の読みの抵抗となっているのぱなによりも、まず漢宇と語彙であろう。

新鋭がまんがや写真だけでは満足できず、情報を得るために要求されるよう

になれば、漢字や語彙の知識が少いというととは、新聞への擾近をはばむ大

きな原凶となるに違いない．漢字や語彙の知識の豊かなもの｛東抵抗なしに新

聞に入って行けるのに対し、乏しいものは障壁にぶつかって新聞への要求を

そがれる結果、両者の新闘接触の度合に何らかの違いを雄ずると思われる。

　ところが、学校の瞬語の成績は、現在では「聞く力」稀脅す力」「読む力」

「書くカ（作文・轡宇）に分けられ、その総計で衷示されている。ギ新1蝦を読む」

ということに薦接関係のあるのはこのうち「読む力」であり、今われわれが

知りたいのは、特に漢宇と語彙の能力である。そこでわれわれは、学校成績

とは別に、漢字と語彙の知識をテス｝レ、その結巣と新聞距離点数との関係

を検討t．てみた。

　1　国語教科書に多くあらおれる漢字と語藁の知識

　学校の国語教育で、教科書を本にして学習するのは、教科書の丈章には名

複の：文学的な丈章が多いから、新聞に嵐て来る漢字や語藁と全くその趣きを

異にする。そこで、われわれは漢字および語漿のテストを国語教育上の用語

。用宇と新町の用語。∫lj字とに分けて行った。

　まず、前者、すなわち、主として国語教科書に多くあらわれる漢字・語彙
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の知識と新聞接触慶との関係を見ることにする。採点は漢字菊問、語彙1〔｝

開のうち、漢字にユ点ずつ語彙には2点ずつを与え、合計36点満点として

計算した。これを5点おきに7っのグループに分けて新聞距離点数の平均を

零δ～）ると次のようになる。

　　　　　　　国語教奮上の漢享・語藁の力と新閾艶離戸数平均

　　　〔小　学　校〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20、噴ミ　　　25薩ミ　　　30，点　　　　35、藍ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マア　　マア　　マア　　マブ

　　漢字藷彙
　　’”＼、．、ヒ

学年・地域＼．．、、

　　　東　京

小4　神　崎

　　　八－街

　　　東　京

小5　神　崎

　　　八　街

　　　東　寒

小6　紳　崎

　　　八　街

　　〔申　挙　校〕

　　漢字語彙

学年。地域

　　　東　窟

中1　：紳　崎

　　　八　街

　　　東　京

中2　神　崎

　　　八　街

　　　康　東

中乙　神　崎

　　　八　街

5点
一マデ

6．　19

2．　5

i．　84

3．9

i．　49

ユ．88

3．　5

5点
マデ

O．　Of」

10点
マデ

4．48

2．　83

1．　62

S．　！2

2．　96

3．　68

3．　e7

10点

vデ

4．　5

3．ユG

3．　r」

s．．　o

15点
マデ

3．　21

3．3．”Z’

3．　87

5．　43

2．　93

3．フ9

S．　73

4．　3V．

4．　IS

15点
マデ

5．　66

6．5

2．　5

5’　．　42

2．　7S

s．　e

6．6　7．　25

4．　86

6．　9S

7・　48　6一　93　7．　15

5．　98　6．　66

6．　1．4　4．　：7　7．4

20点
マデ．

6．　28

5’．　58

4．　96

zs
フ。44

s．　g6

6．　7S

7．　3

25点
・マデ

8．　77

6．ユO

S．　4

6．　9

フ．44

6．6フ

Po．　2

8　・22

r．．　7s

30点
マデ

7，且

8．　4

9．．　17

8．　22

9．　76

8p　33

9．2フ

6．　63

t？．　4S

35点
マデ

フ、25

8．」4

9．　82

9．　e・2

9．　78

！ま．35

9．　84．

上0．フ3

　　　東京の4年生を別にすれば、漢字・語彙点数の低いものから高いもの

へ、新聞距離点数ぱ上昇し、新聞への接近に対して、漢字・語彙の知識が重

要な役割を果していることが見受けられる。とくに、東京の中学］．年、紳綺



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67

の小学5年・¢年、中学ユ年。2年、八街の小学6年、中学2年の各グル・・一

プの距離点には、段階的に有意の差の；認反）られるものが｛多く、漢宇・語i彙の

知識の豊富なものほど、新闇接近の度含が高いといえる。（小学4年生の新

訂へ0）接近は、まんがや写真を主として、二二の読みには関係が少いから、

漢宇力・語糞力の1囹限を受けることが少いのは当然である。）

　さらに、興味あることば、漢宇・語彙1の点数で、圃じレベルにあるグルーー

プは、学年の難に関係なく、新聞鉋離がやや近似していることである。たと

えば、東京を例にとると、漢宇・語彙意数1｛｝点のグル・・プは、4年目の距離

点数が4滋8、5年生のが5．建、中学μF生のが4．5である。また漢宇’語彙

点数15点のグループは、4年生の距離点数3．21、5年生のが5．43、6年生

のが5．73、中学コ年生のが5．66であって非常に近い。その他も多少のはば

　点4iO

、
0

ぴ3

210

1

孟
贈

距離点数（満点100に鐵す）

　　　　　　　　　　　　　36．48
　　　　　　　　　　　　　t－wwM7
　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　2S．9／／　32．5

　　　　25．9e．一一一一／285
　　　　・pt一一

　　　／
　　／　20．7推ろ／
一．’

砥レ／碗

125

e
　（2．62）

　7
〈3．6．3）　c4．23）　（6．e6＞

　　　　　45．6
　　　　，鷹α
38．T／／
　　／
f一／

湊字・話細し＝

紺ろ’ ｯ騰fi．

（6．82）　（＆M

一一
w年ヒあiする

距離勇

（　9．53）

　　　1奪聖｛1歪幾聖深雪塁
　　　ヂ　　　　デ　　　　ヂ　　　　ア’　　　ア　　　　丁　　　　丁

があるにしても、大体、漢字・語彙点数によって、新聞接近のレベルが決っ

ているよう｝こ思えるのであるQもし、この叙定が許されるとすれば、前に学
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年と新聞接触度とに高い相関が見られたのは、高学年になるほど園語能プ」

（漢字力。語i彙力）が高いからであると解釈すべきで、学年と新闘接触度と

の絹関は実質的には国論琶力との縮関に他ならないと思われる。したがって・

今国語能力を学年によってレベルづけしないで、金員を漢字力・語彙力によ

ってレベルづけするとすれば、前表となる。つまり、漢字・語彙力5点以下

のものはちょうど小学4年生のレベルに網当し、10点までのものは小学5年

生、15点までのものは小学（；年生、2｛1点と25点ク）ものは中学コ年生、3〔｝点

のものは中学2年生、35点のものは中学3年生のレベルに網当することにな

る。

　2新聞に多くあらおれる漢掌および語藁の知識

　国語教科書に主としてあらわれる漢字・語彙を理解する能力と新聞にあら

われる漢字。語藁を理解する能力とは、能力としては本質的に違っていない

かも知れない。しかし、教科書にはあまりあらわれずに新聞の方に多く繊て

来る語彙もあるはずであるし、新聞関係の漢宇。語彙の知識が多けれを藻多い

ほど、新聞への接近度も高くなると思われる。テストにおける新聞嘆字15問

に対して1点ずつを、語彙に対して2点ずつを与えて、総点35点として渓点

し、新聞躇離点数との関係を検討した。

　　　　　　　新聞に多く見る漢掌・語彙の力と新聞距離点数

　　　　　〔小　学　’校〕

擬
＼
京
崎
街
京
崎
街
京
薯

聯
東
神
八
東
神
八
東
神
八

　
　
　
　
ヒ
　
　
ヰ

、、

N
　

、

　
学
　
4

5
　
　
　
　
　
　
6

へ
　
　
　
　
　
　
　

ち

4
　
　
　
　
4

5点
vデ

4．　16

2　一41

i．　37

6．　li

i．　95

1．　48

2．　57

4

10点
・マデ

4．　84

3．　03

1．9フ

4．48

3．　24

2．　97

6．　53

4．　18

3．　88

15点
マデ

5

3．4

4．　2S

S．　84

2．　92

5．　92

3．　S8

5．　5

20、嚢ミ　　　25培ミ　　　30、点　　　　35漬ミ

馴マア　　マア　　マア　　マア

7．　2

6．　9

7．　84　7．　e4

6．　5

5．　ll　5．　n．
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学年・地域

　　　東

中1神
　　　八

　　　東

中2　神

　　　八

　　　東

中3神
　　　八

　〔中　学　校〕

漢字語彙
　　　　5点
　　　　一マデ

尽
崎
街
京
崎
街
塞
崎
街

2

ρ
つ

7つ
∪

10，峡ミ　　　　15，爵ミ

マア　　　　vマア

6．　32　4．　6

4．　28　3．7

S．　25　3．　69

　　　5．5フ　　　　6．84

2．　82　S．6　4．　62

20，藍ミ　　　25，蓑ミ　　　30薩ミ

マデ　　マデ　　マデ

8．3　6．　56　8．　34

6．　8S　6．6　7．3

i－S　S．　66　S．　7S

S．9　8　8．　SVD
7．　92　9．4　8．　69

5．31　　　フ．工7　　　8．31

6．62　　　8．6フ　　　9

8．92　　　　8．ユ2　　　　8．57

6．　33　6．L　7．　94

35点
マデ

12

8

1e．　13

io．　s

7．　04

9．　74

iO．　13

il．　26

　漢字・語彙点数と新聞距離点数との関係は、大体において教科書の婚合と

変らないと思われる。やや、段階的にヒ序して行く傾向性が教科書の揚舎よ

り乱れているようであるが、平均の差を検定すると、むしろこちらめ方に有

懲の差の認められるものが多い。東京では、小学6年生、中学i幣三生2年生

に、神崎では小学6年生、｛3年生、中学コ年生2年生、八街では小学4年生

5年生、中学ユ年生2年生3年生に、集団間の距離点数の差の有意と認めら

れるものが多いのである。

　いずれにせよ、新聞への接触の度合が高くなるためには、漢字・語彙の知

識、すなわちそうした方面の国語能力が必要であることは、以上によって明

かである。

C　読書速度

　新聞は速く窪んで意味をとることを原期とする。新聞を読むには、学校の

函語教育の揚合のように、わずかの分量の文章をゆっくりと読んで、その深

い、精確な意味をとるのとはちがつた、読書の技能が要求される。要点をひ

ろい読みをする、全体をざっと通読するというような技能が必要である。

　また、読書速度には、國語能力のすべての都分能力が、結集してあらわれ
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ると考えられるのであってsアメリカの国語教育では、「読書の理解と三時

の速度とは相関する」という考えがある。速く読める者ほど、よく理解する

者であり、読書能力がある者であるというのである。だから、読書速度を確

実に把捉することができれば、それは図語能力の最良の標識として、それと

新旧距離点数との相関を研究するのに便利である。ただ、1ヨ本語では読書速

度の測定がはなはだ園難である。それは：交の表記が語によって切れていない

から、語数の計算がやっかいであり、不安定である。また、同一・の丈章を漢

宇のまじりぐあいをいろいろにして衷：記することができ、そのために、すべ

ての入に適当な…つの文表記が存在しない。

　そうして、「普通の速度で読むように」教示したとしても、その「普通」が

問題である。被験者の性絡によって、そのテストに対する構えが異って来

る。われわれが、国立国語研究1ク言において実験して来た限りでいえば、小学

校の低学年では読書速度はたしかに国語能カへの指標であるが、申学校の2

年3年となれば、ゆっくり読んで映しく理解して行くという性行の者もあっ

て、言忌書速度と内容の理角峯プコとのホR関は尋氏くなっている。

　さて、本調査で行った読書速度の問題は、全部でガリ版制りにして93行の

丈であり、これを3分閥に読み得た行数によって採点することにした。今、

3分閥に読んだ行数、30行以内、60行以内、6厳行以上、のグ］V　一プをつくっ

て、その新聞距離点数の平均を算出すると次のようになる。

　　　　　　　読過速渡と新喪距離点数平均

〉煮
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　東京の小学校5年‘1年、神崎の小学校5年、中学1年を除くと、やはり、

読んだ行数の少いグルP一プは、行数の多いグルr・プに比して、新聞距離点数

も少く、大休において、読書速度と新聞接触度とが・一致する傾向を示してい

る。

　また読書速度を1｛｝行おきのグルP一プに分けてみると、

轟
　

一
　

2
　5

小
中
中
中

京
京
京
東

棄
東
康
東

稗崎小4

神崎小6

神崎中1

神崎中2

八街小5

八街小6

八街中1

八街中2

八街中5

20行以内のグルーープと31～40行のグループ

41～50行のグループと61～70行」。71～80行のグループ

41～50行。51～60行のグループと81～90行・90行以上のグループ

4i～50行のグループと90行以上のグループ

51～60行のグループと61～70行・71～80行・90行以上のグループ

10行以内のグループとそれ以上の各グループ

21～30行31～40行のグルー・プと51～60行のグループ

41～50行のグループ2：　91行以．Eのグループ

51～60行のグルーーブと61～70行のグループ

61～70行のグル・・一ブと91行以上のグループ

21～30行のグループと51～60行のグルーーブ

綴～30行のグループと51～60行のグループ

31～40行のグループと51～60行のグルー・プ

41～50行のグループと71～80のグルーーブ

31～40行のグループと61行以上の各グループ

41～50行のグルーーブと71～80行のグルr・一・プ

31～40行のグループと71～80行のグルーープ

41～50行のグループと71～80行のグルーブ

41～50行のグループと91行以上のグループ

51～60行のグループと91行以上のグループ

の各グループの間に有意の叢が認められ、読書速度と新聞距離点数との網関

の高いことが知られる。
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IV記事の理解
　　　　　A　記事理解力はどのようにして測られたか

　これまでは、少年の新聞に接触する度合、すなわち、新聞距離点数を中心に

して、少年のマス・コミ．．Lニケーション生活がどのような過程をとって発達

し．て行くかを検討したe地域、居住胚、読書、丈化程度、マス・メディア（媒介）、

父兄の職業などの要因は、主として売童の社会意識を広げ、生活領域を拡大

するに役立つと思われ、四二これらは新閲接触の度ヂ》に粛嶋高い関連をもっ

ているように思われた。また、学校における圏語成績、漢竿漢語の知識、読

書速度などの国語能力は、マス・メディアである言語の生活であてて、これ

また新聞への接近に対して、高い絹関のあることが明瞭になった。

　しかし、新島接近度をはかる標識としての新誌1距離点数は、21種に分類し

た記嘉を読んでいるかいないかによって採点したもので、i濁心の広さ、つま

り新聞接触の範闘という徳点からとらえた標識であって、それは必ずしも内

容の理解を意味しなかったのである。そして、少年のほんとうのマス・コミ

；，一：ケーション生活を把捉するには、読んだ記事を理解しているかどうが、

つまり新聞接触の深度という観点からもとらえる必要がある。

　そこで、われわれは、第二に記事理解のli建力を測定して、これと種々の要

翔との相関をも検討することにした。

　新聞記事の理解といっても、現代の新聞出面ぱ各方面にわたり、そこに必

要とされる読書技能も一．・様ではない。そこで、子供欄、広告、社会記事、学

芸：文化記纂、政治記纂、運動記事、祉説の7種の徽こついて、実際の記事か

ら聞函丈を決定して、その理解を測定することにした。この際記事は、朝口、

毎田、読売の各紙にわたり、ふだんの文体と同じような丈体であり、事件内

容としては、特別の予備知識を必要としないもので、しかも兇童・・i郭Fに興

昧の持てるものとした。問題は全部で7掬あり、（ID3参照）採点はそれぞ

れに5点ずつ配当して総点35点とした。その採点法は次の通りである。
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悶題1　は選択肢が2種ある故、1種だけ猟答の場合は3颪を

　与え、2種：配答：の鵬合は5点とした。

問題2　は上に肩じ。

問題3　は選択肢が3種あって、1種だけ：配讐の場合は2点、

　2つ：i1三讐の場合は4点、3つ：薦答：の場含は5点とした。

問題4　は選択駿1種で蕉箒の場合5点。

問題5　は上に潟じ。

問題6　を柔上に間じ。

酵｛」題7　は問題3に岡じ。

　以上の方法で採点して、被調査者の記事理解力を点数化し、要附との相閣

を見る標識とした。

B　記事理解力の発達

まず、記事理解力が、学年によってどう違うかを見よう。
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ど新聞記；事を理解する度合牟）高いことを承している。このうち、小学5年と

6勾三グ）鐸男、　／」、塔乏昏4拝とヰ茗学16FO）機恥こ1裏有ゴ激6｛）差ヵ福忍めら才しオくし・ヵ気　／∫＼£診4
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．焉を1年と申£｝乏2イ1三以．／二、　可ユ湾を2脅三と中溶釈34riとa．）i麟蟄こ1．よ有想そ0）差カミ壽醤凝）ら牙’し

る。

　宇申ill奇旨でも、　高母赴‘Fをまど髄理解び）ノ慧数を柔段F皆rl勺壱こ」＝黒し、　．ヒ級∠≡tl　t・こ）’k：そこ）ζこつオ！し

て、記事を理解する度合の高くなることを示している。このうち、小学4年

．孟1三とノ」、黛｝と5イ｝宏∠ヒ以．至二、　／」、湾を5喚三∠セと吋4莞全コ喚三孟ヒ£咳．ErT．、　／」、£｝艶（j列三乙｛歪と中需な3惹｛三



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）

生、中学］年生と中学3年生中学2年生と中遡年生との製解点数雌嶺に

は、有意の差が認めら才しる。

　款、八街でも、学年に応じて理解の点数の上昇する傾向はすこぶる体系

納である．このうち、小学4イ誓生と6年一塁．1・，・畔6靴と申学コ年生以
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上、小学（玉年生と中学2年生以上之の理解点数の叢は有意である。

　以上、東京、神崎、八街のどの地域においても例外なしに、学年と理解力

とに高い絹関を示している。今、参考のためこの三二1っの地域をまとめ、各学

年の理解度（理解点数のパーセンテーージ）を算出すると、

　　学　年　　 4年　　　5年　　　6年　　　7年　　　8年　　　9年

　　人数　ISi　l48　168　148　 148　143・
　　　　　　（26．4％）　（33．4％）　（38．2％）　（42．8％）　（53．6％）　（68．8％）
　　平　均　　　　　　　9．　25　ll．　68　！3．　29　14．　92　18．　71　20．　66

　　S．　D　4．　41　5．　28　6．　07　6．　46　7．　28　7．　68

となる。すなわち中学校2年初になってようやく5‘）点であって、半分ぐらい

理解できるようになるのである。

　これをグラフ化すると前頁のように、なる。

　　　　　　　　C　どの記事が理解しゃすいか

　詑裏理解は、予供欄・広告・社会・娯楽・外電。スポーツ。社説の七つの

揚がら代表になるようなものを…・題ずつ選び出してテス1・したのであるが、

中学2年生ではじめて63．5点になり、それ以下の学年では余りに成績が悪い

ので、どめ記事が理解しやすいかという問題について、ここでは、中学2年

3年生だけについて調べてみる。

　　　　　　　　　　蒼己惣別理解正念率
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　　　子供欄だけについていえば、小学校6年生でも5｛｝点とれているが、弛の欄

　　については正答率が低く、とても、理解して読んでいるとばいえない。関心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e，　　を持って見る、あるいは、読もうとするということはいえるかも知れない

　　が、理解している人数はぎわめて少いのである。

　　　その申で、特に申学校2、3年についてい身．ば，社会画と娯楽記事が比較

　　的よくヤスポーツ記事が悪くなっているe鮭説も他の認事の割には悪くな

　　い。もっとも、これ等のことは、たとえ記轟の選び方が代表的なものであっ

　　たとしても、その問題に対する叡聞の程度によって、非常に深い霜解が要求

　　されたり、比較的藩ず単な妬いで済んだりしてしま5のであって、スポーツ記

　　事は聞題の形式がほかのとちがっているから、解答者がまよったようであ

　　る。（テy・ト中にもたびたび書ぎ方について質問があった：）したがって、厳密、

　　にいえば、こうした問題を出したからこういう結果が出たというだけのこと

　　で、そこに解釈を加えて見て行かなければならない。

　　　　　　　　　　　D記事理解力と環境

　1地域
　新聞への接触度、すなわち距離点数は、東京と：神崎・八街間に著しい差が

あり、東京という大都会の丈化的圧力船瀬童少年をして新聞に接近せしめる

のに大きな役割を果していると思われたが、果して新聞の理解力もまた社会

釣環境の違いによって差異が生ずるものであろうか。

　新聞の理解点数に関し地域差を比較すると次の表の通りである。これによ

ると、東京と神崎・八街間に有1童の差の認められるのぱ、中学2年と3年だ

けで、．中学2年において神崎との聞に、中学3年において八街との聞に認め

られるにすぎない。小学校においては、八街がむしろ擾位にあり各地域醐に

はほとんど差がないといってよい。これは、新聞への接触率が東京の4年生

が禅崎・八街の6年生に、圃じく6年生が中学Jl年生に、また6年生が中学
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学年

小4

小5

薪関理解点数の地域蓬比較表

小6

中1

申2

中3　神晴
　　　八街

地域　　人数

東京　　　　S！

紳　崎　　　　50

八街　　　60

コ口　　　49
神　崎　　　　so

八街　　　56

：東京　　　59

紳隣　　　SO

八衛　　　50

東京　　　　S2

神崎　　　49
八衝　　　50

東京　　　　52

神綺　　　47
八術　　　50

　　　　　d－7

　　　　　50
　　　　　4no

理解点数平均　　　　　　分散

9．　49　26．　83

8．　42　46．　22
！0．工O　　　　　　　　　X5．工7

1L　86　i6．　67

10．　88　23．　65

12．　01　37．　26

i3．　85　4S．　93

12．46　24．iS
！3．　48　37．　69

！5．　56　43．　21

14．　39　26．　97

iS．　32，　6L　78

19．　40　55．　50

iG．　45　58．　78
」．6．80　　　　　　　　40。フ2

23．　］．1．　46．　87

20．　5　60．　03

！8．　35’　63．　22

2年生に績当していたのと比べて、大変な違いといわなければならない。

　しかし、これはこのテストそのものの性質によるととが多いと思われる。

このテストでは問題を見ればわかるように各記事について正式の、本絡的な

、問いを嵐している。そういう高度の、完全な理解は、小学校の4、5、6年

ではほとんど無理で、できた者はきわめて少いのである。このように、小学

生の記事理解力は、35点満点中ユ0点前後に位し、現実の新聞を確実に把握

するだけの基礎としては、まことに薄弱である。そして、それにもかかわら

ず東京の小学4年生で21種の記事中関心を持つ記事が平均5種前後あるとい

うことは興味が深い。このことは、理解力というのが学校における学習やそ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7｛）

の他の経験など、心身の発達をまたなけ葦tば、早急には養われないa）に対し

種馬の問題についての関心は、環境によって動機づけられさえずれば、早く

から発生し得ることを示している。

　小学校4、臥　6年において地域差がなく、東京の方がかえって悪いよう

であったのは、よくできる少数者の統計になってしまったからであり、中学

校においてば正答率も4｛｝％↓訊上になるのでテストとしてほじめて有効なも

のになるわけである。’なお一・般的に、ノ1、学校の設備や学力は都市と農村との

聞に差異が少く、中学校はそこに著しい差違が存在するものであるというこ

とも、このテス｝の結果を見る上に考慮しておかなければならない。

　2、性　　別

　新聞距離点数においても、男女の差は顕i著でなかったが、記事理解におい

てもこの差はほとんどないといってよい。たど傾向を見るためどちらの点数

が高いかだけを示すと、

　　　＼嘗年小4小5．，．・J・　6rp　1中2中3

　　　東京男　○　○　○　　　　○　○
　　　　　　女　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　男　　○　　　　　　○　　　　　　○　　○．
　　　神　崎
　　　　　　女　　’　　○　　　　　　○

　　　　　　男　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　○
　　　八　街
　　　　　　女　　○　　　　　　○　　　○　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　（点数の高い方に○をつける）

となり、一一一A般的にはその優劣をきめることができない。しかも、その点数は

全部が大体において近似しているのである。

『＿＿＿＿．．＿＿＿．＿一一tt
@tt一一t．＿．一．＿一＿一tttt　　ただ、男女のN常の関

！学年姓人数運動購の理騒…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心の違いが、理解点数に

　　小・塁1；　21　｝あら沸てく・號のあ
　　　　　．ttt　ttt．．ttttt　t．　tttttt．．t．．twwttttt．．t　tt　t．t　．　t．．　ttttt－tttttttt．　ttttt　ttt．ttttrm　I

　　申・婁ll　ll　iることを臆しておきた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い，左の表は、東京・神
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9，　（｝

崎の部分的な比較ではあるが、このように自動記事に証しては、男女の別に

より理解点数が大ぎく開いてくる。これは闘心の有無が理解力の差となって

あ　 ら　 妻　．）拷’1．　ゾ気＝ ｛iji1　 で　 ♪t｝）　 そ）　

。

　3居住歴

　居住地移動の有無は、新聞距離点数に関して顕著な差を示さず、はたして

子供を新聞へ接触させるのに役立っているかどうかについては、はなはだ懐

疑的であった。今これと記事理解点数との関係をみると、次の通りである。

　　　　　　　　東　　　　窟　　　　神　　　　囑　　　　八　　　　衡

　　　　　　　　鱒・・響聴翻・た轡しな輝，・た轡臆

数
鮮
麗
散

人
理
平
分

　
叫　

4

数
解
脱
押

入
理
平
分

　
雨

　
づ

数
解
均
欝

乎
理
平
分

　
蛤

　
づ

数
解
均
散

人
理
平
分

　
申

数
解
職
散

入
理
平
分

　
2

　
中

数
解
均
散

人
理
平
分

　
3

　
申

　
5
8
　フ
4
　

2
4

　
4
0
　
0
4
　フ
0

！
．
．
5
◆
，
3
・
’

3
0
1
4
8
6
4
3
3

　
！
3
　
　
1
　

1
4

　
2
1
　
　
　
9
　4
8
、

　
4
．
7
　

S
S
　4
ゐ
6

3
●
の
4
■
。
9
●
．

3
5
6
4
0
5
3
3
6

　
■
⊥
4
　
　
2
S
　
　
つ
｝
4

IS－

8．　07

！6．　08

　2
！］．．　6

6．　22

　9
13．　07

33．　42

11

16．　73

43．　62

　8
！4．　S

38．　75

　6

24．4

23，84

　
7
2
　
4
3
　9
7

　
1
3
　S
！
　
8
義

2
　
5
・
⇒
6
．
。

1
7
0
1
8
8
1
2
3

　
　
！
　
　
　
！
　

1
1

　
9
［
b
　
　
　
6
　
　
6
1

　
0
4
塩
　

2
9
　4
・
Q
り

　
・
．
○
．
「
3
’
・

1

1
6
8
1
1
4
！
3
5

　
1
2
　
2
6
　2
ハ
b

　
2
8
　
3
7
　4
7

　
2
5
　6
ら
　

3
4

7
■
■
5
．
・
2
■

3
8
8
3
0
6
3
2
0

　
　
1
　
！
2
　

！
3

　
一
工
　

3
4
　7
つ
…

　
Q
）
3
　
4
【
b
　

6
9

3
・
・
7
◆
．
3
・
’

3
4
8
3
4
9
3
9
0

　
1
1
　1
4
点
　
－
一
6

　
5
1
　
　S
　

1
9

　
0
0
　
5
2
　7
2

9
・
・
6
　

7
p
畠

1
0
3
1
4
9
1
5
フ

　
エ
ー
　

1
5
　1
1
　
7
6
　
3
S
　R
V
3

　
6
3
　
6
5
　
Q
9

2
■
．
9
曾
凸
4
．
巳

1
6
8
1
8
2
2
9
3

　
1
R
）
　
工
4
　
ー
ソ

　27　，

IO．　i9

ユ．7．Q工

　28
11．　46

34．　44
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！S．　57

63．　17

28

16．　2i

32．　04

20

1，7．　95’

騒．鳩

　やはり、移動の有無と理解点数との聞には、一・・：題した傾向も、また、顕著

な差も見出すことができない。ただ、東京と神崎の中学2年生における点数

の聞に有意の差が認められるだけである。

4醗書



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Rl．

それでは読書量は、新霊の記事理解に関係があるだろうか。

　1か月に本と難誌をそれぞれコ冊以下しか読まないグループと、それぞれ

2冊以王読むグループとに漉けて、理解点数の平均を求めると次のようにな

る。

　　　　　　東　　窟　　　神　　崎　　　 八　　街

　　　　　1勝以下　2珊・以上　ユ朋’以下　2朋’以上　1捌・以’ド　2：紐以上

　　　回数
　小4平均
　　　公敵

　　　人数：
t’t小5平；均

　　　分散

　　　入数
　小6平均
　　　分散

数
均
散

人
平
分

　
中

数
一
散

入
平
分

　
2

　
中

数
均
散

人
平
分

　
5

　
中

。

8

o

4

×6．　5

7．　26

4

12．　6

33．　25

ユ0

21．　S

42．66

34

9．　44

30．　36

42

11．　82

17．　40

44

13．　75

6！．　eo

27

16．　63

46．97

38

k9．　92

70．　24

2！

22．　29

45．　8S

3

6．e

32．　O

l1

9．　O

IO．　9．1

5

12．　0

2！．　6

　1
2i

　o

　4
・　15．　B

IOI．　26

　8
i7．　25

37．ユ9

29

8．　83

ユ8．83

20

ユ1．36

20．　93

．28

14．　i4

24．　93

2S

IS．　2

26．　56

32

！7．4フ

B2．　39

22

22．　09

S9．　73

3

8．　33

1エ．22

1e

9．　6

26．　64

0

　2
8．　5

4．0

　4
14．　25

42．　19

　6
18．　67

113．工9

33

9．　S8

14．　9rJ

主7

15．　O

Si．　06

37

15．　41

36．3i

23

ユ7．26

50．　26

19

19．　36

42．　01

15

20．　53

34．　82

神綺の中学ユ年における少数例を除外すれば、．他は総て2冊以上のグル・・

プの方が点が高く、読書量の多いものの方が少いものより理解度の高い傾向

を示している。とくに、東京の中学2年、八街の小学4年、申学ユ年におけ

る差は有意で、読書量と記事理解との聞には網関が認められる。この事清は

新聞への接触度の揚合とほぼ同様であるといえようg
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E　記事理解力と国語能力

　1学校の国藷の成績

　小学校における国語の成績を、5段階に分け、それぞれのグルー・プの記事

理解点数を比較してみよう。これは、ある意味では、記專理解カテス駆の妥

嶺性の検定でも．あるわけである。

　　　　　成績
壇域・学年’

　　　　小　　4

東　京　　小　5

　　　　小　　6

　　　　小　4

神　崎　　小　5

　　　　小　6

　　　　小　4

八　街　　小　5

　　　　小　6

　　　　　　（

　1
平均

　t・．6

　s，　e

IO．　O

（IO，　O）

（IO．　O）

10．　6

　7．　2

　7．　89

！1．！2

2

7，25

1G．　Sフ

12．　44

7．　3P．

9．　46

11．　31

8．　88

10．　C

8．　86

3

9．　5’6

上（）．32

15．　25

8，　38

1工．69

12．　SS

工G．58

U．　32

ユ4．39

　4

k4．　7

×3．　91

．！4．　93

C．17

10．　S

14．　6

10．　14

16．　4

ユ8．37

　Jr

（8．0）

（14．　S）

（23．0）

（！9．　0）

（12．　0）

20．　8

（24．　0）

　　　　　　　　　　　）内は入数が3名以下の少数例

　成績コ．のグループは八街の小学〔～年生を除き常に最下位にあり、成績2の

グルーープは東京の小学5年：龍を除き常にその次に位する、成績3と4のグル

Ptプは東京の小学6年、紳崎の小学5年、八術の小学蔓年：で順序が逆になっ

ているが、むしろ束：京の小学4乍と5年では両者の間に有意の差が認められ

る。また、成績2以下と成績4のグループの問には、東京の4年・5年、神

崎の6年、八街の5年・1～年において有意の叢が認められ、新聞の理解と学

校の国語成績との閥には高い相関がある。

　これを中学校の成績法で試みると、記事理解点数も1．OO点満，甑で4〈｝点以上

となって、もっとずっと相関が高くなって来るはずであるが、これにはそれ

は自明のこととして、検定しない。　　　　　　　　　　　　　　1

　2漢字および語藁の知識

新聞記事を理解するのに、漢字および語糞の知識が重要であることは言う



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sg

までもない。理解するということにとって、漢字および藷漿の知識はもっと

も根本：的なものであると慰われる。

　例によって、漢字と語彙を教科書用語と新聞用語とに分けて杉ぎ討してみ

る。

　（1）主として随隔教科書に多くあらわれる漢字と語彙の知識

　前に述べたごとく、国語教科書に多くあらわれる漢字と語彙に関するテス

｝の結果を、35点満点として計算し、漢字語彙力を測る尺度として、記事理

解との関係をみると、次のようにな5ている。

　　漢字語彙

学年・地域

　　　東　京

小4神　崎
　　　八　街

　　　東　京

小5　神　崎

　　　八　街

　　　東　京

小6　神　崎

　　　八　街

　　東　京
中1　神　崎

　　八　街

　　東　下

中2　神　崎

　　八　街

　　東　京

中5　神　崎

　　八　街

　5点
マデ

8．　36

8．　63

1e．　！3

io，　0

8．　67

1◎点

マデ

8．　97

8．　43

ie．　14

！1．　33

ii．　3S

9．　65

1O．フ9

7．フ5

kO．　5

9，　33

c9．　1，一i

！0．　7，J

15点
　・マデ

IC．　t13

フ．4

9．　25

12，7工

10．　64

1！．．　33

8．　！7

12．4フ

IO．　．！4

8．　Y7

13．　33

c．，．　8

！．　．x．　U

20点　　　　25点　　　　30点　　　　35点

マア　　マア　　マア　　マア

通．フ

！5．　S

］，4．　45

！2．i

12．　87

11．　，5

ユ4．63

12，6フ

ユ．3．0

，L　tl．　63

］．　；5　．　92

］．3．　0

ユ．6．23

1フ．5

2ユ．5

18．　83

i6．　7S

ユ！，G9

ユフ。2

i3．　1．1．

1フ．73

2ユ．．57

1L　Ei　C］

！6．　e

18．2フ

主7．2

i8．　0

16．　67

23．主2

jL8．　57

v？o．　o

18．　E，3

1g．．（se）

21．24

17．　18

2i．　67

18．　3

24．　71

24．43

23．ノ5

23，，　0

2！．．；．し4

25．　89

23．　lk

　漢字。語彙の点数を5点おきに区切ったため、体系朗な上昇傾向姓がやや

嚢｝くなっているカ：、　こAしを（コ．，｛1点マデ）（2‘｝、点マデ）（3｛｝ぷミーtデつ（3；～，点マデ）と
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区切ってグ7v・一ビングするならば、その上昇傾挿］性が鮮かにボされるであろ

う。また平均の差の有意性の検定をしてみると、小学4年生を除き、他は、

どの学年どの地域にも有意の差が検出され、理解点数と漢字・語藁力との相

関を物語っている。この点、新聞接触度の揚合と同じである。

71e

610

510

　　　　　　　　　　　　　　　42，／9i

4iO　．／／：　　　　　　　　　　　聖／　39．3

　　　　　　33．1　9．／’／

　　　　　　／
310．・z6．7．／／　“／／｛6s3

　　　　　　　29．1　　2’6．2

210

　　　　　　　　　／
　　　　　　537／

　　5αL∠ノ
　　　ゑ　　　／　　　　50．5

／／4Z8・

　66．8

　］t59．1

／
／

一一・ ｿ字・語麺に

　　おける理解点

…一一 w年における

　　理解点

（
爪
6
）

5
典
マ
デ

数点

へ
爪
5
）

10

L
マ
デ

解理

（
八
4
）

5
美
マ
デ

野　勤　導
　　　　　　　　　マ　い　　　　マ）マ）
デ　　　　デ　　　　　デ

（満点100としてあらわす）

（
中
3
＞

35

[
マ
デ

　（2）主として新聞に多くあらわれる漢字および語彙の知識

　次に新聞に多くあらわオしる繊字・語彙の知識と、記劇蟄解との関係を検討　．

しよう。
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八
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5点
マデ

8．　47

7．　68

ie．’15

8．　0

．！0，　OS

E．S

！2．　29

il．　43

9．　6

6．　8S

10麗
・マデ

9．　29

工0．0

9．　75

A．　93

1工．26

9．　74

9．　69

iO．　64

8．ユ7

／0．　73

k2　・33

10．　88

　　　　7．ユ6

10．　5　9．　33

15Aミ　　　£0点　　　　25点　　　　3◎点　　　　35点

マデ　　　・マ：プ

12．　5

7．　2

11．　，5

13．　31　：LS．　O

12．8　　kフ．O

JT2．　6！　！5．　S

10．　72　X．　57

13．　4　IS．　56

8．　0　14．　6

14．　0　15．　4

10．　37　！4．　67

　　　k2．　6

12．　5　i4．　88

×3．　5　IS．　11

　　　工5．2S

　　　13．　33

　　　よ三．67

’マア

i6．　46

22．　60

i8．　93

i4．　9

18．　S6

i6．　69

16．　I

i8．　7S

！8．　33

主6．0

14．　4

マア　　　　Yア

］．6．　67

20．　0

2！．6フ

18．　9

23．　6S

20．　0

21．　O

19．　64

17，　31

22，　6

26．　0

26．　58

24．　6

24．　4！

27．　58

28．　29

25．　07　’

　これも、5点おきに区切ったため、．ヒ昇の体系性が乱れているようである

が、10点までを等質の集閏と見て、（10点まで）（2（1点まで）（；5〔｝点まで）（36

点まで）とグル・一一ビングすれば、漢語・語彙点数と記事理解点数とが段階的

に平行して上昇して行くことがわかる。また、平均の差を検定すると、神崎

の小学4年・6年、八街の小学4年を除き、あとはすべて各地域学年を通じ

て平均の差に有意性が認められ、新聞の漢宇・語藁と新聞記纂理解との間に

高い相関の表）ることが知られる。

　（3）読書速度

　次に、読書速度と記事理解度との関係を見よう。

　新聞の記事を理解するのに読む速さは、欠くeとのできない必要条件のよ
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うに思われる。読むことの速いものが、果して理解度も高いかどうかを検回

してみよう。例によって、30行以内、31～6〔｝行、61行以上の三つのグルー

プをつくって、その理解点数をみると、

＼ぜ轟4八東、5八幽幽東鮎東瓢東、5八
行数　　　　京崎街京崎街京崎街京蒔街京崎街京聴街
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g．o　・g’　　　　　　　　　　　　　　　9．62　　　　　　　6．ll　　　　　　　　　　　g．s30

s
以
内
3
1
～
6
0
行
6
1
行
以
上

］S．28

6．94

8．5

9．41

IO．12

11．47

］1．79

1e．17　9．91　15．5　12．44

　］O．2　le．58　IZ2　11．g
13．7 15．e3 ］6．36 22．03

］O．67　］3．el　13．52　16．3　18．27

　12．96　13．36　1］．46　16．6g　16．25

］e．？s

IL34 ］3．15 rA．89 rts．97

　　　IS．83　20．5　26．07

15．25　18．08　］8．37　2e．69

　神崎の中学1年、八街の小学5年を除くと、抱は、総て、読んだ行数の多

いグル・・プが、少いグループより理解点数が高く、大体において、読書速度

と新聞記事理解とは一致する傾向を示している。

　さらに、読書速度をユ〔｝行おきのグル・・kプに分けてみると、神崎の小学6年

生を除き、各学年各地域を通じて平均の差に有意性の検禺されないものはな

く、読書速度と新聞理解との間に高い絹関関係のあることが知られる。

　　　　　　　　F　六事理解力と新聞距離点数

　各地域について、：新聞距離点を3点ずつ区切ってグル・・一ブをつくり、各グ

ル・・プの理解点数の平均を算出する。

　　　　　　　　　　　　東　　　　　京
　　　　＼　　学年　　　　　　　　　tJs　4　　’」、5　　tjs　6　　申1　　中2　　中3　　距離点＼＼、一＼
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　この表について確実に言えることは、新聞距離点数0点のもの、すなわち

新聞を見ないものは・地域学年を通じ、劔能なしに三三理解の点数がしもっと

も低くゾ・・方新聞距離点数15点以上のもの、すなわ・ら21種の記事中1礪以

上の記纂を読んでいるものは、傭じく側外なしに灘解点数がもっとも高いと
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いうことである。また新聞距離点数3点から：正2点までの各グループの間に

は、多少の出入りがあるにしても、大きな傾向としては、距離点の上昇と平

聴して理解点も上昇していることが見られる。特に、「3点まで」と「6点

まで」、および「9点まで」とrl．　X）点まで」の各グループを等質のグループと

して、「．1点～6点」「7点～12点dの二つのグループに組み直すならば、そ

の上昇傾向は一・欝明瞭になるであろう。平均点の有意差の検定をすると、

　　　東

神

八

泉　　　／三、学6！f・

　　中学1年

　　中学2年

中学3年

崎　　中学2年

中学3年

街　　 ノ」、学4勾三

　　小学5年

　　小学6年

中学1年

F【講評2勾三

珪ξ学3勾三

（6点まで）と（9点まで）

（6点まで）と（12点まで）

（6点まで）と（15点まで）

（12点まで）と（15点まで）

（6点まで）と（12点まで）（15点まで）

（9点まで）と（12点まで）（15点まで）

（6点まで）と（15点まで）

（9点まで）と（15点まで）

（12点まで）と（15点まで）

（6点まで）と（15点まで）

（9点まで）と（15点まで）

（0点）と（3点まで）（6点まで）

（3点まで）と（6点まで）

（3点まで）と（9点まで）（12点まで）

（6点まで）と（9点まで）（12点まで）

（3点まで）と12点まで）

（9点まで）と（12点まで）

（3点まで）と（12点まで）（15点まで）

（3点まで）と（12点まで）（15点まで）

（6点まで）と（15点まで）

（9点まで）と（12点まで）（15点まで）

の各グル・・一プの平均の間に有意の差が認められ、新聞距離点数と記事理解点

数との間に々よ率貨関カヨ友）ると考えらオしる。

　したガ：って、新聞に関心があり、接触する度合の高いものは、認事遡解力

も豊かであり、また記事理解力の豊：かなものは新聞への闘心も深いといえる

であろう。

，
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　また、新聞への関心と記事の理解力とが完全には一致していないというと

ころに、新聞記事の改良と、国語教育方法の改善との二つの問題が存在して

いるわけである。

　　　　V　マス・コミュニer　一ションの生活

　　　　　　　　A　事件をどのようにして知るか

　我々は新聞を通じて社会の禺来纂を知り、それに対して我kの今まで持っ

ている知識や経験を土台とし、更にものによっては勉強をした上である判断

を下すものである。

　しかし時・咳琶々の嵐来事をすべて同じように検討するわけにはゆかないの

で、多くの揚合は各種の新聞を比較することなどが行われる。だが自分の家

で多くの新聞をとることは実際的にできないので自分の家で購入している新

聞が主として社会の出来事を判断する唯一一一一の基礎付けになるといって間違は

ないだろう。もちろんラジオもきいているわけで、社会記事的事件などはそ

れで充分間に合うとしても政治上の大きな事件ともなると、ラジオでは解説

はするとしても、＝・。．　一一　7hで詳しく話す余裕もないし、きいても忘れてしま

うのが実状である。

　：新聞の一面や二面に我々にはぴんとひびかないが、根底的に生活にも：重大

な影響を与える政治上の出来事がかなり詳しくのっていても、ちょっと見風

しだけみて、はあ一こんなことかと、わかったつもりでいて、あとでこんな

ことにまであの事が関係があったのかと思う纂がしばし1よある。

　東京都の婦人についての…・昨年実施の調査丘も、新聞を読む余裕も充分に

ある高専卒以上の奥さん達でも行敷協定というような間接的な関心記事につ

いては、勿論大部分はきいた事のある名前だ位は思い戯しても、たった3割

弱位がこんな内容だとその主な内容を三つ位あげられるにすぎない。

　しかし丁渡少し自llに起きた富士銀行のギャング纂件のような慮接的Fx’sg心認、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，　1．

專についてぱ・、i新聞をろくによむ余裕もない小学校もでていないおかみさん

達のプ割がパリエルとだれかがどうしてこうしてと内容を詳しく知ってい

た。

　そこで、子供達が事件（鷹接、闇接γをどび）ように知っているか、新聞距

離点数（新聞を全体的にどの程度読んでいるか記慕別に採点したもの）と関

；速して：東：京、神崎について検討してみた。

　その結果は、1、2爽のごとくになっている。まず事件についての判断の

在り方について、そめ瀟件を知らないといったものをC判断、名前位はと叢，

かく知っているといったものをB判断、内容をよく知っているといったもの

をA判断とする。

　東京では、直接丸心事件としては鹿唐画件、間接関心裏漏としてぱ電簸ス

トをきいた。神崎では前者として秩父宮、後言として中共引揚をきいた。

　これは調査のあとづけにきいたのではあるが、子供に与える問題として必

ずしも適当であったかどうか、神崎の揚・念など中共引揚が間接的な意味で、

こちらでは卸したつもりでも、実際的に自分の旗や親類や知人に閣漏したこ

とになるので、癒：接的な要因がかなり入っていたように結果からして思われ

た。

　まずec？　，1に書えることは、　A判断の新降躍巨離点数がC判膨1より高くなって

いることで、暗闘をよくみているものが薩接、闇接を問わず内容をよく知っ

ていることが明らかにみとめられた。
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　6．ユ．　　　　S．8　　　　6。3

　6．2　6．7　7．5
　6．0　8．0　8．9
　6．3　9．6　IO．2
　G，　”7　］．O．　1　iO．　6
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　4．6　4．7　6．3
　4．8　6．3　7．4
　4．9　7．2　8．7
　5．2　8．6　9．6
　5．8　9．9　ll．2
　6．8　10．6　／l．，a
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S8．　6

63．　2

72．　0

藏接関心事件として秩父宮のことを聞いた

間接関心事：件として中共引揚のことを聞いた

86．　0

フ7．5

76．　e

63．　4

53．　0

5ユ。0

0

4．1

4．　4

15．　4

21．　4

20，9

！4．　20

18．　4

19．　6

2工．2

26．　6

28．　1

　暫時に学年別にみて、東京の直接関心事件を例にみるとA判断群が高学年

ほど高率で、小学4年6％、同6年17％、同6年：33％、申学匠年36％’、同

2年δ3％、睡3年68％となっていることである。これはなにも東京の薩接

的なものばかりにのみみられる現象ではなく、開接的なものにも、神崎につ

いても全く同じになっている。

　東京，神綺を通じてみて、小学4年で秩父寓について聞いた結果、C判eeff
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が22％で、摩羅の時死体の解剖をす一3一められたとか、色凌の事を小学4年：で

～1＞知っている…A判断が39％あっ～ヒ。

　これは、やはり、この宮が親1、さを覚える宮であったことが、うかがわれ、

興味が深い。

　これに比べて閥接約な関心事件としての竃煮ストは停電を伴ったにも拘ら

ず文化的圧力の高い東京の中学2年でもC判断33％、A　39％となっている

ことがみとめられた。　　　　　　　　　　　　　　　　、

　新聞がどのように子供達にまで、間接的ではあるが社会的基底をゆりうご

かすものを解り易く（具体的に）書くかが今後の大きな問題であろう。

　　　　　　　　　B　小。中学生のための新闘

　普通の新聞はなんといってもむずかしいので、子供達にとって、漫画など

はともかく政治、経済記事など一一i、二面には近寄りにくくなっている。前述

したように大人でも小学卒だけの入は記事別圃読率が高専卒以上の人の5分

の1以下を示している。

　そこで子供向きに小、中学生新聞が新聞桂から発行されているが、これら

ばどの位読まれているだちう。

　1小・中学生新聞を読んでいるか

　現在どの位小、中学生新聞を読んでいるかをみると、次表のごとくになっ

ている。

　　　　　　　　地域別　　　　　　学年別
　　　　　全体　　　　　　　　pa（」；〈　芋申【埼　 ノ、徒1　！」、4　　5　　　6　　FI．11　　2　　　3

　　1pt：lbi’2．　63．4・　38．1　78．2　73．0　69．1　s6．2　7z　9　6s．7　6g．　s　s6．7

　　総人数　817　262　2フ9　276　134　144　145　122　138　i34

　　　　　　　　　　（各総入数：を100％とする）

　子供が家庭で読むか、学校その他で読むかは別にして、ともかく読んでい

るものは令休的に63％、地域的には東京がその他の地域に比し著しく低いこ

殴は、そ・胞S）印馴琢が容易に手に入傭と共に燃歓り実際・噺齢戴まな
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ければ気がすまないようになっており、またその他の地域よりも早く：薪聞に

接近しているためとみられよう．

　学年別では小学6年が78％と最も高率を示し、巾学に入ればおとなの薪聞

を理解するかどうかは別にしてもかなり読むようになるためにかえって減少

するのであって、凸状の読まれ’方をしている。

　2いつ頃（何年生）から小・申学生斬聞を読みだしたか

　普通の新聞をともかく見たり読み始めるのは小学4年頃からであるが｛普

通の新聞は、大体において否応なく生活的に接近せざるを得ないのに対し

て、小、中学生新聞は家入にすすめられたり友だちが読んでいるのを見て、

おやこんなに読みよいものもあったかと家の入にせがんだり、学校にあるの

をみたりするわけで、その読み方は大分ちがっている。

　そんなわけで、読み始めの学年は大した相異はみられないが、普通の新聞

なら漫藤や広告、社会記事の見歯し位ですましているのに比べて、より深い

読み方をしてい．ることは考えられる。

　地域、性、学年別にみると、次表のごとくで、普通の新聞が小学4年でどうや

ら読み始めているのに、小、申学生新聞は小学4年でかなり読まれている。

年
数
警
舞
舞
窪
舞

　
　
答
学
　
　
　
　
　
学

学
績
圓
小
　
　
　
中

　
　
　
　
読
み
始
め
た
学
年

記入なし

　　　いつ頃（何年生）から読みだしたか

　　　　　　　（

ノ』、4年　　　 5年　　　　6年　　　中1年

　ISO　150　149　150
　68　80　le9　IOe
　l　（｛．　5）　1　（i．　3）　1　（O．　9）

　6（7．4）　3（2．8）　2（2．0）
32（47．1）　23（28．7）　20（18．3）　ll（11．0）

30（44．1）　39（48．8）　45（41．5）　31（51．0）

　　　　　17（21．2）　34（51．2）　33（35．e）

　　　　　　　　　6　（5．　5）　」9（19．　0）

　　　　　　　　　　　　　　4　（4．　0）

8．2，． 70

〔学年別〕

）内は回暦総：数をそれぞれ100としてみた％

40 ｛．o

2年
148

105

3年
14！

72

7　（6．　7）　tl　（5．　6）

12（11．4）　8（ll．1）

32（5e．5）　19（26．4）

27（25．7）　20（27．8）

17（16．2）　12（16．7）

IO　（9．　5）　8（11．1）

　　　　　1（1．4）

　43　e’・　69．



　地雪除
　性　　甥

　　総人数人数
　　回答者数
　　小ee　1年

読
み
始
め
た
単
・
年

　　2年

　　3年

　　4年

　　5年

　　6年

中学1年

　　2年

　　3年

　記入なし

　3小。中学生新聞をどうして凄み始めたのか

　そこで、どんな動機づけで小、申学生新聞を読み娼したか、全体的にみる

と友だちに積極的にすすめられて3．6％、友だちが読んでいるのをみて（消

極約推せん）54．2％、先生にすすめられて！5。0％、自分から（何かのおりに

みて）15．9％その樒11．4％となっている。

　なんといっても友達からの影響が圧倒的である事は、次表のごとく、地域

的にも学年的にも同様であるが、先生にすすめられての割合が神崎29．0％、

八街15。0％に比べ東京が13％と、がいして低くなっている。

小・中学隻新闘を読みはEめた動機（　）内は回讐総数をそれぞれ100としてみた％

　　　　　　　　　　性　騎　　　　学年別

　　　　　　　　　　男　　女　　　4年　　5年　　6年　　1年　　2年　　3年
　　　　　弄通義　　　　　数　　　　441　　　　　447　　　　　　isG　　　　　　l50　　　　　　］49　　　　　　150　　　　　　i48　　　　　　｝4！

　八　数　　　　　圖讐豪緻　251　　276　　67　　79　　109．　　98　　103　　7！
1友だちがす瓦めた　9（3覇　1⑪（3．fi）　4（6．e）　2（2，5）　；　（2．8＞　｝（｝．D）　6（i．8）　3（d．2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．，’・’〉

　　いつ頃（何年生）から読みだしたか　〔地酒・性riの

　　　　　　（　）内は園瞥総数をそれぞれ100としてみた％

　東　　　東　　　　　神　　　崎　　　　　八　　　衡

　鱒　　　　：女　　　　男　　　　二女　　　　聡　　　　：女

！51　156　144　Z48　146　i43　・
　65　65　88　12e　lel　97
0　1（1．6）　1（1．D　1（e．8）
2　（5，　1）　2　（5．　2）　2　（5，　2）　！　（O．　8）　2　（2．　e）　1　（1，　O）

12（18．5）　　IS（25．8）　　12（13．6）　　16（13．3）　　26（25．了）　　26（25．7）

21（32．3）　28（44．4）　21（25．9）　44（56．7）　21（20．8）　30（50．9）

！9（29．　2）　9（14．　5）　30（34．　1）　37（50．　8）　k6（1　5．　8）．　24（24．　7）

4　（6．　2）　6　（9．　5）　13（14．　8）　12（IO．　o）　一i　9（18．　8）　lg（18．　6）

3　（4．　6）　2’　（5．　2）　4　（4．　5）　6　（5．　0）　ll（　10．　9）　7　（7．　2）

4　（6．　2）　O　S　（5．　7）　3　（2．　5）　S　（5．　0）　！　（1．　0）

O　O　O　O　！（L　O）　0
86　93　S6　28　45　46

・2鷲藩難でい・3鋤・・繍）37剛・励・9励4・（50・e・堀…（獅
3先生から進められ　39q5・5）4BG4・5）】2（17．9）　9（ll．4＞　ii（IO．1）

4自　分　か　ら

5そ　　の　　他
　記　入　な　L．

43（17．i）　41（14．9）　7〈lg．4＞　ll（i3．9）　27（24．8）

26〈1＆4）　34（12．3）　7〈！g．4＞　ll（13．9＞　9（8．3＞

190　i71　・3S’　？1　・tg

22（22．d）　］2（ii．？）　13（18．3）

］5（i5．3）　］6（15．5）　g（il．3）

il（ll．3）　11de．7）　］1（15．5）

　52　　毒5　　7Q
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　4　どんな所が面白いのか

　小。中里生新聞が普通の新聞より接近しやすいのは、どんなわけであろう

か。

　企体的には、子供向き読物56．2％、漫師団．7％、教育的知的なもの23．E％、

圃情操的なもの15．4％、クイズ8．1％、その他35．2％となっている。

　これは普逓の新聞の子供欄の読物がぎごちないこと、漫爾が大人向きが多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
いことなどのため、大入のように毎日みられる新醗らしいもので面白いもの

が欲しいという子・供の要求を示しているようである。

　この傾向は性別にみても、学年別にも、地方別にも全く同様にみられるが、

次表のごとく、高学年ほど教育的なものの割合が上昇していることは普通の

新聞に比べて大いに骨違するところである。

　　　　　　　　　小・中学生日曜のどんな原が面良いか

　　　　　　　　　　　（　）内は回答総数をそれぞれ1GOとしてみた％

　　　　　　　　　勢　　　：女　　 4年　　5年　　6｛・r－　　1年　　2脅｛　　3磯三

　　総　　人　　数　　　紹　　　i・17　　｝50　　）50　　1・！9　　｝50　　1靱　　Ul

　　回答春数　　169，　　1程3　　3？　　55　　7T　　C5　　64　　43

1マ　ソ　ガ64（39・3）63〈31．D　25（67・．ff）23儘・7＞32（41．6＞2］（32・3）〕3（2S・1＞3（？・0＞

2　 子　イ畢秘　 「憩　 ぎ　読　 物　　13（39．⑪）　　7’8（42．6》　　　7（18．9）　　2〔｝（≡16．4）　　36（46．8）　　2雪（4…1．1）　　22（34．4）　　25（§9＿茎）

3ク　 イ　 ズ］3（3S．8）7（墨？．勘B　 ．lq，9）2（2．6）4（2，6＞8（12．5）5〈11．6＞

4A敦育的知的なもの29（1τ．2）29（15．8＞　0　　7（12．7＞　2（2．6）12（碧．毒）　9（ll．D　IG（23．3）

　B　　　　　〃　儀珪き鳶…的｝Lsこ唱の　　21（12．B）　　13　（9．8）　　　3　（8．i）　　17（39．9＞　　　3　（3．9）　　　2　（3．1）　　10（15．6）　　　4　（9．3）

5そ　 の　 他3鯉O．9）531雅e）9（24．2＞｝0（18．2）｝9（24．7＞］8（27．7｝2i（32．8）］0㈱．3）

6寵入なし279　264　B3　95　72　85　94　99

　5普通の新聞とくらべで、どう思いますか

　小・中学生新聞が普通の新聞への媒体として子供達に作られてはいるが、

それがどの位効果をもっているだろうか。

　全体的にみると普通の新聞より爾白い65．3％、陶じ位26．3％、つまらない

4．8％、わからない3．6％となって、ともかく媒介的役劉を果していることが

みとめら）れる9



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛7

　しかし、小・中学生新聞が子供を面白さだけでひきずって行くのでは普通

新聞以外の娯楽紙にIしるおけで、そのかねあいをどのようにするかが今後の

の1驚題であろうウ

　しかし、学年別にみると次表のごとく、面白いことは普通紙より面白いと

する割合が小6で．しりつめ、中学ユ年でt”，｝1：ilのきりがっき、以下商学年程減：

少していることである。今後の問題として、小・中学生新聞が本蟹ぞ的な社会

問題を具体的に生御こ解明することがのぞましい。

　　　　　普通の軍籍とくらべて、小・申学生沿海をどう思いますか

　　　　　　　　　　　　（　）内は囲答：総数をそれぞれ100としてみた％

　学　　　　年　　　　別　　　4年

　総人数］5s　圃　　啓　　渚　　数　　　7＃

1ふつうの新聞より面白い　　43（61，・9＞

2ふつうの紙聞と岡じくらい　i6（22．9＞

3ふつうの轡至澤胃よりつまらなし・2（2．9）

4わからない　　，（12．9）

5記入なし　99

5年
　ise

　給
62（74，7）

13（15．7）

5　（5．e）

3　（3．6）

6
ア

6年
　j荏9

　iO9

79（72．5）

2角く22．o）

3　（2．8）

3　（2．8）

4
0

1年

　15e

　le1

71（？g．3）

24（23．8）

3　（2．0）

4　（．f，g）

・鴫

2年
　148

　10e

46（4E．g）

40（su．e）

7　（7．0）

ア（7．＃〉

麹

3年
　141

　7C
39〈55．7＞

22（31．凄＞

6　（8．　6）

3　（4．3）

7
1

C　学校新聞・学級新聞

普通の新聞でともかくも桂会の動きを人kが知り生活の道しるべにするの

と懸章、学校にも学級にも生徒達のために薪聞が作られるようになった。こ

れは赴会科・国語科の単元に新聞があることにもよるが、新聞をつくるとや

はりそれを契機にお：互がもっと知り合い、学級、学校の様子ばかりでなく、

それを通じて社会に爵を開くようになる意味でみとめられてよいだろう。

　1学校。学級新聞を読みまナか

　友達が苦心して作った学校、学級の新聞を一一体どの位読んでいるだろう。

もちろんどんなふうに新聞が作られるようになっているかでちがうが、次表

のごとくで、th　kのものtt，として小学生はいつもできるたびに読む64％、とき

どき読む39％と、…応殆んどの生徒が眼を通しているg
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　学校。学級新聞を読む劇団は殆んど変らないが、やや学校新闇を読む腹台

が高くな：，ている。

　　　　　学校。学級薪聞を読む状況　　　（小学校だけについて）
　　　　　　　　　　　　　　（國甘心：数：をそれぞれ100としてみた％）

　読む度合　綴　場　全体　男　　女　東窟　神崎　八街小学4　5　　6
　㌔、つも1読　三重交蒋量聞　 S4．0　5i．3　5フ．0　81．2　30．B　47．3　4S．4　46．5　69．2

　むもの　　　　　学級彗訴聞　　53。9　・53．0　　64．6　　フ5．0　　48．6　　44．4　　65．7　　28．6　　フ2．3

とき胎鞭綱41．541．841．G18・36・．248．7卿5・．426．0
　読むもの　　　　　学級＝淳テ聞　　37．6　　36．8　　38．3　　13．2　　48．6　　49．6　　39．！　　53．6　　23，4

　ちっとも　学墨裟…浮1聞　 4．5　 6，9　 2．O　lO．5　 9．3　 4．　O．　6．9　 2．ユ　　4．8

　みな’、・
　　　　　挙慈渡新1｝舅　　9．6　　kO．2　　7．　i　　9，8　　2．8　　6．0　　5．2　　エ7．8　　4．3

　園国籍入鍵（学校）420　2±3　2Q7　k8　128　144　130　144　！46

　圓答総入湯（学級：）368　i8S　ユ83　112　i！！　l35　U5　U2　141

　地域別に入て、丈：化的圧力の高い東京の子・供が圧倒的に学狡新聞8ユ％、学

級薪聞75％いつもみているのに、比較的交化的圧力の低い神崎、八街はいず

れの場含も50％以下であることは、磁化的圧力の高いほど印届弦材に対する親

近性をもたらすものと考えちれうる．

　学年別では、学校薪聞については高学年ほど読む度合は小学4年獅％、同

5年47％、匿16年7｛｝％’と上．昇している。

　2学校。掌級瓢聞のどこが面凱・か

　普通の新聞や小、中学生新聞の面霞さはそれから与えられるものについて

の面白さであるが、学校、学級新聞となると大分様相がちがってくる。

　ともかく、：友達の事、t）”ri校や単糸及の纂がわかり、自・分tの書いたものがほカ・

の入にみられるわけなのだから、全体的にみると、（回答箸総数を1｛’｝0％と

して）創造的興味49．7％、漫画など37．2％、学校、学級社会に対する関心

2〔｝．7％、友達の作晶享受11。2％、その他14．3％となっており、自分達の新

聞だという感じがみとめられる。

　次に次表のごとく、各地域を通じみられる傾向感、葛学年ほどより大きな

歓会へのつながりを零める故かしどの場合でも学校・学級i薪聞への関心が低



　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　｛g
くこれにあきてしまう様獺がみられることである。すなおち、だんだん普通

の新聞の読者に移行するのである。

学校・学級旧聞のどこが面白いのですか

　　　　　　　　　（

　　学　　　　　　年

　　　　　総　　　数　　入　数
　　　　　團顕者数
1学校、学級、社会に対する関心

2創造的興味伯伽・ちのも碗作る）

3友達の作品享受
4マンガ、笑話等
5そ　　　の　　　他

　記　入　な’　し

璃
数
数

　
　
者

　
　
答

　
総
論数

性
　
人

（垂地域・小学意）

）は内圓答総数をそれぞれ100としてみた％

　4年
　’1．50

　｛es

19　（著8．1）

58　（55．　2）

4　（5．8）

4」．　（59．　0）

．L3　（．12．4）

45

1学校、学級社会に対する麗心

2創造酌回目（自分たちのdiのな痒る）

3友達の三野享受
4マンガ。笑話等
5そ　　　の　　　他
　記　　入　　な　　し

　5年
目1．巳0

　102
！2　（11．8）

5’9　（57．　8）

．i2　（IL8）

32　（51．4）

17　（16．7）

ttL8

　男
　227
　153
32　（20．　9）

66　（45．｛）

．］．9　（｛2．　4）

60　（59．　2）

26　（f6．3）

74

　6年
職49

　106
34　（51．5）

40　（57．0）

」9　（17．6）

44　（40．7）

i5’　（｛5　・9）

（1．L

　女
　222L｝

　総2
33　（20．　4）

91　（56．2）

ユ6（9．9）

sr7　（35．2）

20　（12．　5）

c）o

　3　学狡・学級新聞を読んでためになると思うか　（学校・学級新聞を作る

のを手伝ったことなどない人だけについて）

　学校・学級新聞をつくる子供達は、ともかくなんとか意味のあるよい新聞

を作ろうとしているわけだが、受取り手の子供達はそれをどう感じているだ

ろ5か。

　各地域の小学生総数は封9入で、その半数融％に当る’2tL1入が受取り手に

なっている。

　令体として、受取り手の53％は大いにためになるとし、繕％は少しはた

めになるとし、残り2％のみがちっとも役に立たないと感じている。

　性別にも、次表のごとく、女のかが59％と男（a．s％）より大いにためにな
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ると感じており、地域別、学年別にも全体と論じ傾向が窺われる。

　　　　学校・学級新聞を読んでたあになると繕いますか　　（全地域・小学生）

　　　　　　　　　（　）内は回答者数を100としてみた％

学　　　年　　　別

　　　総　　　数
人数　　　園答者数
1カ．・にためになる

2少しはためになる

3ちっとも役にたたない

　記　入　な　し

ト
じ
　
＼

製
ノ

　4年
　150
　76
40　（52．　6）

36　（47．4）

74

別
数

　5年
　ISO
　88
46　（52．　3）

42　（47．7）

62

　　　　　　　　総　　　　　　　数
　　　　　　　　回答者数
　　　　1大いにためになる

　　　　2少しはためになる

　　　　3ちっとも役にたたない

　　記　入　な　し

4　i訴聞をつくるのを進んで手伝った人について

（a）どんなわけでやりはじめたか。

（b）乎伝ってなにがためになった乏思いますか。

（C）どんなことが役にたったと恩いますか。

　　男

　227
　　122

58　（47．　5）

62　（50．8）

　2　（f．　7）

IOS

　6年
　工49

　78
43　（55．　1）

32　（41．0）

3　（3．　9）

7！

　女
　222
　120

7！　（59．　2）

48　（40．e）

i　（O．　8）
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（a）学校・学級旧聞をつくるのを進んで手伝った人は、どんなわけでやり・

はじめたか。まず受取り手だけですましている人が全体の54％だから、46％

の入がとも’かくも新聞をつくるのを手伝っているわけで、この中で積極的に

やっている入は38％で丁度金詰の4割である。

　その人たちぱどんな動機づけで新聞を積極的につくるのを手伝うようにな

ったか。全体的にみると、汝達力・ら進められて弧｝％、自発ド内に、面白そう

だから3蔓．3％、幽きだからユ2．ユ％、その他6．3％となっている。

　こNでも友達の影響が圧倒的にみられる、また人がやっているのをみると

やりたくノ：1こるのである。

　しかし、次表にみられるごとく、東塩以外の地域では受動的な動磯が圧倒



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ioi

的であるのに対して、東京では藤白そうだからという自縛的な動機づけが著

しく多いことは都市と農村との惟格の相異を思わせて面瞬い。

　　　　　　　　　どんなわけで手伝うようになったか

（薪聞を作るのをすすんで手伝った人について）　剛答総数を100としてみた％

　　学　　　　　　　年

　　　　　　総　　　数　　人　　数
　　　　　　回答者数

1受動的（他から進められた）

2自発的　A面白そう
　　　　　　B好ぎだから

　　　　　　Cその他

　記　入．な　し

学

人　　数

年
数
数

　
　
者

　
　
答

東

4年　　5年

50　50
36　le

　　　2（2臼．⑪）

36（iee．g）　s（se．g）

　　2（2e．e）

　　！q働

］4　．，，e

八

4年　　5年

50　51
23　30

1受動的（他から進められて）16（69．6）

2自発的　A面白そう
　　　　B好きだから6（26．b

　　　　Cその他　1（4．3）

記入なし．27

2i（7C．O）

4（13．3）

2　（S．7＞

3（le．e）

　”Zl

京

　6年

　54
　26

］］（42．3）

7（26．g）

5（19．2）

；（II．S）

　ezbO

衙

　6年
　尋5

　28
19（6T．9）

2（掬

5（17．9＞

2　（7“D

　］7

　　神　　　　崎

4年　　5年　　6年

　50　49　5e
　2　8　IC
2（105，e）　3（3？．5）　8（8e．O）

　　　　4（so．o＞　］〈ia．g）

　　　　　　　lqe．c）

　　］（12．i）

鰺　　　　4i 04

　（b）手伝ってなに

かためになったと凹い

ますか。

　新聞をつくるのをす

すんで手伝うζとは、

子供達の祉会行動に何

か役立ったかどうか、子供達はどう思っているだろう。

　全体的には、ためになった77．5％、ためにならない7。2％、わからない16．3

％と8割のものが何等かの意昧でξ受立ったとしていることは、学校．■学級新

聞がたX“つくるだけに終らているものでないことを示す。

　なお、地域別全体にみると、次表の如く、神崎、八衛では「ためになった

　　　　　……鯨……袖・・．…λ酬と朗がそれぞオ餅％・暁

iためになったと思う　71・1％84・1％82・2％i　と）1ミ京（7コー％）　より；堂多し．く多く

靴∵説1：：訓な・一
．闇　答　総　数90　　50　　96　i　こ軍事は東京では比較しr（何

（囲答総数最れそれ即とし’cタた％）　やかやと興味関心をもつものに
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恵まれているのに対し、神崎、八街のように比較して支化的庄力⑳低い溺で

は、新聞作成を手伝う事が社会的意識の拡大をもたらすこと多大であり、生

活社会への媒介物としての男好がかなり高くなっていると考えられよう。

　（C）どんなことが役にたったと思いますか

　新聞作成に手伝った入は8割近くがなにかに役立ったとなっているが、で

はどんな点で役に立ったであろうか。

　全体的にみると（回答者総数を／00％とすると）、社会的関心が高まった

22．5％、新聞の作り分を覚えた2コゆ［1一％、丈章が上手になった25，5％、その

他3S・4％となっている。

　学年別にみると、小学4年では社：会の見方が広くなった、文章が上：手にな

ったと28％のものがその効果を述べているが、小学5年になると文章が上手

になったということと共に、4年のとき7％の新聞の作り方を覚えたが28％

と上昇し、6年になってもその傾向は続いている。

　地方別では東京では新聞の作り方を覚えたことと捕時に38％のものが社会

的閣心が深まったといっているのに、神崎ではその度合は26％で、それより

丈章が上手になったことを30％が鴛っていることは画白い対照で、八街でも

同様丈章が上手になったことを35％がのべている。（東京では工3％）

　以上の事からして、新聞作威を手伝う事は赴会的関心を深めると同時に自

分が丈章をかく上にも役立ち、また、毎日自分の家庭に配達されてくる新聞

にも非常に関心を持つようになるわけで、その効巣は大いにあるとみとめら

れる。

　これ，は子供の意識そのものの調査で、実際の効；果そのものは別であるが、

子供の意識として・「丈章が上手にな・た」．ということをあげているのは、

学校・学級新聞の作成が、現在、県会科だけでなく、irしろ単語科の仕事と

して行われているためであろう。
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D　ラジオの利用

　マス・メディアのうち．t新聞とともに考えてみなければならないものは、

何といってもラジオである。新聞とラジオとは、ともに生活に必要な惰報を

伝え、教養の材料を提供し、娯楽にも奉仕し、究極においては匿1じ目的につ

ながっているといえよう。ただし、印旗と電波、視覚と穂覚、という異った

伝達方法1＝：の制約に」こって、それぞれ独自の機能をもっていることも確かで、

日常生活を営む．｝t一において、その任務が五いに二重なり合い袖い合うと同時に

また別個の役割を果していることも薯実である。少くなくとも現代生活を支

障なく遂行するためには、・．一・”h一だけでは不足であって、両者を合わせ用いな

ければならないと，慰われる。

　まず、ラジオの普及率をみるとt｝

　　　　　　　　　東　：京　　　　神　崎　　　　八　街　　　　｝汁

　　ある289（95％）258（91％）250（87％）797（9±％）
　　な　　　　し、　　　　！6　　（5％）　　　　26　　（9％）　　　　37　（13％）　　　　フ9　　（9％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
の通りで、圏忍者876人中、ラジオの機絨のある塚庭が約．9割、ない薮庭が

約揉割、海底高い普及率を示している。またこの揚合にも、東京における普

及率がもっとも高く、文化的圧力によって社会的緊張の強い地域では、その

要求が増大していることを示し、ている。特に、東京におけるラジオのない密

画に関しては、間借り生活のためにその要求が止むなく抑えられているとの

報告も少なくなく、実際の要求がより以上に高いことが知らiしる。　“

　こめラジオの普及率を新聞のそれと比較するとどうであろうか。新聞は、

　　　　　　　　　：東　）k　　　　神　崎　　　　八　街　　　　計

　　とる296（99．3％）261（97％）2フ3（93％）83G（98％）
　　とらない　　　2　（0．7％）　8’（3％）　　8（3％）　　18　（2％）

の通りて、ラジオに比べると遙かに王廻わっている。こ川よおそらく、経携；

的な問題、往居上の閥題およびその発達輿上の問題にその理譲；1を求めるべき

であろう。
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　ところで、その普及率に比し子供の接近率はどうであろうか。これは、一ド

の表に示す通りで、新聞に対しラジオへの接近率の方が遙かに高く、マス・

メディアとしての性格上の違いを顕i著に：示している。小学4・5年ですでに

6割に近い穂取率を示し、小学6年以上になると7割以上になっているのは

ラジオが新聞に比して、抵抗が少く、いかに親しみやすいかを物語るもので

ある。これは新聞の「まんが」「子供欄」が小学壬年から東京で6割以上の

接近率を示していたのと対比すべきもので、学年による上昇傾向も顕著には

見られず、聴取習慣は小学校ではほぼ頂点に達するもみと考えられる。視覚

的聴覚的訴えが子供に及ぼす力の大きいことは、改めて考えさせられる問題

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　薪聞・ラジオ援高率
　　　　　　　　　　　　　　（磁i答悉慧数を1．00としてみた％）

4
5
6
1
2
3

小
小
小
中
申
中

学
　
隼
　
明

野
襲
）

京
崎
街

東
神
八

地
域
別

男
女

姓
別

　毎
新　聞

25．　8％

3S．　7

4フ．6

S5．　0

フ2．3

70．　3

32．　0

28．　O

18．　0

　欝

ラジオ
5’7．　6

59．　5

77．　4

78．　2

フ2．4

79．　2

フ2．3

33，　2

A”8．　0

S5．　1　69．　4

4Z　2　73．0

とき’どき’

溜聞
6S．　5

60．　3

49．　6

4・2．　2

26．　3

28．　3

58．　O

C，　6．　0

72．　0

ラジオ
3S．　4

34．5

21．　2

！9．　fJ

23．　4

17．　0

26．　S

42．　S

38，　e

41．4　　　　2フ．0

50．G　　　　25．工

接近しない

営

農
3
3

　
［
○
　
（
」

‘
丁

碧

O
Oつ

」
7
　

0
0
0

1
0
　
6
Z
a

2．2

L6

ラジオ

フ．G

6．　5

1．　5

2．　3

4．2

3．8

2．2

4．3
k4．　e

3．フ

］二．9

　特に、ラジオを聞かないグループに関し、漸闘とラジオの普及率と接近率

の差を比べてみると、前者よIP後者が遜がに小さくなっているのは、家雄に

ラジオがなくてもどこかでラジオを聞いているものの多いことを示すもので

ある。これによっても、ラジオが子供にとって興味深い存在であることが了

解される。
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　次に、地域的にみると、東京が庄倒的に高くなっているのは、菊潤の場合

と共通であり、丈化繭環境が、マス・メディアへの接近に対して、いかに大

きな動機づけの役割を果しているかを示している。

．次に、男女の差が新聞と逆になっていることは、たとえその差が顯著では

ないにしても、爾者の性格上の違いを示すものとして興昧が深い。

　それでは、これほど関心の高いラジオを子供たちは、．1日にどの位の｝i寺間

をかけて聞くのであろうか。ここにも、新聞との違いが明瞭にあらわれてい

る。蒔間を認入した子供の中で、30分以内と書いたものはなく、新聞の揚合・

8tt）％が30分以内であったのに比べると、非常な違いである。

　　　　　　　　　小4　小5　小6　中1　中2　；．【二｝3i東京計紳崎計八街計
・・分以上…分・・…％22・36・・・・…9…2・・i…％・・7・・　・9・・

200分まで　　　　　37．122．320，6ユフ．3k9．7　17．4　1フ．0　25．8　2S．0

400分まで　　　　　 29．0　31．0　34．4　48．0　41．6　3フ．2　　38．2　 36．2　 37．0

400分以上　　　　　13．1　24．4　38．9　23．7　28．9　33．0　38，8　21．9　18．8

　しかも、それ班でなく．100分以内、のものは、金休を通じて僅かに13．7％にす

ぎず、200分までのものが22．4％、如｛〕分までのものが36．9％、4｛｝O分以上

のものが27．O％となっていて、異常な聴取率の高さを示している。このi数字

は、予供たちの内省による聴取時間であるから、実状をどの位反映している

かには多少の疑問がないではないが、この数字に信頼を置き得るとすれば、

それは、子供たちが学校・外繊の時間を除いて家庭にいる時には、ほとんど

ラジオが鳴り放しであって、がれらが、ほとんどラジオの中で生活している

実状を伝えていると老えてよかろう。確かにラジオはっけたまま放躍されて

いる揚舎が多いし、現在の住宅構造からいって、好むと妊まぬとにか一kわら

ず否応なしに聞えて来る揚合が多いのである。したがって、この與常に長い

聴取時間は、子供たちが積極的に注意を集中して聞いている時間を示すもの

ではないであろう1、、また1新聞の揚念のように、時｝尚の長さと関心。i理解の

深さとが対応していると考えるべきでもなかろ：）。

　要するに、小学魂・5年で5舗、小学6年以後になると7難以上の子供た



！06

ちが、3時間半以上もラジオを聞いし（いるということには、多少の問題が歯，

るように思われそ）。確かにラジオは現代生活に必要であり、ぜひこれに接近

するよう指導すべきではあるが、この聴取時間の実状から考えると、自由意

思による番組の選択がどの程度行われているか疑開であり、もし受動的に堕

性によって聞いていることが事実であるとすれば、自主的に思考し作業すべ

き他の貴：壷な生活の時間が破壊されることもおびただしいと思われる。ラジ

オの器械としての構造や、また現在の住宅構造からいって、聞きたい者だけ

が聞くというように行かない所に、教育上考曝すべき聞魎がひそんでいるよ

うである。

　次に、それでは、子供たちがどのような番組をどの位聞くのかを見よう。．

まず、聞いている番組が学年、地域、性によってどの位の広がりをもらてい

るかをみると次の表の通りである。

　　｝神崎i婁1　，1．

il八街屡：

ヒ」璽蓬
、4

5

…
、

…
バ

6

神崎

八街

東東

　
「
　
　
　
…

男
女
男
女

婁園雨中讐雛斗：；

4鋸33　、・罵穆：劉35“
24

’　26

…葱∫’－

’　22　”’

53

信
．
、

フ3

　　　　　　　　　3工i64
．㌔［＿．團墜哲⊥．…．iし、

1小i神帳婁÷・・　申鱗1婁1一測58ri
　　l八街…饗著16・、6・．　1八街1こ罫親』≧一86i

L巨蓮薫塾匿懐⊥＿i一㌔．魅菱垂下否⊥一」

。　　　　　　　　（数字は、聞いていると唱えた番組の種類数）

　闇いている番組の種類は、学年とともに多くなり，学年が高くなるにつれ

て、関心領域が広くなることを示している。また、地域的にみると、全体的

には東京がやはり多いようであるが、中1、中3だけが低いのはその理由が

申1神崎劇；li45
i天司罫鴛． hぬ

・i藁…腰園52
38
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分からない。ともかくも、神崎・八街において高学年になるほど東京に接近

し、あるいは凌駕しているのは新聞距離ノ点数が同じ仔馬をとt）ていたのと対

応して興味が深い。男女による叢ぱ取引でなく、どちらか蓼く醗1いていると・

ぱ一概に鷺えないようである。

　次に、子供たちがきまって聞いていると答えた番組を、上から2り位ぐらい

まで示すと次頁の表の通りである。

　このうち、各学年に共通するものは、「三三つの歌」「あちゃこ青春手帖」「子

供の暗間」「20の扉」「のど自慢！lF＝　＝L一ス」「笛吹き童子」駒う三軒両隣」

「とんち教室」「筑波太郎」の10種の番組であり、揉学年だけ欠けているも

のは、「白鳥騎士」「浪曲」「落語」「今週の明星」の4種の番組である。各学

年ほぼ2｛｝種の番組を拾った中で114種が重なっていることは、ラジオ番組の

選択には学年差が余りないことを示している。さらにこの14種の半数以上が

成人にとっても入気のある娯楽番組であることを思えば、薩接的娯楽的な番

組は年令や教養の差にかかわらず、惰緒的な訴えによって大衆を広く動員し

得ることを了解することができる。このことは、次章に示す映画にも共通し

ており、大衆的娯楽的番組はたとえそれが成人向きのものであっても、子供

は異常な興味を示すものである。ここに、聴取時間の長さと思わせ考えて、

教育上藩士すべき問題がある。

　しかし、そうはいっても、学年差が全然あらわれていないというわけでは

ない。’小学校では、やはり「ピーコポン太郎」「ロビンフッド」「ジロリンタ

ン物語」や「クイズ」などの子供向きの娯楽番組が聞かれているのに対1．、

中学になると、「新しい道」「録音ニュース」「ニュース解説」「話の根」など

の知的要素を必要とするもの、および、「君の名は」「ばら色の乙女達」「上

方演芸会」などの成人向き大衆娯楽ものが聞かれていて、やはり巾学の方が

大入に近づいている。

　要するに、Vス・コミュニケ・・一シrlンとしてのラジオと新聞の内審。ヒの婁
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いは、ラジオが新聞に比して、斑鍵的に多．く演習的関」O・に訴える娯楽番組を

下用し、大衆もまたそれにほとんど集中しているということである。もちろ

ん第二放選もあ三四種々の教饗的番組も組み入れてはあ漬）が、ゴールデン・

アワ陣はこぞって娯楽ものに重点を概き、ニュースや＝ユ詞ス解説はその闇

隙をねらって簡潔に流さないと粘粘がヒらない。さらに教養を月的とする番

組でさえ、ある程度情緒に動1幾づけする弓術が必要である。したがって、大

衆にとって、新聞は情報を精しく知り、批界の問題を考える手懸りとなるが、

ラジオはどちらかといえば娯楽の道具に漿している感がなV；でもない。子供

における聴取番組を調べた結果でぱ、このことが痛感されるのであり、子供

は構緒言関心を満足させる手段としてラジオを利用している爾が多い。

　　　　　　　　　　　　E　映圃の利用

　マス・メディアのうち■映画もまた現代の生活に大きな影響力をもってい

る。1：ヨ本における映画観覧率は、園幌エ入が年に12嗣すなわち月に1颯行く

割合だといわれるが、この数字の僧頼慶はともかくとして、すでに映醐が爵

民の生活に深く棋を下ろしている八二を物語るものである。

　このように、生活に密接し、ている映醐に対し子供たちはどのような接近を

しているであろうか。「学校で見る以外に、1か月に大体何回ぐらい映画を

見ますか」という問いに対する答ぱ、次の通りである。

　　　　　　　　　／！・4　ノ」、5　／」、6　Fl’al　l’i－12　 il・13　1　舞ミ：芳（　宇1｛擢碕1　ノ又街

　　　　　　　　　　％．　li　　　　　　　　　　　　　　　　k！．7　12．8　11．3　1　8．2　iL　78　！6．3　　　　　　　　　　　　　　！6．　7行力蒐な：しi　　　　　　ユ○．2　 9．2

構調即答り2・・843，・37…ユ・428・・423・・｝33・・i29・・36・・

月iこ11亘l　ll．612．610．l17．2ユ3．S19、Oli3．4！4．913．6

月に2rm　33。3×6．623．S　I＄．929’835，2　3！．525．319．8
月に3填1以上　　 23．！　！？．9　！2．！　13．8　15．S　lO．6、　13．8　19．0　ユ3．9

全然見ない、ものは・大体重害斜度・月颯以現るものは・小学4年で5

割以上・5年で3舗以上、6年で4割、中学1年で3罰、中学2年で4下半、

申学3年で4割半という数竿は、子供たちがいかに映画をたくさん見るかを



1．1（｝

示すものだと思われる。しかも学年による難が見えないが、uのことは映画

が精神癸達に関係なく、低学年の子供にも訴え、広く大衆を動員するカのあ

ることを意味するもので、それだけに低学年から高い観覧率を示すのであろ

う。この点、ラジオの「三つの歌」「あちゃこ育春手帖」などヵ：予供にもっ

とも入気があるグ）と、岡じ性格である。

　また、地域的に見ると、八街の観覧率がやや低いが、東京と神崎とがほぼ

同じ、あるいは神崎の方がやや高くさえあることは驚くべきことである。見

ないものの数ぱ神崎がやや少いが、月3國以上見るものは神崎の方がずっと

高い。しかも神崎には正式の映画常設館がなく、塞き倉庫を利角した立見の

磁心映画揚が1軒あるにすぎず、したがって映画の本数も至って少い。比較

的新しい映画を見たいものは、汽：車にのって佐原に嵐かけるそうであるが、こ

のような不便な環境にもかかわらずs全体として東京を凌ぐほどの観覧率を

示し．ていることは驚異というほかはない。常設館が3軒ある八街が神威に及

ばないことを考えれば、かえって巡回映画の方が選択の自由がないだけに、

来れば必ず見る人が多くなるのであろうか。それは、ともかくとして、映画

館のない地方でも、映画は相当に普及し、子供たちがそれに非常に関心をも

っている現状が、以上によって知られるのである。

　次に、子供たちは、映画を見るのに、どのような方法で見るのであろうか。

つまり、これは家の人と行くか、友入あるいは自分1入で行くかの閥題であ

る。

　　　　　　　　　／∫、4　／」、5　 ，・v、6　　1＝t－i1　　「｛42　　rb　3　1　東醤（　率印直｝奇　ノk律f

　　　　　　　　　　％　i　％　家の人と行く　S6・548・・S　43・・942・±建5227・2i56・522・　244・O

歎犠脅いは43・・6…556・・57・964・・8・…1・3・5・’…866…

　これによると、籏入と行く率は、低学年から高学年になるにつれて次第に

低くなり、中学3年では7割以上び）ものが、友人と誘い合わせて、あるいは

単独で映画を見ていることになる。しかし、このことは学年差より地域差の

方が鷺かに大きい，東京では全体の半数以上が家人と見に行くが、八街・神

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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崎では半数以下、特に神崎では小学4年で僅か28％のものが、籏人に速れて

行かれるにすぎず、あとの72％は子供の自曲に放任されている状態である。

東京では逆に家入に連れて行かれるもの92％、友人あるいは単独で行くもの

S％となっている。

　すなわち1映漸の観覧は、都会ほど壌の監視下におかれ、田舎ほど子供の

自由に放任されている。これは競の職業、および地理的社会的環境1から来る

必然であろうが、このことは映画を見る態度の違いを少からず暗示している

と、慰牙：）れる“

　…・体、神崎では、上映本数が少く、しかも大半は「東海二十八人衆」式の

大衆的娯楽的な映爾が巡回してくるため、佐原に繊掛けるものを除いては、

ほとんど選択の余地がない。しかも、家人がある程度子供の自由にまかせて

いるとすれば、子供たちは批判や選択の余地なく、ただ受動的に興味の赴く

ままに映画に接近して行く以外に方法ぱない。東京でぱ、映爾の本数も多く、

i｝｛た家入と同行するものが多いとすれば、家人が子供のために意識的に積極

的に選択しないまでも、そこにはある程度の選択が自ら行われていると見な

ければならない。つまり、都会地においては、教育的に映画指導；する余地が

あるが、田禽ではそれがほとんどなく、子供たちが映画に接する態度、ある

いは映漸から受けるものの意義が、環境により違って来ていると考えられ

る。

　さて、それでは、子供たちはどんな映薗を感心して見ているだろうか。

F近ごろ見た映画で良かったものは何ですか」という問いに対する答を分類

してみると》次のようになる。

　　　　　　総数　　邦画　　洋圃　　　　　　　総数　　邦画　　洋画

　　　東京IG8　55　53　　男　143　83’　60

　　　神崎654817　女84572フ　　　ノ＼　　街　　　73　　　　　5！　　　　　22

　すなわち、男の方に洋爾が多いgζれも、やはり、男の方が女に比して知
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識的関心の広いことを示すものであろう。

　具休的に、個々の映画題囲をみると、．9人以王0）ものが媒いといったのは

下表の通りである。これについては種々の解釈がなされようが、大体におい

　　　上位の映画名　 〔3入以上良いといったもの〕○印は洋画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　騨　　　　崎

1　紅涙草
2　りんご園の少：女

3　弥太郎笠

4東灘ント八人衆

5　二入の懸

6巣鴨の母

7牛若丸
8稲　　i妻

9勘太郎月夜

10　二P一一ス

U　びっくり三騒士

！2　野口英世

／3　マ　ン　ガ

14　生きる

15　大仏砲眼

16鞍罵天狗

17　母の罪
18　あの丘越えて

190矛リソピック

2◎母子船
21　我家はたのし

入

4
6
9
9
8
6
6
0
9
6
S
5
5
4
4
4
填
4
3
3
3

4
2
1
1
1
ー
ユ
ー

　　八　　　　　街

10荒原の凱歌

2　二入の瞳

3　やまびと挙隅

4巣鴨の母

50五入の兄弟

6　東海こ十八人衆

幽7三太物語

80折れた矢

90赤1、・河

10　弥太郎笠

！1牛若丸
12　愚の那
130硫：黄鵬の砂

14　母二野

15　さくらんぼ大将

160烙　　印　　一

170僕の愛犬

18　ひめゆりの塔

19　若様まカ㍉り通る

200落日の決闘

2三忘れられた子ら

　　　（洋颪1本）

て神崎では母物、少女物、

やヴァライテKが禺て来て、

（洋画8本）

人

6
7
0
7
．
6
9
8
、
8
7
6
6
5
5
S
5
4
、
3
3
3
3
3

4
3
3
1
｛
1

　　東　　　　H．．

1康爆の子
2　楽しきカン’平君

3　りんご園の少：女

40・ミソビ

56ピノキオ

6総細孔初な

7牛若丸
80硫黄農の砂

90ベノ1！リソ陥落

100ケ日や草原

11鞍馬天狗

12　生きる

13　三太物語

14　飛びっちょ判窟

150黒騎士

人

4
．
9
n
b
O
？
6

4
3
3
2
ー
ユ2
！
0
0
9
8
8
6
6

1
1
山
l
1

160艦長：ホーレ’一シH嬢

170タ7／1ノタニヤン

18　お茶濱けの昧

19　母二人

200アパヅチ砦

21　ニュース

220拳銃の町
23　　氏｝：は泣き艮【｛一”志：

240ミ多琵賊黒馬蜂蒙

250風と共に虫りぬ

　　（洋両12本）

4
4
4
4
4
3
3
3
3

臼本のチャンバラ物が餓立っており、八街ではや

　これに西部劇活劇がプ醐つり、東京では丈芸物が



上位で男茅（女子）のみ、或ぱ、男子（女子）が特に支持したもの

　　　　　　　　　　　　　　　　（○印は洋画）

　　　男　　　　子

10荒野の凱歌
2　東海二十八入衆

3　凍爆の子4　’

n硫黄se，の砂

5　弥太郎笠
6　紅　涙　箪
7　鞍馬天狗
8　牛　Yn”　丸
9　　りんご園の小女

1GOベルリン陥落

110宝　　　 島

120バ　ソ　ビ
130ピノ　キオ
14　三太物語
15　　楽しき・ヵン平君　　．

16　二人の瞳
17　勘太郎目隠
18　　　糠のない子と子のない母rと

pg　生　ぎ　る

200流戴黒馬隊
2エ　武蔵と小次郎

22　野L臼　英世

230烙　　　印
240ダルタニヤソ

250折れた矢
260黒　騎　土
27　　　飛てメっちょ彗堪窟

280i落Elの決闘
　郷16本、　洋エ2本
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1
1
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l
ー
ユ

3
2
1
1

　
　
　
　
！

　　　女　　　　子

1　　りんご園の少女

2　二人の瞳
3　楽しき・カン口幅

4　巣鴨の母
5　紅　 涙　 草

6　原爆の子
7　牛　若　　丸

80荒；東の鐸し歌

9　弥太郎笠
10　　糠のない子と子のない舞と

110バ　　ン　　ビ

12　稲　　　誕
13　母　 の　罪

140五入の兄弟
15　0　　ピ　　 ノ　　キ　　 オ“

16　0　訪ミ　　　、，、　　　渉4

17　母　 二　 人

18　三太物語
19　生　 き・　る

20　お茶山の様
21　母は泣き叫ぶ

220折れた矢
23　i飛びっちょ三富

23　　さくらんぼ大将

24　母　 子　船

　邦18本、　洋6本

0
9
1
0
0
5
0
7
2
0
0
9
9
8
δ
7
フ
7
6
5
4
4
4
嘆
3

S
4
3
3
3
2
2
主
1
1
1

網当に増えて来る。これは前に述べた選択の自由の有無が地域によって異る

ことに原照があろうが、それだけに映藺の普及に関し、社会的教育的に種A・
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の問題があるように思われる。

　男女の別では、男が活劇胃険ものをより多く、女が母ものをより多くあげ

ている点に、その性格上の差が認められる。

　　　　　　　　　　　　F　読書生活

　子供たちの本。雑誌に対する接近のしかたはどうであろうか。まず参考の

ため、壕庭における蔵書および雑誌をとっている状況を調べると、

　　　　　　　　東京　神崎　八街　　　　　　　　　　　東京　神崎　街八

　　　　　　　　　　　％　ei．i　　　20さつ」以下　　16．8　22．9　24．3　　雑　とってL・る　　72．　0　62．9　62．B
蔵

　　1eOさつまで　3フ．643．　247．　9’　誌　とって1、・ない28．03フ．137．3
書100さつ以上40．・626．・927．8

　　　　　　　　　　　　　　　　（團啓総撒をそれぞれ1GOとしてみた％）

の通りで、やはり東京の家庭の’方が、梱対的に文化的Vベルが高いといって

よさそうである。

　さて、それでは、子供たちは】．か月にどのeくらい本と雑誌を読むだろう

か。学年別にみると、

　　　　　　’」、4．　　　’』、5　　　4、6　　　中董　　　中2　　　申5

　　　　　本　雑誌　　木　雑誌　　本　雑誌　　本　奈窪誌　　本　雑誌　　本　雑誌

　　　　　　％
1さっ以下　9．417．928．124．513．6U．3　24．22G．O　l9．O18．640，930．4

2さっ以上　　91一．682．1　　7i．9　75．5　　86．4　88．7　　75．880．0　　81．081．5　　B9．1　69．6

　　　　　　　　　　　　　（圃答総数をそれぞれ100としてみた％）

となって、全体の大体8割解後のものがそれぞれ2さつ以上読んでいる。し

かも、分類の都合上2さつ以上としたのであるが、実際には月に2さっと答

えたものより3さっ以上と答えたものの方が遙かに多いのであって、実は6

割以上のものがそれぞれ3さつ以上読んでおり、これは桐i当に高い読書量だ

と考えるべきである。しかも、学年による上昇傾向が見られず、小学4年に

おいて最も高く、中学3傘に：おいてもっとも低いという逆現象さえ示してい

るのは興味が深い“これは、中学3年が入挙試験を控えていること、および・
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選択力ζ読みの深さが増して来たこと、のごつの薗からその理由を考え．るべ

きだと思うが、後に示す読書内容から判断すると、どうも前者にその理由が

あるらしい。ともかくも、低学年から読書量の多いことは、よい傾尚のよう

に見えるが、これも後に示す通り、その内容を見ると、新聞における「まん

が」への興味と軌を一一・一つにするものであるらしい。またそれだけに、読書量

が多いという理由も了解されるのである。

　地域的にみると、次の通りである。

　　　　｝藩1二奉鐙E無蓋⊥Ill轟1全遜l

　　　　　I”’．．．”’．”Mli，T’，iiff’mm　”　i　wwti’61　，’9k’1－i’1－i　i　T”2Mil’4””　2b’i　V’　L’　”’　2tilma7－rm2irm．　g

　　　　ttt－t　tt．t一一．ttt一一tt．nvumtltt．t．t　．．i．．＝．．．　tt－t．7Th”　tTt’ttttl／ttttttww　ttt　ttt　t’tt’tU””　”ttt　t　ttttttttt　t　t”　tumttttnvtttt

　　　　．．3．楽2嚇．＿L．『『1王…甲ニヨ．一，．で：黛26・『．．，L堕慮．聖＿

　やはり東京の方が高いが、伸崎・八街も決して低くはなく、特に雑誌にな

ると東京に非常に近づいて来ている。前にのべた野庭でとっている雑誌の量

（これは必しも子供4）雑誌でなく大人のものを含んでいる）に比して、実際

に読んでいる雑誌が遙かに多いのは、子供たちが、弓庭になくても、図書館、

学級交朧、友入との交換などの方法によって、読む機会を多くもっている実

状を示すのであろう。映画館はなくとal　，映画を見る回数が東京に近づいて

いるのと岡じで、興味にまかせて本や雑誌の団覧が相当頻繁に行われている

と’考えら2しそ）o

　次に、男女の別をみると、

　　　…遍1！講1∴lli寵ll鑑⊥避蕊1

　　　i1さつ以下　25。0％2S．・S　120．．6・5．5、

　　　：．．云ら屍⊥ラ・・b”『””iz’Jg…・9・・484・・

となって、女の方がより多く読んでいることは、映爾と対照的で興味が深い。
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それでは・子供たちはどんな本を読んで㍉・るのであるう．に醜か月に

読んだ本の名」をできるだけ多く書いてもらった結果によると、異った本の

冊数は、次のごとくであった。

　　　各学年の冊数

瞥磁男年女㌦㌦囑辱女㌦㌦溺轡醗
　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　の　　　　　　　　の
ノjx　4　年　196　　ユ2！　119　　56　　34　　3S　三le　　S7　　72　　89　　56　　Si　　　46　　　33　　　1！フ

／jx　5　5f1　！67　94　9．9　66　31　46　6S　44　39　98　52　61　43　d　27　97

／jN　6’　dyl　239　139　148　82　S4　49　12i　67　8tu　±i2　63　GB　52’　32　155

；i－i　1　．iLli　238　2e9　164　102　29　8S　U4　S3　74　78　45　43　50　3S　S3

il－i　2　．一tl：’　282　」．27　！88　93　37　66　120　53　82　146　68　85　63　29　i90

il－i　5　．’，’1＝．　342　179　20S　177　71　121　111　68　5i　xxS　S6　66　47　36　259

　これば、「できるだけ多く」という教示によるものであるから、読んだ本

の金数ではもちろんないが、ともかくも学年とともに、読む：本にヴァラィテ

ィが出て来ていることはうかがえるようである。特に＄入以上があげた本と

1人しかあげなかった本との比率を検討すると、低学年においては比較白糖

一の本に集中するが、高学年になるにつれて、次第に分激する傾向を示して

いる。これはすなわち、高学年になると、読める本が増し、それに伴って選

択が行われるという旧情を示していると思われる。

　本の内容を、大まかに分類してみる　と、の逓りである。

各学年の読み物の種別

雑　　　誌

童　　　話

少年少女小説

マ　　ン　　ガ

小説（大入向）

伝　　　記

学習関係
科学関係
そ　の　他

小4年

36　（1）

32

75

32

1

7

5

2

6

5年
42　（1）

18

6フ

16

0

18

4

i

！

（

6年

4工（1）

14

128

22

1

22

　5

　±

　E

）の中の数は大人向の雑誌

中三年

32　（3）

i

i49

7　’

9

26

　7

　2
’賑

　2年

36（1め

k

i72

5

30

エ8

　フ

　8

　S

　3年

Sl（2！）

o

］．86

2

6工

16

12

　6

　s
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　実際の本を確かめることができないものがあるため、箪話や少年少女小説

に分類したものの中にも、まんが風に書かれたものが、入っているかも知れ・

ない。しかし、それはともかくとして、全：体を通覧する時、理科的・社会科

的な読みものより、物語の筋を仁心とした興昧に訴える読み物が圧倒的に多

いことは著しい現象であると思われる。なお、中学2・3年になると、やや

成入向きの読み物へ展開して来る傾向が見えることも注意される。

　次tc　．，…・kの読み物を具体的に検討してみると、（別表上位読みもの参照）

何といっても一…番多く読まれているのは雑誌である。その雑誌も、自分の学

年より響町低度のものまで読む傾向があり、たとえば小学4年目幼年クラブ

を24人、小学6年で16入も読んでいるのは注意すべきで、まさに手あたり次

第の感がある。特にこの傾向‘柔肌綺・八街において著しい。次にマンガが多

くの読者を獲得していることも顕著な傾向である。小学4年で58人、小学5

布で7：嫉、小学6年で73入、中学】年で鰯入、中学2年で網入という数字

は、罰して少ないとは書えないが、実際には「白雪姫」や「リンゴ園の少女」

といラ本の名であげられたものの申にも、・‘1ンが物語のあるCとを思えば、

もっと上園るはずである。雑誌や、マンガへの入気は、結局、9 ﾀ易な視覚的

直接的娯楽的興味に支えられていると考えてもそれほど誤ってはいないであ

ろうし、その他の童話、少年少女小説も多分にこの傾肉をもっており、読書

量が各地域とも非常に高い原因も、このような根強い関心に動機づけしてい

る所に，あるのであろう。ラジオ、映画と岡じく、雑誌、本に対する子供たち

の熱意が、新聞に比較してはるかに大きいのは、これらがすべてこのような

野州へ直接訴えているからに違いない。

　申学3年の内容をみると、大衆読み物はもちろんのことながら、丈芸もの

も著しく増えて、大入の読書に接近して来ているようである。しかし、よく

。検討してみると、中学3年でも科学的なものや思索的なものぱ案外読まれて

いない。
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　各学隼の上位読み物の調査

　　小学4年

　　　　　　　　神崎No　本　の　名

　　　　　　　人　36人
1小学4年

　　　　　　　　32
2おもしろぶつく62221ユ0

　　　　　　　　25
3マy　ガ
　　　　　　　　17
4少　 女　 371｝16
　　　　　　　　15
5幼年クラブ24　5110

　　　　　　　　　6
6　少女ブック　22　　　i　6

　　　　　　　　　7
8少年クラブig　4　i　3
　　　　　　　　　s
8少　　年　 17　41　1
　　　　　　　　　6
9’ノ」、学5年　　13　3｝　3

　　　　　　　　　3
10蟹険ヨ三　ll　3｝

11三銃士　且　1
　　　　　　　　　5
12太陽少年　　10　3｝2

　　　　　　　　　6
13　少年画報　　’10　　4i　l

14野縣英世　1G　｝
　　　　　　　　　2
15少年ターザン9　2i
　　　　　　　　　7
16少女クラブ　9　1フ
　　　　　　　　　2
17少女サmン8　12
　　　　　　　　　1
18章　語　フ　｝1
　　　　　　　　　3
19ノ］、学2三1｛　　6　11　2

20　／」、学6瀦三　　　6　　　i

　　　　　　　　　l
21ノ」、学：3壬1三　　6　　｝　1

　　　　　　　　　5
22みつまめ姫　6　1｝4
　　　　　　　　　t

23エヂソソ　　6　｛、
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No　本　の　名

24　リンカーy

25　iJ、学1年　　　　5

26少女世界　　5

27怪人どくろ団4

28宝　　島　　4

29野球少年　　4

30　おやゆび姫　　4

31よ、｝子3年生4

32サザエさん　4

33イソップ物語4

34青い鳥　4

35シンデレラ　4．

36ろば物語　　4

37せむしの小馬4

38　乞＝食ヨE…こヨニ　　　4

39漫画と読み物4

40少年王奢　　3

41　三三｛拝フ．ツク　　3

婆2こ ﾊし物語3

43人閣椅子　　3

44geビ噛ン！フツド3

45　家なき・ジ呂　　　　3

46　白　雪　女臣　　　　3
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　小学5年

No　本　の　名

3rマyカ’　71．

4少　　女

5少　　年　　2フ

6太陽少年　　25

7少女ブヅク24

8少女クラブ21

9冒険三E　！8

10少年クラブ16

11野球少年　　15

12少年画報　　！！

19少：女糎界

20ノミ　ソ　ビ

2：L　ノ」、　公　零二

22少女の友
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　　紳崎名

人　32人

　　40

男1女男1女男｝女

八街

32入

2S

N・本の名鱗
　　　　　　　　1人
23／」、学4ニド　　 6

24緑を尋ねて3千蝿6
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43にんじん　　3

44即興詩入　　3

45た嫡くらべ3
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　　　　　　　　神崎No　本　の　名

2噸罐・贈轟
　　　　　　　　タ
23諌　　海　　5　14
　　　　　　　　5
24入試問題　　5　i5

八街　東京

男1女男！女男｝女

　　　　　　　入

　
1

八

よ

結

N。本の名　御崎　八街　東京
　　　　　　　、琴引女男i女場1女
　　　　　　人　　　　　　　　　3人
46三つの物語　3　　｝　　　i　　　l3
　　　　　　　　　　　　　　3
47小さき・花々　3　i　　！　　｝3

び

　　　　　　　A　この調査を通して、わかつアここと

　τ．　子供の新聞閲読の度合は、農住地域の支化的圧力の高いほど、家庭の

丈化度の高いほど高度となっていることが、東京、千葉両地域を比較検討し

た結果として明ら．かにみとめられた。

　2．新聞への関心と記事の理解力とはだいたい平行して発達している。

　3．新聞経験は、次のような条件をそなえている子供が豊かである。

（a）［臨画能力のあるもの

　　　これは、高学年のもの、圏語成績のよいもの、漢字語藁の豊かなもの

　　読書速優の速いものが、新聞への接触度、理解度が高いことによって知

　　られる。

（b）社会的意識の開けているもの

　　　これ，は、東：京のノJ、中≧静生、言売華搾油の多いもの、丈イヒ程度の高いもの、

　　マス・コミュ＝ケ・・シE－1ン経験の豊かなものなどが、新聞への接触度、

　　理解度が高しぐことによって知嚇℃る。

（C）新聞を読む習慣の三遠する慮接の原困は、関心領域が広く国語のカが

　　豊かな人間そのものの成長の中にあると考えられる。新聞を読む習慣と

　　網関の見られる種々の要因も、結局は人間成長をうながす原困であると

　　ともに、’成長した入歯から生ずる当然の結果であって、新聞と諸要因と

　　は、入間構造の発遂を獣心と1「て、因となり果となりつつ関連し、ている

　　というべきである“



t

’1　2；pt｝

B　この調査から希望されること

　1．新聞がまんが欄、子供等等にもっと注意を向けること

　子供の新聞への接近が、まんが、子供欄からであることは、調査の結果明

らかである。これに考慮を精…っている新聞は、そうでない新聞に比して、児

竜少年を吸収するカも大きい。これらの記事が、都会申心主義にならず、も

っと教育的に編集されることが望ま1．い♂

　2．漸聞記事をもっと平易にすること，

　義務教育を終ろうとする中単校3年生の新聞記事理解度はようやく60％で

あり、多くの子供は新聞はむずかしいから読憲ないといっている。読みやす

さの問題は、急に解決できないことであろうが、努力を怠ってはならない。

　3．　新聞の学：習指導について

　翻心と理解とは平行して発逮するものである以上、新聞の学習指導は、狸

童少年の祉会的意識を拡大して、種々の問題に関心をもたせるとともに、あ

わせて謎語能力を養成するようにしなければならないe学校における環境な

らびにすべての教育過程、および児童少年を取りまく社会環境は、ことごと

く澗者の成畏に役立っでいると考えなければなら奪い。

　また学校における新聞教育は学校新聞を編集する単なる技術教育に喚する

ことなくsこうした全体の新聞の学習指導と手をたずさえて進むべきもので

あろう。

C　調査への反省

　この調査によって・子供の薪聞への接近・関心、および新聞説事理解の程

慶については多少わかったが、新聞の本来の機能、子供がニュースを知りそ

れに対して適当な身構えをi．て行くということに対し、て’t新聞はどれだけの

役割を果しているかという問題については、単に附帯調査中の「事件と関心㌧！
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に示されている程度に終った、また、この調査は当初、農村青年をも加えよ

うと考え、土地の小・中学校長の尽力で、集舎してはもらったのであるが調

査事項が複雑すぎて十分な協力が得られず、小・申学校生徒の調査に終って

しまった。

　こうした調査は、そうした、マス。コミュニケーーシwンの中で、子供がど

のように生活し成長しているかという根本問題への概観なしには、十分な鰯碁

釈ができないということは明らかである。それはわれわれ調査者の根本的志

向として、次の本調査までにはもっとよく研究しようという話し合いであっ

た。いまそれを予備調査のままでその結果を発表するということになってし

まったのであるがxこれについては今後の検討研究をまらものである。
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　参考
　　　　　　　　この閥題に関する今迄の研究

　この報告書の問題と同じような事がらを扱った雑誌などの文献で、たまた

劇一こふれたものを参考として次にかかげておくe

　1）新閣を競む生徒と読まない生徒　四宮　晟　〔青年心理第3巻第4号（昭27－12）〕

調査対象は千葉県下の罷つの農村における中学鍮618人と、その地域を学区内に含む

二つの高校生516入、および膿下勤労青年13廻人である。このうち、栽闇を毎臼読

むのが中学生で嫁45～55％で男女の差はない。高校生では85％内外で男女の差が著

しく、勤労青年は70％内外である。

　中学生が読む新聞の種類は、＿般全國紙77％、地方紙7％、巾学生款聞9％、その

他7％となっている。また毎H読む轡の30％、隠々読む奢では10％が家で2種以．ヒ

の翻聞をとって、、・るウ

　生徒たちが読むようになるためには、環境的に欝って、覇聞を与えておくことがま

ず大切である。家で款聞をとって：いて、読まない生徒は0％であるが、家で新聞をと

っていなくて新聞を読まな｝、・生徒は57％もいるu

　戯画を読む時闘をみると、毎日読む者は平均26，0分、蒔々読む者は平均15．2分で

ある。

　いつごろから読み始めたカ・については、申学入学までに約80％（小3－3％、4　一…一

13％、5－36％）が斬聞に援iしていろ。熱誠読む生徒たちの読み始め平均年齢は11．　1

歳で、時々読む鱈走たちのそれは11．8歳である。読む内容ははじめはまんが・スポ

ーツ・郷土欄であり、読むようになった動機は、1漫画を読む。，2知って：いる交字

を紙上で発見する轟ぴ。3地城の記拳写真からe4関心をそそる記事写真からであ

る。

　中単三と高按飽・勤労青年は何に興陳をもつかお，・うと、三面記藻とスポーツが共

題に高率を示｛、てxi・Ya＞　，：

　読む生徒の家庭では、その購の懲来購や瓢ユースが話題になり、読まない生徒の家

では話し倉いが行われることが少ないCv
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　親密を読まない生徒はまた、知能的には低く、学業成績も一般的に臭くない。毎日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の読む生徒は読まない生徒より、条教科共優秀なものの率が高く、読まない者は最も低

’い。なお、読む、．読まないと教科の優劣との関係は特に国諮と社会科に著い・。

　2）中学生は新聞をこのように読んでいる　秋山　利　〔中学「国語・鮭会・英語」

教育技術第5巻第8号G昭28－11）〕

対象齢瞭用県平塚ア騰鵬中学校（父兄の職業分布は勤めぺ農・商・エ・自由

・水産業）各学年100名ずつ謁査した。

　新聞は毎臼読んでいるかとい5ことについては男生の：方がはるかに高い関心度を示

しているσ赫開を読む時賄も男生は平均i5分（朝1：llについては、10分と30分が最も

多く、それぞれ全体の25～30％を占める。）であるのに：女生は平均10分（同様に5分

が最も多く、25～30％の間）である。そして高学年に進む羅、多くの時聞をかけ、男

‘｛三は女生よりも長く読んでいる。

　多く読まれた記事の種別を挙げると、

立

風
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

　男　生

その日の大きな轟来事

漫　　　画’

スボdeツ

紳奈川版

三面記窮

写真・絵

こども欄

政治・国際

広　　　告

海外トピックス

女荘：

漫　　　画

神奈川版

ラ　ジ　　オ

写真・絵

そのBの大きな出来事

三藤記察

天気予報

こども欄

広　　　告

社　　　説

となっている。三颪記事は3年になると念増して全貴が読むよ5になり、広告の中で

は昼央画広告が多く読まれているo



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ29

　3）i織聞学習の爽態　tSlll正1齋　（青年心理第3巻第3磐（昭2マー9）〕

　昭和25年策京都下の中学校。高等学校25校が鷲聞学欝を2か剛潟実験的に試みた

特の報告に基づくと、記事に対ずる麗心は、

　社　　　会

　　スポー　ヅ

　文　　　化

　　国際・政治

　社　　　説

と変化している。
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18．　5

　4）新制中学生の新聞理解力調蚕　関口　親　（新聞用；｝！1研究第10滞鰍22、1u5）〕

　関爾二各面察の中学3年ξ1騒816名を対象として、26の短文について、その申の語句

（勤労・未曾有・克服・矛盾鞍1）の読み方と鍾解および漢字扇田から起るいろ、・ろの

表記濁ぐよる説みカと珊解の差を調べた。それによると、正読71％、正解27％であっ

て読解力の総平均は48％となる。これで読むことは読んでもわけがわからないことば

の多いととが知られる。

　5）新開は理解されているか　一高校生を対象とした理解度縄登一

　　　　　　　　　　　　　　鷲溝垂董　　＝1畿’。木原啓吉　　〔薮屠窪研究第17墾｝（解26－12）　〕

．欄レ政治謝レ社会記導ゆ三部門につL・て、漢掌の含まれる讐給と：・zソテンスの

長さという2点から新聞記嘗‘の文搬の難易を計り、小学校6年、中学校3年1の教科調

の：再演と比綴iした。

　　　　　　　　瀧字を含む割合　　交の擾さ

　　新　　　　　　鋒罧　　　系勺40～50％　　　　　　　60～70字

　　教科書　約25％　　 30～45字

　教科欝だけをやっと読みこなす程腱の者には、瓢聞の丈章はかなりの負担になると

思われる。社説に、他の二つの記事に比べると漢寧も少なくN文の長さ雨短い。社説
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がむずかしいという世評に、丈章の構造とはちがった瀦の観点から考えなければなる

まいσ島島記事は、漢字の割合が著しく高く、セyテンスも教科霧や杖説よbも畏く、

理解のむずかしさを示ず数字が表われている。三面記事は漢字の割合が低い」

　次に．高：駿1年生を対象として、東京3校、京都1校、鹿児島2校（うち1校は女子

絞）の昏1組を調査した。記事と社説三つをえらんで、漢字に読みがなをつけさせ、

理解を旧る問題に警えさ鷺た。むずかしかったものとして、「示唆」の読みは、3校

は正解奢がユ～2劉であり、「携｛謝も岡じく3校kk　1～2割しかないが、　「措置」

の意味は大多数がわかっている。また「実をあげる」を辛数が「ミ」と読んでいる。

むずがしい内容を盛りこんだ器葉や専門用語は正確にはつかあていない。前時代約の

表現（態度を持して、大乗的）や削回の意昧をとることを多数の読者に期待するこ

とはむりである。

6）子供遜はどんなふうにi薪聞をよむか　亀井　一網　〔目語生活25（ag2s－le）〕

この報告害：のあらましの予報である。

　7）馨少隼の余畷生活　坪井　敏舅　（卿7一恥

　講二次大戦中の、青少年の余i暇生活指導のため実施された基礎調登で、東京でのプ

リテストの上で千葉膿下の農凄漁村および都市4）青年学校、醸民学校高等科生徒2709

名について、日本青少年教育三田所が調査各校教職戯の協力のもとで、余暇生活の全

諏を質問紙法により調査された：四大なものである。

　余暇ξヒ活を享受、創造の面で区分し、更にそれを知能、情緒、：身体、接能酌なもの

に二分類し検討してあり、文化財享受の知能的な間に新閣が含まれている。男女昏学年

鷺通じ戦争記繊：が最も興味深’く読まれ、高学年ほど小説、政経記事が増加し、昏学年

を趨じ興昧の少ないものは株弐、祉説であることがみとめられているe

　しかしよんでいる新聞記事の灘査方法が最ブく三記事に限驚されているため新聞閲読

の実態を正確に把握していないようであることは残念である。

8）新聞教育の展関　囎25…4）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li．；3．1

t一．t読売繍均教育部を中心1こ全国中・高校25校が昭25ir刃即・ら1璃にかげて実施した

　新聞教育に関する実験の報告集で、；憾聞が祉会・囲語科等の教樗としては勿論親聞教、．

　育として実施された結果、新聞閲読習慣：が高まると共に、籍聞の見方が変容し、績聞

　を理解する度合が増加することは勿論、子供達の拭会関心が拡大し、他学習へその態

　度が移調することを述べているG

　9）中学生は新聞をどれだけ読みこなすか　橋本鵬臨　〔新聞協会報901暑〕’

　神戸市立葺合中学生徒斎学年100名計300名を対象とし、細聞に使われる熟語、省

略語、外来語60問につぎ、読み書奉理解の三面から調査した所、文部省編の読み書き

能力検査では全國平：均以上をとった同校でもFl常の当罵漢掌を使用した髄1聞紙醐は意

外に蝿解されていないことがこの調査では認められた。，

　：1O）女子高校生の新聞爽俸調査　伊藤義道　〔籍關協会報931暑〕

　教育傾域におけるマス・＝ミ，・，　’＝ケーーシ刃ンの実態と、その影響の分析の窮～段階

としてなされたもので、宇都寓女子高校生475名を対象とし、新聞接触の程度をこの

報告で述べて：いる。新聞に申学生の賦力、ら60％が関心をもち、理在82％がi蝿心をも

って薪聞を読んでおり、：歓会関心記事ががなり読まれていることが認められている。

葺）学生はどのように新聞を読んでいるか日本挙生報道連観　〔新聞協会報976号〕

　臼本学生報道連盟が全圏30：大：挙の学生2000名を対象として：繧聞週間に当り実施し

たもので（44％の團収率）必ず読む記事も聞接的な祉会記事がよく読まれ、関心の

あるニュースとしては、MSAが経済砲立と再軍備に関連し、最も注国されているこ

とが明らかとなった。

　12）新聞記霧の選挙への影響　〔新聞研究22・23・24暑（暇27－12一一28一「J）〕

　昭和27年10月衆院選挙の時、lil本籍聞協会編集綿調ffl｛i］1・が、萩聞詑事が有権者の

心鯉にどのような影響を与えるかを、公職選挙法の新聞報道・評論の鱗限に開する閥

題として、地方中小都市の代表として、小田康．窮を選び実施した調査．ξ、耕開に接近
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度の高い精読管ほど自覚的投票をしており、月．また新聞が選挙投票決定に最も役立っ

ていることが実証された。

　新聞をどのように読んでいるかの調査方法と分析が一応なされていることで参考に

なると思われる。

　13）瓢聞をどう利用したか　金久保通雄

　断聞教育の展開では、中・高等二二での新聞学習の実験を述べているが、これは厘

に小学校での実験も報告している。

　小学校での挙校、壁新聞が子供の自治活動に非常に役立ち、申学では新聞学習によ

って批判力が高校糧度にまでなり、高校では祉会関心が拡大したということを夫々実

験校Z）関係教師の報告と共に述べており、経済閥題などに疎遠だった女生徒にも関心

を与えさせたということは見逃せない成果である。

　14）層間翫票の選議への影響　旧聞協会編集部　〔新聞研究28号（昭28－11）〕

　27年！0月小｛｛Fi原市での・iS’v聞記事の選挙投票行動に：関する調査に引き’続き、昭和28

年4月衆、参院選挙の厭勲｝螂鍛区の有権者を地騨芳撫作1翻藩法で348名に

ついて罰本瀬聞協会訊査課が実施した調査で、新聞精読者ほど自覚的投票をすること

などは小田凍市と糊様だが、文化朗圧力の高い東京では、そうでない地域で癌聞にあ

まり接近しない層を容易に新聞に接近させ、理解ずるようにさせていることがみとめ

られた。

　款聞閲読状態をどう調査するかの方法がう閉り役立つものであり、記事別閲読状態

の分析方法も全体細蟻によいことがみられ、これは子供の新聞謬謄に利用された。

　付　録

　　　　　　　　　調査実施のあらまし

　A　調査地点・二二・期日

　本調査の目的にかない、都市と農村、換言すれば丈化的に開放的な所と樹

鎖的な所での児童少年の発達的状呪の糟違も比較することができるように



し、なるべく普通の小、中学校を選定するよう努力した。

調査地点

a　東京地域一州μ1小学校　北芝：申学校

b千葉地域一（1）紳崎町・神崎ノゴ・学校御崎中学校

　　　　　　　（2）八街町・下略小学校　八街ψ学校
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　なお千葉地温での神崎町｝凱水田の多い古村的性格の所として、八街町は明

治維新以後の開墾地で畑作の多い開拓的性格の駅として、千藁張教育研究所

戸川昂氏のすいせんによった。

　（国語研究所森岡、新聞協会亀井一綱は千葉地区下検分をコ月行なった。）

　調i藪対象

　本調査の目的を遂行するため、小学4年より中学3年までを対象にするこ

とにし、また、特に神崎では商等学校に行っていない農村青年について調査

することにした。（これは聴力の度が悪かったので、この報繧『にははいって

いない。）小学校4年から申学校3年までについては、男女それぞれ26名計

60名を各地域より選定した。

　対象の選定には、東京では校学指定によって各学年より…学級（61〕名）を

選定、神綺では学年別周化無作意法で各学年衡名を選定、八街では実住学区

についての地区サンプリングで各学年δ｛｝名を選定した。

　地域別、学年別対象者の状況は次表の如くである。ただ、対象者の欠席等

で国語能ヵ、新聞調査、生活環境調査の実数は多少の絹異がある。

　　　　　　　　　　調査対象着学年・性・地域珊状況

．＼

域
東

地
me一“D’@1，　26　26　，　22　27　i　217　32　i　28．　24　c，　27　25

　年i

23　24

神　　　　　　崎　　　27　　23　　24　　26　　30　　20　．24　　2S　120　　28　　2i　　29

八　街2527282812フ23　j　24273021…2522
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調奮期日

　東京調査は昭和27年ユ2月17臼～19置（3fi聞）

　三三調査は昭和28年1月16日～18日（4溝間）

　八街調査は昭和28年1．月21日～22錘（2日間）

B　調査参加者

t（コ）閣語能力ならびに生活環境調査の準備と実施には国立瞳語研究所が



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．；3t・）

　　熱に当り

　　　　爾立圏語研究研　第・一・郷長暮灘磁太郎・摺ノL職親室輿水実・i由1橋・・‘夫・

　　　　胆沢節・第五研究室森岡健1一：が参加した。

　　（L））：新欝醐査の準備と実施にぱtl本町営務会編集都調査課が任に当り、　’

　　　　諜長煮宅東洲・高須ユE郎・1一］ヨ中醐に：“亀井一・綱・宮地進裾：・秋吉健次

　　　　が参出した。

　　（3）児童生徒の学歴、生活環境等の丈献驚繕教示には、東京1翰11小学校、

　　　　北芝中学校、神崎小、中学校、実住小学校、八街中三校の諸先生、千
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匙
　　　　葉県教育研究所戸Jll丁丁が参力il。

　　C　調査票の構成

　　（1）新聞調査

　　　これは新聞にどのように接近し、いかなる閲読状況をなしているかを調

　　べるにあったがi静態的な新聞との関漣はA調査票によって1時聞で質問

9　紙に記入をしてもらい、澗読度合（どんな記事をいかによんでいるか）を

　　調べるためには実際に児童少年がおもによんでいる將聞を呈示してB調査

　　票に関し爾接法により調査を実施した。

A1調　査　表 調査澱　昭和 年 月 鱒

　　　　　　　　　水轍　年　組自分の葡

みなさんがどんなふうに新聞をよんでいるか、くわしく霧：いて下さい。

わからない人は先錐にきいて下さい。また番号がかいてある断は、どれにあ

たるかよく考えてあてはまるところに：○をつけて下さい。

1、イ、あなたの家では何新聞をとっていますか。
　　あさひしんぶん　　　　戴いにちしんぶ人，　　　よみうりしノいぢん　　　ざんぎょうけV’ざいしAぶん

　1、朝日新聞　2、毎碍毅聞　3、読売新閾　4、三業経済旧聞
　　にほるけいざいしんギん　　　　　ほうちしAぶん　　　　じじしんぼう　　　　　につぼん

　5、鐵本経溶新聞　　　　　　　　　6、報矢口静1聞　 7、β寺事繍　 8、日フ｛くタイムス
　　しAゆうかん　　　　　　　　　しゃし人しんぶ、・g，　　　　とう雪ようにちにちしムぶん　　　　とうきよう

　9、新夕遡　　10、サソ写真新聞　　王1、東京MH新聞　　12、東京
　　　　　　　えいぶるまいにヒ・しんぶん　　　　　　、にっかん　　　　　　　　　　　　とうきようしん

タイムズ　　13、英文毎臼新聞　　ユ4、闘刊スポーツ　　15、東東斬
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ぶん　　　　　　　ち拭しんぶん　　　　　　のうそんしんぶん　　　　　　のうぎょうしんぶん

聞　　16、千葉新聞　　17、農村新聞　　18、農業新聞　　19、（そ

のほか家でとっている獄聞）

　ロ、あなたは新聞をどこでよみますか。

1、自分のうち　2、電車、汽車の申　3、学校　4、駅　5、（そ

のほか）

　　　2、イ、あなたは何覇醐をよんでいますか。
　　　　　・葡さひしんぶん　　　　まいにちしんぶん　　　よみう纏しASh．　　　ざんぎょうけいぎいし八S・人、

　　　　1、朝日新聞　2、毎鶏i翫聞　3、読売新聞　4、産業経済新聞
　　　　　　にほ、けレざいしAぶ！t．　　　　ほうちしんぶん　　　　　じじしんぼう　　　　　につ／9ん

　　　　5、ma本経済新聞　6、報知脇骨　7、時黎新報　8、　H本タイムス
　　　　　　しんゆうカん　　　　　　　　　しやL9，しんぶん　　　　　とう薯よう鳳ちにちしんぶん　　　　とうきよう

　　　　9、新夕刊　　10、サy写巽新聞　　11、東京日日新聞　　12、東京
　　　　　　　　　　　　えいぶへ臨いにちしんぶん　　　　　にっかん　　　　　　　　　　　　とうきょうしん
　　　　タイムズ　　13、英：交毎ヨ新聞　　14、臼刊スポーツ　　15、東京新
　　　　ぶん　　　　　　　らばしんぶん　　　　　　　のうそんしんぶ八．　　　　　のうぎょうし人S：ん

　　　　聞　　16、千三麟聞　　！7、農村漸聞　　18、農業績聞　　19、（そ
　　　　のほか自分のよむ新聞）

t

i　　　　ロ、あなたは馬手を毎Nよみますか。
1　1、蜘よむ2、ときどき3、ち。ともよまない
l
ltt－tt－L’tttttwwttt　”　ttt　．　t　t　t　tttt　tttt

i　へあ厭は綿を・臼多言よみま’1・f…e（　分くらN・）
　　　　1Eヨ｝こイ麺∫隠よみます7jX　　　　　1、　2x　3、　4、　（　　　　）回

’3、あなたが新聞をみたりよみ初めたのは何年生からです’カ・（　年生から）

lt　un　一　一　　．　一　．　　．　　　．　．　．　．　．

　　　4、新聞を初めてみたりよみだしたのはどこですか。
　　　　　　せいe　　　　　負いこく　　　　　　　　　しゃせつ　　　　　けV、ざい　　　　　しぐかい　　　　　がく

　　　　1、政治　2、外国のこと　3、祉説　4、経済　5、社会　6、学
　　　　げい　　　　　　ふじんかてい・こども　　　　しょうせつ　　　　　　　　か　　　　　　　う4．どう

　　　　芸　　7、婦人家庭子供　8、小説　9、まん画　　10、運動
　　　　・・、鵡・2、機・3、架難（躍鵠簸〉

一
　
一
　
レ
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．
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｝　A2調査表
　
i
　
l
　
i
　
、
．
．

5、新聞をよみ始めたわけ

　1、自分からすすんで（そのわけ）

　2、父、母、家の入にすす’められて（そのわけ）

　3、先生にすすめられて（そのわけ）

　4、そのほか（そのわけ），
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6、イ、新潮をよんで画白いですか　　1、聞白い　　2、どちらでもない　　　1

3、つまらな、、4、わからな、、　　　　　　　　1

・誌・が鴨～ですか　＿＿＿ifi、　i
　1、欧州　2、外圏のこと　3、社説　4、経済　5、社会　6、学　　　1
けい　　　　ふじんかていこども　　　しょうせつ　　　　　　　か　　　　　　う人どう

芸　7、婦人家庭子供　8、小説　9、まん画　　10、運動
　　こうこく　　　　　　しゃしん　　　　　　　ち匠ばん　　ちほうばん

11、広告　　三2、写真　　13、千葉版（地方版）　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T一．．．．．t．．　tttttttt　t．　t．一t　t　ttt　t　tt　t　ttt　t1

7、イ、新聞にのっている広告をよみますか
　1、いつも気をつけてみる　2、聾つうに：みる　3、ちっともみない　　　i

7、食漏8、菓子9、銀行、会祉の公告（決算など）　10、病　｝
鶴・・、餐激・2、嘗胆・3、魏購・4、轍　 i

・5瀟嚇・6・・そ嚇の・の・　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，．．．，．．ww，．．．．一一．．．．rm　l

8、i新聞には家が焼けたとか、泥樺がつかまったとか、町の美談といっ

た色々杣会のでき購のかいてある社会記事があります。

イ、その中でどんなものが面白いですか

P、よんでいやな気持になるものはどんなものですか

ハ，とてもためになったと患うのはどんなものでしたか

9、イ、漸聞に1は政治、外交の記事がありますが、いつもよみますか

　1、、、つもみる　　2、ときどき　　3、ちっともみな㌔、

　ロ、どんなことがかいてあるとぎによみますか

A3調　査　ii蔓

10、イ、艶聞には運動記事がありますが、注意してよみますか

　1、いつも気をつけてよむ　　2、ふつう　　3、あまりょまない

　　P、どんなものをよみますか

　　ハ、新聞で自分がよむ運動を自分でやりますか
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何を　　1、選手　 2、やる　　3、やらな、．・

、
　

、
　

、
　

、

1
9
翻
3
411、なぜ新聞をよむ気になるのですか、どんなとくがあるのですか、

思5通りかいて下さい

麟

12、イ、最近の新聞をよんでなにか患い晒すことがあるでしょう。な

　　　んでもよいからそれをかいて下さい

rs、思い偏した纂の申で、とて亀ためになったと愚5事があった

　ら、どんなものか書いて下さい

ハ、その申で、とてもいやな感じのしたものがあったら、どんな

　ものかかいて下さb

’＝、もっとこんな記事が新聞にでていたらよいと思5ことがあっ

　たら書いて下さ、・

4A

13、イ、あなたは巾学生新聞や小学生新聞や学按版（読売）などを読

　　　んでいますか　　　　　　　。



　1、よむ　2、よまない

“、いつ堕（何年生）からよみ轟しましたか（　　年生）

ハ、どうしてよみ初めたのでナか

　1、：友だちがすすめた　2、：友だちがよんでいるのを見てよみたく

　　なった　3、先生がすすめた　4、そのほかにあればかいて下さい

　　　　（　．　）
“・どん婿緬凱’ですか（　　　　　）
　　そのわけ

ホ、ふつうの新聞とくらべて、どう思いますか

　1、ふつうの干鰯より面白い　　2、ふつうの新聞と同じくらい

　3、ふつ5の新聞よりつまらない　　4、わからない

14、イ、（1）学校新聞をよみますか　1Nでるたびによむ　2、と

　　　　　　きどきはみる　3、ちっともみない

　　　　（2）学緻：新聞をよみますか　1、でるたびによむ　2、と

　　　　　　きどきはみる　3、ちっともみない
S“

@PS、学校、学級戦陣をつくるのを手伝ったことがあウますか

　　　学：校新鋒暑一一　　1、ある　2、なし

　　　学級：新聞一一一　1、ある　2、なし

　　ハ、学校、挙：級懸聞のどこが齎白いですか

　　一＝、（i掌校、学級の薪聞をただよんでいて、つくるのに手低つた

　　　ことのない人だけ）

　　　学校、学級の新聞をよんでためになると患1、・ますか

　　　1、大いにために：なる　2、少しはためになる　3、ちっとも

　　　　役にたたない

　　ホ、（新瀾をつくるのをすすんで手回った人だけについて）

　　　1、どんなわけで、やり勧めましたか（そのわけ）

　　　2、手闘ったりして、なにかためになったと思いますか

　　　　1、思う　　2、思わない　　3、わからな、、・

　　　3、どんなことが役にたったと思いまずか

　　　4、新聞を手伝って、どんな事がやりにくかったのですか

，1．／t　iJ’

．
－
　
｝
　
、
．
　
F

　
F
　
　
j

1
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BB1新聞弼羨調査表
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　げ　　　　　
ミ

｝調査にあたって子供のよんでいる前豫

ゆ新製を製本として、できるだけ多淋

癬勺に本人に：いわせ、それを二次的にた

　しかめてよみの習惟、よみの深さなど

はみの状況を調べること
1一＿＿＿＿＿＿＿t一＿＿．．．＿．＿＿＿＿．＿．＿＿．＿．＿＿＿．＿．＿＿＿．一＿．＿＿＿＿一．＿＿．＿＿

i1。新聞のどこをよみますか

i（記入は調三目鵬必ずよむもの
1　は○、ときどきのものは△、全くよ

｛ま糖は。の取レをつ騰こと）
ll　ttt　tt　ttt　ttttttt　t　tt　t　t　ttttt　tt　tt　tt　ttt　tt　t　t　t　t　ttt　t

I　が、あなたはどうよみますか
i
’

調査H　昭和

　　　　　　巾晒物調査春名
　　　　　　小学

調査者名

酒

F
ザ

ノ
ば

月　　　日

縄

子供の尿でとる新聞名（　　　　　）

子供のよむ毅聞名（　　　　　）

癒聞のよみ方

　1、毎日2．ときどき3．あまりよまない
　　　　　　　　　　　　　　　　　f

12．毅聞の記購のよみ方について、見萬しと本交とその問の説明（り　・一ド）がある

（見馴しだけ×、途聖訓で△、全部よむ○の下にレをつけるとと）

｝、　　iず苛∫iマrδ部
i芝蚕壷］ヨ1二「1｛1こL一｝

陛里｝．一LLLLコー
1；1翻トillli注1霊llセ

i6・運　　動　！　i　・　i　i　i　i

i雇飛騨i⊥．コ屈11⊥

1灘筆）i一議…・照

影ごじi∴1∴lli
1

3．よみ方

響ト

部

　　備　　　　　　考

沓贋日別でのよみの状況を　｝

かく　　　　　1
話豪δをらげぢ……コ

　　　　　　　　　　　　1
1．菓件もの2．癖故3．美談

に⊥コ…｝…　｝　
　　lr．一．．一

l！　一一　一一一一一一…一一］

｝灘磐ぎ三冠奉
　愚」些些L塵二期十一

臣一．

i　s－rm”“””T”’L”””一”T”一”’’”um””’｝

i’　””　”’　i／　””’　”1”””

　　　　i’
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12．天気予報
一d－L－m一一一tt・．’一一一一幽．…1　一

13，地方版
14汐噸δll甥…ド．『

　欧　　米
15．その他
　（特に朝鮮）
…一一一一t：一一／一一一一一一＝一一・一一…’…一　一一1…一

π薇爾；測

18．η（2ノ株式

　　　　　　　｝コニ

・螂の酬ゴ

19．祉　　説

20．短　　評

21，投書欄

1

F
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

F

＿一皿
k＿』

　　E

、．一＿．．．＿i一＿．＿一

　　1

　　セ

　　　　　｝

旨
1　
…

　
　
著
！

甚　一
　
　
　
…
　
　
」

　
　
　
　
…
　
；

　B’2

3．写　真　イ）蕎聞の写真を全部みますか

　　　　　　　1．全部　2．半分位　3．少し　4．ちっともみない

　　　　　ロ）面白かった写真はどんなものですか

　　　　　　　（よかった）　　（ものでしたか）

　　　　　ハ）つまらない写真はどんなものですか

　　　　　　　　　　　　　　　（ものでしたか）

　　　　　＝〉いやな感じの写真はどんなものですか

　　　　　　　　　　　　　　　（ものでしたか）

4．よまない記離について

　　その記薯をなぜよまなかったのですか（なるべく具体的に子供の雷う遜り
　E，lil　1〈すること）

15・よむ言脳病について

｝　　その記事をなぜよむのですか（そのわけを具体離に関心iこついても地縁的
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か学習的か興味的かくわしくきいて臨く）

　被調査者の状態　イ）1．協力的　2．普通　3．嫌悪的

　　　　　　　　　の性紬に感じたもの　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　1．．タト向舜勺　2．普選1　3．内向白勺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　ハ）体型

　　　　　　　　　　1，謬巴滞貯型　　2，藩田長型　　3．闘＝ヒ型　　4．普通

　　　　　　　　　二）服装

　　　　　　　　　　A）1，きちんとしている　2．普通　3．だらしな！．・

　　　　　　　　　　　B）1．洋服　2．勲服

　　　　　　　　　惚雛鞭接糊ら禰　　　｝
　　　　　　　　　　　1，爪をかむ　2．よく頭をかく　3，指を目に入れる　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　。㌻群．のなに、、　　　　｝

　　　　　　　　　　　瑞かぎれ・ひびがある2・顔につ穿がない3・その他

　　　　　　　　　　3．その櫨、被調査者に感じられた特徴1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老’　　　　　　　　　｝
　　．一ゴ　　…∵…tt　　．．　’　　．　「　　……t’　’t　tt　”．一ρ’…一…’．‘．．…“．〒．1』一一tt…一tt一「…山tt　t』．’…』一一－…．．閲「…　”　　…．．’』

　（Lt）新聞理解度と国語能力とに関ずる調査

　第一一には新聞記纂の理解に関する調査で、調査表の問題一一となっており、

ふだんのふつうの記事の口琴であって、子供にも適しているものから選ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞
・だ。

　第二二には漢字語彙に関する調査で、調査表問題二となって鞍り、新聞に多

くでるものと、国語教育で要求している漢字力を見うるものとの胤っの群に

分れている。

　第三には読書速度に関する調査で、調査表開題蕪となっており、読むこと

にどのくらい習熟しているかを時聞舗限法（3分）でしらべた。　　，

　以、しの調脊表出題一、　J．J：、三を合計2時間で、子供淫に説明の上実施1、

た：『
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問題一一

　　　i・　1　’

　　　囑｝な
i剰　　　’i　’　1　A

織i豪i覇

e
ノノ　　　　ダノ　　　　ノノ　　　　ノノ　　　　ノノ　　　　ノノ　　　　ノノ　　　　ノノ

アメリカこぼなし
やし、いつもいろりのぞぱでねむりた

がるものNなあに」と、たずねtlしtc。

ち・・さな・・オ・ち・んは・報へi一・・Yオ・ち・んの蹴赫や鹸した・

きても、おともだちとおはなしができ　　そして、これならおこたえできるわ、

ません・粧臆んとかしてお臆し1と・むねをは・てeた舷した・「は
をさせようと・こくばんに一びきの㌔㌔’・それはおじ、’さんです・」

コのえをかきました。そして「これは｛
なんでし、う．お髄が二つ歯みみi（アメ・カのしんぶんクリスチ・y

が二久おはなが＿つで、おひげをはi．列エンス’モニタ戸から）
．一＿＿＿．．．＿一．、．．、．．．．一＿＿．＿．一．．｝“．＿．＿．．．．＿．＿．＿＿．．．＿＿

　　　　　もんだレ、　よ
次の二つの問題を読んで、あっている方に○をつけなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
　一、マリオンちゃんはこくばんのネコのえをよく見ていたのでしょうか。

　　（イ｝　翼、て：いた

　　㈲　見ていなかった
　　　　　　　　　　くみ　　もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藷も
　二、マリオンちゃんの組の者はマリオンちゃんのこたえをき・いてからどうしたと思

　　いますか。

　　鱒　わらった

　　（ロ）だまっていた

　　おこった

　㊥

｛

i　　　　　　　　　　　　ペン掌の上手な人は会社　　　　　ハガキ下さい

　　　　　　　　　　くだ
一、上の文で「ハガキ下さい」というのはつぎのどれか。上に○をつけなさい。
　　　　　　　　まい
　㈲　はがきを十枚、ふうとうに入れておくる。
　　　　　　　　せつめいしょ
　回　はがぎに「説腿霞をください」と旧いて田す。
　　　　　　　じゅうしょ　な
　⑭　じぶんの住所と名まえを響：いたはがきをふうとうに入れて＄sくるg
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　　　びほん　　　　　　　　　　　　　　　　らっく

二、「美本」というのはどれが美しいことか。上に○をつけなさ、、。
　　せつ蟻いしょ
　α）　説明書が美しいρ

　　　　　じ　　　　　　　　か
　（ロ）　ペン宇が蓼ミしく謬：ける。

　の　勉強するペソ字のホが美しい本である。

＠

一
猛火の中の少女救う

　　　　　　中野の病院火事

　一部既報、烹十日午薗零時二十五分

中野区三川町二八産婦入科成沢医院＝

院長成沢亀一郎氏（㌶三）＝の診察i薫か

｝ら鰍・木造二階建一むね二＋坪を一

口した花齢中田で顯べ幡：
　漏鷺らし、い。i
｝　この火災で現場に居合せた周区高根

i町詠瓢箪礫菅真三さん押堀
｝工単部四年忌高谷授男君（二四）は家具

　　お手柄の早大生表1影

の持出しを季伝っていたが、家の中か

ら女児の泣き声が聞えるので火をおか

して入り、階段下で同家長女優子ちゃ

ん（六つ）＝桃園小学校一年生＝＝を救い

慰総論鑛諜講劉
負った。申野署では高谷潜を近く入命

救助で表彰する。

　　たかやくノ1．　いえ　や　　　　　　　　　　　　　　　や

一、高谷君の家ほ焼けたのでしょうか。焼けなかったのでしょうか。
　　　　　ただ　　　　　おも
　　つぎの正しいと思うものの上に○をつけなさい。

　　ω　焼けた

　　　（ロ）焼けない

　　　斜　焼けたかどうかわからない
　　ゆうご
二、優子さ：んはどこの5ちの子どもですか。

　　つぎの正しいと思うものの上に○をつけなさい。
　　　　　かムァ
　　　〈a）菅さんのうち
　　　　　艶力＝やくム．

　　　㈲　高谷鱈の5ち
　　　　　なるさわ
　　　の　成沢さんのうち
　　　　　　　　し入ぶん　　　　　　　　　　なかの　　びよういん　かじ　　　　し

三、あなたはこの雲叢ではじめて中野の病院の火事を知りました。このことについて

　　もっと知りたいと思った晴、どうしますか。する：方を一つえらんで○をつけなさ

　　い。

　　　　　念え　　　　　　　　　　　　　　しら

　　　C4）蘭の新聞をも5一度調べてみる
　　　　　　　　　　　　ちゆキい
　　　㈲　あしたの漸聞に注意している



1蛎

＠

ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　き　じ
上の認嚇をまとめて題をつけるとすればつぎのどれがよいが。上に○をつけなさい。
　　　て人ねノ星しよくえいがじだいきた　　　　　　　　　　　　　なつこ　　ぼ橘†ん　　　　　　ふう無り

　仔）天然色映画時代来る　　　　　　（切　夏子の國険いよい．よ圭｝切
　　　しろくろ廼が　てるわムしよくえいが　　　　　　　　　　しょうちくほっかいどう

　㈲　白黒映癬と天然魯映画　　　　　翻　松竹北海道にロケーション

＠

・ト羅辞表撤回か
【＝・ユーヨーク国運本部二十七翼発臨

ロイター特約】二十七日信頼すべき筋

の言明によればさきに辞表を提出した

リー国連購務総長は辞表を撤回し、一

九五四年二月に任期が終るまで現職に

留まる用意をしているといわれる。と

れにて）いてリー・氏側近筋は後任者の選

出が困難だからだと述べた。

　　　　　　ただ
つぎのどれが正：しいか。

自り

�
Q
9

　　　　　　　　もっとも蕉しいものを一つえらんで上に○をつけなさい。
　　ぞうちょう
リー総長はやめた．

、リー総畏はやめるのかも知れない

リー総長は決してやめない

リー総長はやめないらしい

r騰海賦】El米大学選抜野；球選手権試

合第六戦は二痺午後三時掛分から鳴海

球場で挙行、アメリカ選手チーームが5

「1で快勝、4勝2敗の成績でアメリ．

カが初の選手権を獲得した。

麩劉欝栄大学選抜野球選手権試合は

説戦投手マシkbeズの力投で鑓一戦を

ものにしたアヂリカが、蟷二戦は小島

（立教）無類の好投で、勢三戦は日没

下の乱戦のすえ何れも惜敗、これで神

富では負越しとなって西下し、甲子隣

の二試合で日本の優勝がきまってしま

うのではないかと思われていたのだが

結果はあまりにも鮮やう・にアメリカ3
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勝2敗の逆転とな町尽五戦のごとき　こ・5して選手権の行方は名古屋鳴海球
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

va　yシ：1・　”ズ投手が帰陣繍試合場での第六回戦で灘してしま・たの｝

　をさえやってのけた。　　　　　　　　　である。　　　　　　　　　　　’　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

にちべい　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

R米どちらが勝ったのか。勝ったほ5を、つぎの（）の中に轡きこみなさい。

第一吟詠（

第二圓戦（

第三圓戦（

第解回想（

第五好戦（

第六画戦（

）
）
）
）
）
）

e

　　山形鼠が戦後の教膏、とくに社会教

i育に少なからぬ成績をあげているのは・

　唐臼されてよい。学校教育では負工｛び

iこ学測で若い教師が糾い轍膏の一

iつの方陶を示したし、社会教育では、
i転轍学繍をいち早くはじめたほカ、
1

1青年団運動も・　「塵業開発青年隊」　供

iに躰＿というぐあいであった。　の

1今興米の灘が躰来刷て高
｛いわゆる舳集荷が許錬た．その揚
｝・・が納のある町で傭題にでて、

陣議会の魁委恥どが・社A・￥・1’c）

！徽が県の農eeの供出意欲縞めたの

tで麟という・S・　5なことをいいだした

RFろ・そこにい膿民の紙が・色
1をなして反対した。Pt形県が供躍本

i　一をうたわれだのは、供出意欲の高揚

　などではなくて、両翼の農罠が肩本一

貧乏だからだ、ときめつけたのである。

もし来年の：夏まで米をた：くわえている

だけの余裕があるならば、決してすす

んで供鰹などはしないが、わずかの早

揚米洪閏奨励金でももらいたくて、出

すのだと主張してゆずらず、その場の

　寒気はシうけてしまった。

　　この人の言い分だと、趣渡の貧乏

　が供bLiの道義心を高揚させる結果を

招いたというわけであるQたしかに

そういう事実もあると、懸われる。　と

いって社会教育の普及がsこれと全

く関鎌力：なとV・う見方もなりたつま

い。結局、貧乏も事実であり、社会．

教育の普及もi効果なしとはいえないで

あろうQものごとは、とにかく一方か

らばカ、りをなカ～めたり、雷し、はったり

するのでは、公正を矢うことになる。

しかしいやいやながら供鳩を急がなけ

ればならないという矛墳は、真剣に考

えられてよかろう。

一、上の文の「この人1というのにつぎのどれか。上に○をつけなさい曾

J



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簸プ

　　　　けんかレ、　ぶんきまういいん

　　e）県会の文教即下
　　　　のうムん　いと　り
　　回　農民の～入

二、上の交の「これ」というのはつぎのどれか。上に○をつけなさい。
　　　　きょくど　びんばう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

　　α）極度の貧乏
　　　　き｛つしゅつ’よくころよう
　　（ロ）供磁意欲の高揚
　　　　　　さ《しや　　　　　しん貿ん　かんが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むじゆノリ

三、この文の作者は何が真剣に考えられなければならない「矛盾」だといっているか。

　　つぎの上に○をつけなさい。
　　　　　　　びんぼう　やまがたけん
　　C4）B本一回忌な山形娘が供出ヨ本一であるということ
　　　きよワいく　了す　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅちょう　いつばってき

　　（口）・教育が進んでいるのに人々の主張が一方的であるということ

　　㈲　供出はよいことであるのに、いやいやながらしなければならないということ
　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうれいきん
　　9　いやいやながら供禺しながら奨励金をもら5と、いうこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…・目蛸　　　　1

　　　問題二　　．　・臨尉．　＿
　⑳　漢字にかなをつけなさい。

　　1．議員　2，健；康、3．祖国　4．独立　5．幸福　6．雪　7．新緑

　　8。迎える　　9．肩　　10．員　　11．映画　　12．掲沃　　13．舟　　14．イ瀬野

　　15．並べる　　16．効輿がある　17．うれしい贈りもの　　18．もめんの肌着

　　19．申込は十五日まで　　20あしたから億下げ　　21．労働　　22．収穫

　　23．犯入　24．総類　25．証明　26．条約　27．権利　28．占領

　　29．正午　30．突破

　⑳

｛｝の中の四つの・とばの弧どれをえ・んだ・乱・灘な擦

合っていると思うことばに○をつけなさい。

　　　　　　ほ・意見旨

（1）講あノ2蕃決1をはかる
　　　　　　　1：蝶1　　　　　　し

・・
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・・）痂・一蛯於?掛一撫
　　　　　　　　　　i1・離日曙i
　　しA・｛tい　　　鞭か　12．現状…筋わ
（6）心配してu’た糊繊3現実1に現れてきた
　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　
　　　　　　　　　　・4．今後…

・・）野

・・撫

　　　　　　　　1．敢治｝
　　．鴫・，i2．俳優1
（9）平凡殿ほど g翻にとって’よむず甑

（、。、灘．i難臨。漁臨

　　　　　　　4慮激！

　　副鵜1：i個。，　。｛t

（11騰 P1：嫉劉㈱もとに始める．

　　　と薄　　　　　嚢こな
（12）その時のかれの行いをやむをえないものとして

1．像めた。

2．みとめた。

雌繋た・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！．記録

・・3）錨鱗購一・ルに鱗蚤・・纏翫1：惣1・耗斑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14，展開
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σ分繰・騰・
　　ん。

ﾗil百官一

σの翻撫て

戴餐藤・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・契約｝

　瀧錨一い…一る ﾃil翻犠

　　＿，。，＿議勲だ　。撚
（19）義㈱費は全部G灘∫騨と’欄臨
　　　　＿一、。n，，：、、に　蟻瓢

（20）あの騰祉の鋤逃げしたという P灘∫轍蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　・51f・　　　　　i
　　　問題ミ　　　　　　　　　　　　　ま：　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総二女　R．i　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．一＿．…．．．tt＿1＿＿tttt．．一一…＿＿．tt．．．．｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぐや
　ジャンは、工作のじょうずな、やさしい少年でした。ジャンは、町の小さな家具屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よわさんの子でした。おかあさんは、もうずっと前になくなり、からだの弱い妹のマリー

は、いなかのおじさんのところに行っていて、ジャンはおとうさんとふたりでくらし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうかくりょこう
ていました。そのマリーが逓、・うちに来るというのです。ジャンは、い蓑修学旅行が

すんで、すいとうをポyボソたたきながら、お店へとびこんで来たところです。

「おとうさん、ただいま。マリ帥は？」
　　　　　　　　　　　　　　　でんぼう「マリーは、あしたつくそうだよ。ほら電報だ。」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら
　ジャン’は、ハアハア言いながら、電報を開きました：。

「けスユウガタツ久マリー。』よかった、ぼく気が：気じゃなかったよ。るすちゅう

に来ているかと思ってさ。」
　　　　　　かレだ　　　　　　　　　　　　　　　にかい
　ジャンは、階段をかけあがり、二階の自分のへやのとびらをバタンとあけました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つくえ
るすにしていたせいか、いつも使っていた机もいすも、なつかしいくせに、ちょっと
　　　　　かお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でまど
よそゆきの顔で、すましていました。ジャンは、出窓のところまで来て、はっと立ち

どまりました。
　　　　　　　　なら　　　　　　　　　　　　　　　　　つくえ
　おやつ、そこに並べてあったいすがない。机もない。ああ、みんなない。

　ぐるぐる見まわしたが、どこにもありません。

　いったいどうしたのでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つくえ
　もっともそれは、おもちゃのいすなのです。机なのです。長いいすもありましたし
ぬの　　　　　　　　　　　　　　　　つか　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　つくま　　　　まる

布をはったのや、海辺で痩うピンクと青に塗ったのや、そして机だって丸いのや、四
かく

角いのやら、いっぱいありました。それが一つもありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つくえ
　マリーを喜ばしてやろうとジャンは毎日マリーのお入形のために、その小さな机と
　　　　　　　　　　つくえ
いすを作ったのです。机のひぎだしをあけたり、本箱をひっくりかえしたり、そして

とうとう泣き声をだして、下へかけおりました。
　　　　　　　　　　つくえ
　「おとうさん、ぼくの机といす知らない？　ね、おとうさんてば……。」

　おと5さんは、困ったようにジャンを見ました。

　「おとうさん、いったいどうしたのさ。」

　おとうさんは、なだめるように手をふりながら、ジャンに醤うのでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおかね
　「ジャンや、おどろいてはいけないよ。おまえの考えひとつで、わたしたちは大金
もち

持になれるんだよ。」

「じゃあ、おとうさんは知っているのね。どこへやったの、ど5したの。」
　　　　　　　　　つくえ
「ジャン、そこにある机といすを兇てごらん。」

　ジャンは、びっくりしました。
　　　　　　　　　　　　つくま
「あっ、ぼくのいす、ぼくの机だ。」

　けれどもそれは、もうおもちやでほありません。
　　　　　　　　　　つくえ
　ちゃんとのた大きな机、おとなのすわるいすなのです。
　　　　　　　　まほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ
「おとうさんは、魔法を見つけたんだよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆうだち
　まあ、おきき。ジャン。おまえがるすの臼に、夕：立があったろう。雨があがってか
　　　　　かこわ
らわたしは庭へ出たんだよ。そうしたら、ぴょっこり、ぴょっこり、きのこがはえて

るんだ。あんまりおもしろ、．・ので、わたしはそばへ行ってみたんだよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えだ
そしたらジャン、そこに大ぎなありがいて、なにか木の枝のようなものを地藤の上で

ふると、ぴょこんときのこがはえてきたんだよ。そこで、わたしはきいてみた。『き

のこは、そうしてはえるもんですかね認するとありがいうのさ。乳・いえ、みんなと
　　　　　　　　　　　　　　　　ズだ　　　　　　　　　　えだ
いうわけにはまいりません。この木の枝は、ふしぎな枝でね。なんでも大きくしたり
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　　　　　　　　　　　　　　さき
小さくしたりでぎるんでず。この先に、ちょっと永をつけて、大きくなれ、大きくな
　　　　　　　たね
れってふると、種があるものなら、ほら、このとおり旙するとまた、ぴょこんとぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えだ
のこがはえた：んだ。そこでわたしは、ちょいとありをつまんで、木の枝をとりあげて
　　　　　　　　つくえ　　　　　　　のな、それでおまえの机をためしてみたんだよ。『大き’くなれ、大きくなれ。』といって

ね。そうしたらこのとおり。」
　　　　　　　　とくい　　　　　つくえ
　おとうさんは、得意そうに机をさしました。

rそれから、あとはどうしたの。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のこ「それがなあ、とぶよ5に売れるんだよ。これひと組だけ残って、みんな売れてしま

ったんだよ。」
　　　　』　　　　　　つくえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かえ
「じゃあ、マリーの机やいすがないじゃないか。あした来るんだから、返してよ。」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さけ
ジャンは泣き出していきなり木の枝をとると、花びんにつっこんで水をつけ、叫びま

した。

　　　　　　　　　つくえ
rぼくのいす、ぼくの机、みんなちいさくなれえ。」

　ずしん。おばあさんがしりもちをつぎました。ガッチャン、コーヒー茶わんがこわ

れました。おじいさんがとんでi裏ました。

rどうしたんだ。どうしたんだ。」

　おばあさんは、しりもちをついて、うなっています。

「おじいさん、いすが、いすが一。」
　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つピえ　き
　やっと趨き’あがってみると、今まですわっていた、いす’も机も消えてしまって、コ

ーヒー茶わんがひつくりかえっているだけなのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つくえ
「おじいさん、いまね、きのう買ってぎた机にコーヒーをのせて、わたしはいすにこ

しかけていたんですよ。そうしたら、いぎなりはねとばされてしまったんですよ。」
　　　　　　　つくえ
「だって、いすも机もないよ。」

「え、ほんとうですか。」

　ふたりは、きょぞ）ぎょろ見まわしました。

「わたしは、こわくなってきましたよ。」

　おばあさんは、がたかたふるえました。

「あっ。」

　　　　　　さけ　　　　　　　　ゆか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こゆび　　　　　つくえ
　おじいさんが叫びました。床の上に、かわいい、かわいい、小才旨ほどの机といすが、

ちょこんとあるのです。．

「こりや、いったい、どうしたことだ。」

　びっくりしたのは、このおばあさんとおじいさんのふたりだけではありません。東
　　　　　　　　　　　　つくチし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
の町でも、爾の町でも、ジャンの机といすを買った家では大さわぎでした。そして、
　　　　　　　　　　　つなえ手に手におもちゃの小さな机といすを持って、ジャンのお店におしかけて来ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さドア
「べんしょうだ。べんしょうだ。」とみんな叫びました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょきん
「わたしは、やっとの思いで長年ためた貯金で買ったのだよ。せめて、年とってから

ゆっくりしたいすにすわりたいと思って、町じゅうさがして買ったんだよ。」
　　　　　　　　　　　　　　　つくえ
「海にはいって、あがってみたら、机もいすもないので、びっくりしましたよ。子ど

　　すな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

もが砂の中から見つけて、どうもへんだと患って来てみたんですよ。」

　おとうさんは、おろおろしています。

　ジャンは、なみだをふいて、立って言いました。

「ごめんなさい。ぼく、みんなのこと忘れていました。」
　　　　　　　　のこ　　　つくえ
　そして、ひと組残った机といすに手をかけて言いました。
　　　　　のこ
「これ一つ残して大きくなれえ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こし
　みんなが、大さわぎしてひぎあげていったあとで、ジャンは、しょんぼり腰ゑおろ

しているおとうさんに、だきついて鋭いました。

「おとうさん、ぼく、もうすぐ挙校を出るでしょう。そしたら、こんどはほんものの
　　つくえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えだ

いすや机を作って、うんとお店を大ぎくしましょう。だから、この木の枝は、ありに

返してやりましょうね。」’

・．し

藍h商。畝は∴ジャン（兄）です・
　　　　　　　　　　　　＜マリー（妹）です。

2．翻をよdした入は、ジ・ン（兄）です・

　　　　　　　　　　　いマリー（蛛）です。

麟のジ・・の一鴨ジ・・麟使・て・・謙・騰｛潔1禦

　ました。

　した。

蠕轟堰く賠纂ご；で鱗即製潔職す．

職・さんは薦の嚇・・瑠二畠糞欝．
　　　　　　　　　　　　　　えだ
薦伽あ・・のは・瑠讐0

職・・んがため・てみ離は脇Il：嚢灘1脈、。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢや
aおばあさんがしりもちを飾たのは、，1コー　tt　一「sibんがこ繍てび・くりしたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しこしかけていたいすが急に小さくなったか
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らです。

らです。

晒蝋め・てみ灘は・膿こ鶏1：鱗黙、た．
　　　　　　　　　　　　　か　　　つくえ
・購んなは、、ジ・ン嚇で買覗直し’すが急に腿くな・て・鰍なくな・た
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　ので怒って来ました。
　　　　つく　え
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…ジ・・は・お…鵬・・一・・魁・その木の勧せてや・…〈i：

　いました。

　いません。

i2．この物語を読んで、ジャンはどういう気持の少年だと思いますか。
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